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ウI戸ジュニ

●事業目的
沖縄県の海外移住者子弟を本県に招待し、 県内の同世代の青少年と生活を共にしながら沖縄の
歴史や文化等を学ぶことにより、 海外移住者子弟の母県・沖縄への理解と絆を深めるとともに、
世界のウチナーネットワ ー クを担う次世代を育成する。

●事業内容
(1) 事業実施

事前学習① 平成28年7月10日（日）9：00~16:00 （県内参加者 ・ 県内青年リ ーダーのみ）
事前学習② 平成28年7月16日（土）9：00~16:00 （県内参加者 ・ 県内青年リ ーダーのみ）
ツアー実施期間：平成28年7月31日（日） ～8月6日（土）

報 告 会 ：平成28年8月 6日（土）事業最終日

アフタ ー イベント： 世界のウチナーンチュ大会の開会宣言（県内参加者のみ）
平成28年10月27日（木）

(2)参加者 44名
■ 海外参加者 13~19歳までの海外県系人20名
■ 県内参加者 沖縄県内の中学・高校生20名
■ 県外参加者 沖縄県外の高校生2名
■ 青年リ ーダー 沖縄県内／海外県系人2名
①海外・国別内訳【1 0 カ国】

ブラジ ル連邦共和国3名・アメリ カ合衆国4名・アルゼンチン共和国2名・
メキシコ合衆国1名・ペルー共和国3名・カナダ2名・ボリ ビア多民族国3名・
マレ ーシア1名・大韓民国1名・ドイツ連邦共和国1名

②海外・世代 別内訳
海外参加者 1世＝1名 2世＝6名 3世＝8名 4世＝6名

(3) ツアー同行スタッフ
■沖縄県職員1名・国際交流員3名（アメリ カ・ペルー・大韓民国各1名）計4名
■ 担当スタッ フ 4名・通訳3名（英語 ・ スペイン語・ポルトガル語 各1名）計7名
■ その他エイサー 講師1名・看護師1名・ボランティア約40名

(4) 学習プログラム
①自然学習

沖縄の自然や動植物に触れるアクテイビティにより、 自然の大切さを学ぶ。
②歴史学習

沖縄の歴史的な史跡等を訪れ、沖縄の歴史を学ぶ。
③文化学習

沖縄の歴史から 生まれた工芸・芸能等の文化を知り、体験する。
④平和学習

沖縄戦の概要を学び、平和について考える。
⑤社会学習

沖縄での生活を経験し、沖縄の「今」を考える。
⑥移民 ・ 移住学習

沖縄県の移民・移住の歴史やウチナーンチュ大会について学び、 ウチナーンチュとしての
ルーツを再認識するとともに、次世代のウチナーネットワ ー クの担い手としての自覚を持つ。

ー



国境を越え、 きずいたウチナンチュの絆「ウチナージュニアスタディ ー」。

今年度は、 「世界のウチナーンチュ大会」の開催年ということもあり、 ツアー受入側の県内参加者の士

気も例年以上に高まり、 2006年より参加している先輩ボランティアなど多くの県内若年者が集結し、

海外移住者子弟を心からもてなすツアー となった。

海外参加者は、 自身のルーツ ・ 先祖の母国に緊張と不安、 そして期待感を胸に抱き来沖。
一週間のツアーは、 体験学習 ・ 平和学習・チームビルディングなど多彩なプログラムで行われ、 特に

「エイサ一体験」では、 県内最大級のエイサーイベントである「一万人のエイサー 」プレイベントのエ

ンディングチームとして参加。 県内 ・ 海外参加者が心ひとつになって舞ったエイサーは、 多くの観客に

大きな感動を与えるものであった。 本人たちにとっても一生忘れられない思い出となったようである。

県内 ・ 海外参加者ともに「貴重で刺激を受けた一週間であった」と語っており、 「ツアーで学んだこと

は、 自身の人生にとって価値あるものであり、 この経験が一生の宝物となった」と、 参加者の本ツアー

に対する満足度の高さがうかがえた。

本ツアー での出会い ・ 体験は、 互いに沖縄への理解と絆を深めるものであり、 あらためて、 ウチナーン

チュとしての誇り ・ アイデンテイティを実感するものであったと考える。

そして、 他国 ・ 異文化理解により、 積極性 ・ コミュニケー ションカを養い新たな価値観を見出し、 成長

した様子もうかがえた。

本ツアー の効果により、 10月に開催された「世界のウチナーンチュ大会」では、 県内参加者自ら開会式

の演出を企画し、 「国境なんて関係ないウチナーンチュ」と熱く開会を宣言し、 「世界のウチナーン

チュ大会」成功の一役を担ったのではないだろうか。

また、 「世界のウチナーンチュ大会」で再会を喜び合う姿、 ツアー終了後にもSNS等で、 互いに連絡を

取り合い、 将来を語り合っている姿は、 まさに、 ウチナーンチュネットワ ー クの広がり、 絆の深まりを

感じさせるものである。

今後、 グロ ーバ）Mヒが進む中、 このネットワ ー ク・絆がこれからを担う次世代の力となり、 沖縄を支え

る力につながるのではないだろうか。

本ツアーは、 ウチナーネットワ ー クを担う次世代育成に大きく寄与するものであり、 事業効果は、 高い

ものと考える。

以下、 参加者のコメントを一部抜粋

●かけがえのない素晴らしい仲間と出会うことができた。 （県内 高2 16歳）

●異文化理解とコミュニケー ションをとることの大切さを実感。 （県内 高3 17歳）

●言葉の壁を越え、 仲良くなれるのがウチナーンチュ。 （県内 高3 17歳）

•ウチナーンチュの子孫であることへの誇りを感じた。

未来につながる友清の絆を築くことができた。 （ボリビア 18歳）

●たとえどんなに距離が離れていても沖縄でできた友達との絆を大切にしていきたい。

（ブラジル 14歳）

●世界中にいるウチナーンチュの私たちにこの様な機会を与えてくれた沖縄県へ心から感謝し

ます。 （ブラジル 14歳）
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主催：沖縄県文化観光スポー ツ部
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航空・保険・宿泊・バス手配

（株）日本旅行沖縄
旅行部係長：漢那元基

u 

看護師

沖縄介護センター

大橋すみれ

ボランティアスタッフ
（企画・進行）

ジュニアスタデイツアー

ウチナー ジュニアスタディ
卒業生 メンバー

エイサー指導

琉球國祭り太鼓
佐久田瞬香

■ 総括責任者
（株）サン ・ エー ジェンシー

常務取締役：勝連雅晴

■ 担当者
（株）サン ・ エー ジェンシー

営 業：比嘉礼己

沖縄産業計画

チュ ーター

■ 英語：豊見山佐妃
JST2006年卒業生
■西語：宮平千聖
琉球大学卒業
■葡語：照屋ルジア美雪

サポートスタッフ

2006�2011JST担当
宮古テレ ビ：太田卓也

移民・移住学習

（特活）沖縄NGOセンター

大仲るみ子・上原真紀
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2 3 4 6 

6:30コ 6:30起床 6:30起床 6:30起床 6:30起床

7:00 7:00朝食 7:00朝食 7:00朝食 7:00朝食 7:00起床 7:00起床

アンケ ート冊子配布 アンケ ート冊子配布 アンケ ート冊子配布 アンケ ート冊子配布

7:30主催者・スタッフ集合 検温チェックシ ート（看1l緬に提出） 槍温チェックシ ート（看謹鰤に提出） 檎温チェックシ ート（看霞師に提出） 検温チェックシ ート（看謹師に提出） 7:30朝食 7:30朝食

（かりゆしア ー パン ・ 守礼） 自然学習（山・川）
アンケ ート冊子配布 ※荷物まとめ

8:00 __ 」 8:00参加者受付開始 8:00ホテル出発 8:00 出発 檎温チェックシ ート（看護鰤に撮出） 檎温チェックシート（看護鰤に撮出）

8:15ホテル出発
8:30県庁到着

8:50参加者受付終了 8:45県知事覆敬式奥

9:00 19:00開講式 （歓迎セレモニー

、 記念撮影） 9:00（ロイヤルオリ オン曙の間） 9:00出発

～オリエンテ ーション 9:30 県庁出発 移民・移住学冒② ゆいレ ール彙車タイムスホールヘ

・概妻説明・確認
荷物専用車両手配

・学習ツール配布
到着綾各自荷物を受け取り楽塵へ運ぶ

10:00
--1① 

・アンケ ート冊子配布
10:00＇)ハーサル

加者自己紹介

②班分け、班長紹介 10:30費ら濤水鱗鱈見零

③海外参加者による移民の経緯

11 00__J 111:00トレッキング終了～カ レ ー作り 11 00平和の礎見学

※大人チームも参加 ※事前に参加者の穀戚謂査

11 :45墨食

12:00昼食（ランチBOX) 112:00昼食 糸満市「優襲堂J 12:00昼食（ランチBOX) 12:00昼食（ランチBOX)

※洗濯・フリ ータイム ※さよならパ ーティ ーがあるので軽めに

12:30ひめゆり平和祈念資料館見学 12:30来賣・一般参加者受付

13:00イルカ ショー見学 113:00ポランティア10名到着 |
13:00 平和構築ワ ークショッブ 13:00移民・移住学詈まとめ 13:00修T式及び輯告会

BBQ・キャンプファイヤ ー準儀 ・アニメ「ひめゆり」上映 ※前日まとめた移民学誓の覺表

・ワ ークショッブ およびUJS について総括・提言発覆

よ
.,... uu--1 I＾い寧 Iii三-^”“” I 14:00海洋博公園出覺 14:00 ※UJS修了認定書授与

※ワルミ大橋・置我地島経由

鵬鰤：知念莫償氏

15:00 115:00エイサー鱗詈 115:00マチ グワー散策
1
15:00福地JII海浜公園 15:00エイサ ー 講誓 15:00ひめゆり祈念資料館出発 1

15:00修了式綺了

※ガイド卒婁生ポランティア ビーチアクティビティ 15:10さよならパ ーティ ー準●
15:20さよならパ ーティ ー開始

※遍行・漬出卒婁生ポうンティア

16:00
—i 16:00沖縄県立爆物館見学

I ※参加人敷100名種度

16:30会場準●～途中休憩～
16:30洗濯・エイサ ー 講詈

16:45散策修了
17:00__J17;00交流ブログラム 17:00ホテル到着 17:00つつじエコパ ーク到着 17:00沖縄県立博物館出発 17:30さよならパ ーティ ー纏了

※遍行・濱出卒婁生ポランティア ※洗濯・フリータイム 17: 15ホテル到着 バレット久茂地前へ移動

17:30夕貪(BBQ) 17:45エイサ ー濱●

18:00_J 

（パ レット久茂地前）

18:00夕食 18:00夕食 18:00 

18;10会場転換
縫了～解散

18:30ウェルカムパーティ ー
18:30夕食 18:30夕食

（かりゆしア ーバン・ シェルホール）
19:00___J ※参加人数100名程度 19 : 00 一日の撮り返り 19:00 -Bの撮り返り キャンプファイヤ ー

19:30エイサー講習 19:30洗濯・エイサー講誓 |l• 30 一 日の撮り返り 1,．30 一日の撮り逗<J

20:00
--,

20:00パー ティ ー終了 洗濯・エイサ ー 講詈（時間は謂整）

20:30 -Bの撮り返り

•アンケ ート冊子回収 ・アンケート冊子回収 ・アンケ ート冊子回収 ・アンケ ート冊子回収 ・アンケ ート冊子回収 ・アンケ ート冊子回収

21:00--」 21:00～日糧籟了 ～ 21 :00～日程終了～ 21 :00 ～ 日穫終了～ 21:00 ~B穏終了～ 21 :00～日種終了～ 21 :00～日種縫了～

スタッフミーティング スタッフミーティング スタッフミーティング スタッフミーティング スタッフミーティング スタッフミーティング

22:00 122:00就寝 22;00就寝 22:00就寝 22:00就寝 22:00就寝 22:00就寝
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萎加者名鐙

県内参細者名簿

氏 名 年齢 性別 学校名

1 平敷 雅 Miyabi Heshiki 14 女 金城中学校

2 城間 魁生 Kaito Shiroma 13 男 寄宮中学校

3 市場 優香 Yuka Ichiba 14 女 普天間中学校

4 島尻 和慶 Kazuyoshi Shimajiri 13 男 石垣第二中学校

5 金城 未来 Miki Kinjo 16 女 開邦高等学校

6 赤嶺 未夢 Miyu Akamine 17 女 豊見城南高等学校

7 波平 みなこ Minako Namihira 17 女 向陽高等学校

8 安次嶺 佳澄 Kasumi ashimine 17 女 向陽高等学校， 網敷 美南海 Minami Amishiki 17 女 向陽高等学校

10 知念 小南海 Konami Chinen 17 女 向陽高等学校

11 伊集 まりな Marina Iju 17 女 向陽高等学校

12 石川 勇人 Yuto Ishikawa 17 男 那覇国際高等学校

13 外間 奈々子 Nanako Hokama 16 女 那覇国際高等学校

14 大嶺 華蓮 Karen Omine 17 女 沖縄工業高等学校

15 宮里 百花 Momoka Miyazato 15 女 首里高等学校

16 中村 優太 Yuta Nakamura 18 男 沖縄尚学高等学校

17 上原 充葉 Mitsuba Uehara 16 女 沖縄尚学高等学校

18 末吉 りんか Rinka Sueyoshi 16 女 沖縄尚学高等学校

19 又吉 ネリナ Nerina Matayoshi 17 女 沖縄カトリック高等学校

20 親泊 里奈 Rina Oyadomari 16 女 宮古高等学校

県外参力D者名簿

氏 名 年齢 性別 学校名

1 大田 由依奈 Yuina Ota 17 女 兵庫県立尼崎高等学校

2 下崎 葵 Aoi Shimozaki 17 女 大阪府立泉尾高等学校

青年リーダー名簿

氏 名 年齢 性別 学校名／県人会

1 名嘉真 英亮 Hideaki Nakama 21 男 沖縄国際大学

2 内間 真理 Mari Uchima 22 女 ドイツ沖縄県人会

5
 



参』嗜雀簿
海外参加者名簿

名 性別 世代 年齢 国名 県人会名氏

ヒュ ーイッ ト ショ ーン 瑛
男 1 18 ワシントンD C沖縄会1 

SEAN AKIRA HEWITT 

口ペズ 知絵里糸村
女 2 15 コロラド州沖縄県人会2 

SHIERRY LOPEZ-ITOMURA 
アメリカ合衆国

エイプリル ・ ウヅキ・ニモ
女 2 16 北米沖縄県人会3 

APRIL UZUKI NIMMO 

敬吾 □ビンソン
男 2 16 ア トランタ沖縄県人会4 

KEIGO ROBINSON 

金城ケイドン
男 4 14 トロント球陽会5 

KA YOON ADAM KANASHIRO 
カナダ

朝田 陽向 ホープ
女 2 14 バンク ーバ ー沖現県友愛会6 

HINATA ASADA 

井上 文音
女 3 18 7 

AYANE INOUE 

上地 メリサ
女 3 18 ボリビア多民族国 ボリビア沖縄県人会8 

MELISSA UECHI 

比嘉（ウエマ）健 セバスティアン
男 3 17 ， 

KEN SEBASTIAN UEMA HIGA 

アザマ タイラ カオリ
女 3 18 10 

KAORI NICOLE AZAMA TAIRA 

オオシロ ミネイ ニコル
女 4 16 A゜ Jr共和国 ペル ー沖縄県人会11 

EIMI NICOLE OSHIRO MINE! 

イナミネ 照喜名 アイミ
女 3 16 12 

AIMI PAULA ANDREA INAMINE TERUKINA 

ルイス ハツミ レベッカ
女 4 16 メキシコ合衆国 メキシコ沖縄県人会13 

REBECA HATZUMI RUIZ PEREZ 

デシケイラ パウラ サユリ 屋良
女 4 14 14 

PAULA SAYURI YARA DE SIQUEIRA 
ブラジル沖縄県人会

比嘉 ブルーナ スエコ
女 3 18 ブラジル連邦共和国15 

BURUNA SUEKO HIGA 

アルツ ール ケンゾウ ヨナミネ カイハフ
男 3 16 カンポグランデ沖縄県人会16 

ARTHUR KENZO YONAMINE KAIHARA 

安里ル ーカス
男 4 14 17 

LUCAS JAVIER ASATO 
アルゼンチン共和国 在亜沖縄県人連合会

仲宗根ルシア
女 3 17 18 

NAKASONE LUCIA MICAELA 

劉 萌奈（ろう もな）
女 2 16 マレーシア マレーシア沖縄会19 

LOW MO NA 

ソン キソン（宋 起成）
男 4 14 大韓民国 韓国沖縄県人会20 

SONG KI SUNG 
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＊グループリーダー

Aグループ Bグループ Cグループ

＊赤嶺 未夢 ＊安次嶺 佳澄 ＊網敷 美南海

1 Miyu Akamine Kasumi ashimine Minami Amishiki 

沖縄·Okinawa Japan 沖縄—Okinawa Japan 沖縄-Okinawa Japan 

波平 みなこ 大嶺 華蓮 親泊 里奈

2 Minako Namihira Karen Omine Rina Oyadomari 

沖縄-Okinawa Japan 沖縄—Okinawa Japan 沖縄—Okinawa Japan 

上原 充葉 下崎 葵 末吉 りんか

3 Mitsuba Uehara Aoi Shimozaki Rinka Sueyoshi 

沖縄—Okinawa Japan 大阪—Osaka Japan 沖縄-Okinawa Japan 

平敷 雅 ヒュ ーイット ショ ーン 瑛 城間 魁生

4 Miyabi Heshiki Sean Akira Hewitt Kaito Shiroma 

沖縄-Okinawa Japan アメリカ-USA 沖縄—Okinawa Japan 

ロペズ 知絵里 糸村 デシケイラ パウラ サユリ 屋良 朝田 陽向 ホープ

5 Shierry Lopez Itomura Paula Sayuri Yara D e  Siqueira Hinata Asada 

アメリカ—USA ブラジル—Brasil カナダ—C a n a d a

井上 文音 仲宗根 ルシア 比嘉 健 セバスティアン

6 Ayane Inoue Nakasone Lucia Micaela Ken Sebastian Uema Higa 

ボリビア—Bolivia アルゼンチン-Argentina ボリビア—Bolivia

安里 ルーカス 宋 起成 アザマ タイラ カオリ

7 Lucas Javier Asato Song Ki Sung Kaori Nicole Azama Taira 

アルゼンチン—Argentina 韓国—Korea 心レ―-Peru

名嘉真 英亮

8 Hideaki Nakama 

沖現-Okinawa Japan 

Dグループ Eグループ Fグループ

＊石川 勇人 ＊仲村 優太 ＊又吉 ネリナ

1 Yuto Ishikawa Yuta Nakamura Nerina Matayoshi 

沖縄-Okinawa Japan 沖縄—Okinawa Japan 沖縄—Okinawa Japan 

金城未来 知念 小南海 伊集 まりな

2 Miki Kinjyo Konami Chinen Marina Ijyu 

沖縄—Okinawa Japan 沖縄—Okinawa Japan 沖縄—Okinawa Japan 

外間 奈々子 大田 由依奈 宮里 百花

3 Nanako Hokama Yuina Ota Momoka Miyazato 

沖縄—Okinawa Japan 兵庫—Hyogo Japan 沖縄-Okinawa Japan 

島尻 和慶 市場 優香 敬吾 ロビンソン

4 Kazuyoshi Shimajiri Yuka Ichiba Keigo Robinson 

沖縄—Okinawa Japan 沖縄—Okinawa Japan アメリカ-USA

エイプリル ウヅキ ニモ 金城ケイドン ルイス ハツミ レベッカ

5 April Uzuki Nimmo Kaydon Adam Kanashiro Rebeca Hatzumi Ruiz Perez 

アメリカ—USA カナダ—Canada メキシコ —Mexico

オオシロ ミネイ ニコル 上地 メリサ アルツール ケンゾウ ヨナミネ カイハラ

6 Eimi Nicole Oshiro Mlnei Melissa Uechi Arthur Kenzo Yonamine Kaihara 

心レ―-Peru ボリビア-Bolivia ブラジル-Brasil

劉 萌奈 イナミネ 照喜名 アイミ 内間 真理

7 Low Mona Aimi Paula Andrea Inamine Terukina Mari Uchima 

マレーシア-Malaysia 心レー-Peru ドイツ-Germany

比嘉 ブルーナ スエコ

8 Buruna Sueko Higa 

ブラジル—Brasil
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事前学習①＿・ ②
● 目 的
ウチナ ー ジュ ニアスタディ ー を実施する に あた り 、 県内参加者を対象 に事前に事業説明を行う
事で事業の目 的を理解 して も ら い、 海外参加者を リ ー ド しホス ト役 と して受け入れる 自 覚を持
たせる 。
事前学習 ① ： NGOセンタ ー から講師を招 き 、 沖縄の移民の歴史を学び、 グループで討論 し発表

を行 う 。
事前学習② ： 午前の部で は移民講師を招 き 、 移民の実体験の話を聞 く 。 また事前学習①の課題

を発表する 。 午後の部で はボラ ンティ ア（過去参加者）がウチナージュニアスタ
ディ ー恒例のダンス とゲームの練習を行う 。

事前学習①
日 時 ： 7月 10日 （ 日 ） 9 : 00"-' 16:00
場所 ： 牧志駅前ほ しそら公民館 第一教室
講師 ： 大仲るみ子 ・ 上原真紀 ・ 中村可愛

● 実施内容
①オ リ エンテ ー シ ョ ン（スタ ッ フ紹介）
②事業の趣旨の説明 （スケジュ ール ・ 心得）
③アイスブレ ーキング
④沖縄の移民学習
⑤グルー プ討論 • 発表
⑥次回の事前学習 まで にやっ てお く 課題

事前学習②
日 時 ： 7月 16日 （土） 9 : 00"-' 16:00
場所 ： てんぶす館 レッスンルーム①
講師 ： 大仲るみ子 ・ 上原真紀 ・ 加藤ルシアナ美香

● 実施内容
①アイスフ レ ーキング
②県内参加者のフ ァ ミ リ ース トー リ ー を発表
③移民講師に よる講話
④移民小唄から学ぶ
⑤ボラ ンティ ア紹介
⑥ダンス とゲーム

● 結果
事前学習を行う こ と に よ り 、 移民学習を学ぶこ とで 「ウチナー ンチュ 」 と して意識が向上 した。
さ ら にボラ ンティ ア（過去参加者） との交流で海外参加者 とのコ ミ ュ ニケー シ ョ ンの取 り 方やダ
ンス ・ ゲームを盛 り 込み、 県内参加者1 人 1人が成長 し 、 ホス ト役 と しての自 覚を持たせた。

● 参加者の 感想
自分のルー ツを発表で きた し 、 他の参加者やルシアナさんのルー ツを聞 けて とてもいい経験に
なっ た 。 ルシアナさんの 「 自 分のルー ツをつ く っ て い く 」 と い う 言葉が強 く 印象 に残っ た。 移
民小唄も聴いて、 ウチナー文化に は“チャ ンプルー精神 ’'がある と感 じた。
県内参加者 ： 女子
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日 時 ： 7月 24日 （ 日 ） 1 1 : 00,....,23 : 00
場所 ： 那覇空港

，
 



お迎え

日 時 ： 7月 24 日 （ 日 ） 1 1 : 00,.....,,23 : 00 
7月 30 日 （土） 14: 00,.....,,2 1 : 30

場所 ： 那覇空港
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学習ズロ

■ [ 1日目］ 7月 31日 （ 日 ）

実施内容 ： ●開講式～オ リ エ ンテーショ ン ●交流プログラム
• ウェルカムバーティ ー

09 : 00 開講式～オ リ エンテ ー シ ョ ン （か り ゆ しアーバン ・ 守礼）
・ 概要説明 ／確認
・ 学習 ツ ール配布
・ スタ ッ フ紹介

①参加者 自 己紹介
②班分け、 班長紹介

1 2 : 00 昼食 （守礼でお弁当 ）

1 3 : 00 海外参加者 に よ る移民の経緯発表

1 5 : 00 NGOセ ンタ ー の講師のも と 、 移民 ・ 移住学習

1 6 : 30 会場準備～途中休憩～

1 7 : 00 交流プログラム ： 進行 UJS卒業生ボラ ンティ ア
タンスやゲーム

ゲーム ： 人間知恵の輪、 じ ゃ んけん列車
ダンス ： 5 · 6 • 7 • 8 、 マカ レナ、 Ai Se  Eu  Te Pego ! 、

YMCA 

18 : 10 会場転換しか り ゆ しアーバン ・ シェルホール）
参加者は口鴎邑へ荷物を移動
スタ ッ フ ・ ボラ ンティ アはウ ェルカムパー ティ ー準備

18 : 30 ウ ェルカムパー ティ ー 開始

20 : 00 ウ ェルカムパー ティ ー終了

2 1 : 00 スタ ッ フ ミ ーティ ング
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習プ＿ログラム L 日＿ 目

オ リ エンテーシ ョ ン 9 :  00,..._, 1 2 :  00 

● 目 的
ウチナー ジュニアスタディ ー の趣旨 ・ 概要を説明 し 、 事業について理解させ楽 し く 参加 して も
ら う ために実施。
県内外参加者 ・ 海外参加者 は初対面であるため緊張を ほ ぐすため に アイスブ レーキングを して、
交流を し 、 楽 し く スタ ー トを切 る 。

● 実施内容
①オ リ エンテー シ ョ ン（スタ ッ フ紹介）
②事業の趣旨の説明（スケジュ ール ・ 心得）
③グルー プ リ ーダー紹介 ・ グルー プ分け
④アイスブ レーキング（ 自 己紹介 ・ 軽 く ダンス とゲーム）
⑤昼食

● 結果
オ リ エ ンテー ショ ンを行う 前の参加者の顔は緊張 して硬かっ たがアイスブ レーキングをする う
ち に表情が和 く なっ て いた。 思っ たよ り も県内外参加者 と海外参加者が楽 し く 会話 して いた り
して、 すご く 良い雰囲気になっ て いた。 交流は と て も上手 く い っ た。

海外参加者による移民の経緯 1 3 : 00,....,,, 1 5 : 00 

● 目 的
海外参加者に よる母国のプ レゼンテー シ ョ ンを行い、 私たちの国ではどの よ う な文化があるの
かを参加者全員に異国文化を知 っ ても ら う 。
異国への興味を持たせ、 将来は海外への意欲を高める。 また文化を通 してコ ミュニケー シ ョ ン
への繋が り に する 。

● 実施内容
①各国の文化紹介
② フ ァ ミ リ ース ト ー リ ー （移民の経緯）
※ 各国のプ レゼンのスケジュ ール
カナダ→ボ リ ビア→ペルー→メキシコ →ブラ ジル→
アルゼンチン→マ レー シア→韓国→アメ リ カ

● 結果
参加者全員が各国のプ レゼンを聞 き異国の地理や料理に対 して、 とて も興味を持ち 「海外に
行っ て みた い」 と発言する県内参加者の姿も何回か見受 けられた。
母国 と違う文化な どを学ぶこ とで、 とても 国際への視野が広 く な り 、 さ ら に海外発信への気持
ちが高 ま っ た。

● 参加者の感想
みんなバッ クグラ ウ ン ド に違いがあるのは当然だ け ど同 じ国同士でも、 それぞれの歴史があっ てプ
レゼンを聞 いて、 と っ て も楽 しかっ た。
県内参加者 ： 男子
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学習プログ乏ム 1 且

移民 ・ 移住学習 15 : 00~ 16 : 30 
講師 ： 大仲るみ子 ・ 上原真紀

● 目 的
自分か1人のウチナーンチュとしてアイデンテイティーを考える。
写真や海外参加者の話を聞いて、 現在の日系社会や生活の様子、各国に暮 ら すウチナーンチュ
の気持ちに寄り 添う ことを目的とする。

● 実施内容
①わた しは何人 ？
自分のアイデンテイティーについて考え、
ワ ー クシートに記入し7人グ ループに分かれて1人ずつグ
ループ内で発表。

② フォ トランゲー ジから 読み取る（グ ループ）
写真から 現在の日系社会や生活の様子を知る。
③ フォ トランゲー ジ発表（グ ループ） 一―------ ｀
フォ トランゲー ジを読み取っ た あとにグ ループ討論を行 い、 他のグ ループに発表をおこなう 。

● 結果

海外参加者は「なぜ私はこのプログラムに参加できているのか」、 「私は何人なのか」を考え
て、 私は 1 人のウチナーンチュだと気づいた 様子が見受けれた 。
県内参加者は海外参加者の「沖縄に対しての思い」に驚かされ、 あまり 意識していなかっ た
「ウチナーンチュ」を考え、 情けなさを感 じた 。

交流プログラム 17 : 00"J 18:  10 

・ 目 的
ク ループ対抗ゲームを行 う ことにより、 これから 1週間プログラムをより 楽し く できるよう に
コミュニケーシ ョ ンの向上を目指す。

● 実施内容
ボランティアト過去参加者）が進行 を行 い、 参加者全 員が楽しめるゲームやダン スを実施。
①ケーム： 人 日り知恵の輪／じ ゃ んけん列車
②ダン ス： 5 · 6 · 7 · 8／マカレナ／YMCA/Ai Se Eu Te Pego !  

● 結果
個人戦で行 う ゲームよりもグ ループ対抗でのゲームのほう が楽しそう だ っ た 。 さ ら にコ ミュニ
ケーシ ョ ンを 多 く 取り合う た め、 チームワ ー クがより 一層深まっ た 。
参加者全 員が汗をかき、 顔には100％ スマ イ ルといえるほ ど笑顔で楽しんでいる様子がう かが
えた 。

● 参加者の感想
緊張で積樟的に声かけれなかっ た け ど色 々 なゲームやレクレ ーシ ョ ンをやっ てい く う ちにグ
ループとイ面良 く なっていっ た 。 ウチナーンチュと交流できてとても楽しかっ た です。

海外参加者： 女子

協カプレ イをすることで全 員が1つになっ た 。 みんなの絆が深まっ た 。
県内参加者： 男子
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・プログラ

ウェルカムバーティ ー 18: 30,..,,.,,20 : 00 

● 目 的
①海外参加者 と県内参加者同士が言葉や文化の違い にふれ、 本事業を有意義なもの にするため
に行う 。
②参加者個人の特技を生か し、 余興を披露 して も ら い、 参加型形式 とする 。
同世代が同世代をもてなす交流をする 。 ジュニアスタディ ー卒業生に参加協力 を呼び掛け、 プ
ログラムを作成。 進行も卒業生が行う 事 に よ り 、 親近感あふれアッ トホームな場とな り ウチ
ナーネッ トワ ーク構築の早道 とする。

● 実施内容 。
ウ ェルカムハーテ ィ ー ： 司会進行 ボラ ンティ ア(_lJJS卒業生）
沖縄県交流推進課の課長 と沖縄カナダ協会会長からの歓迎の挨拶。
県内参加者が事前学習で海外参加者をホス ト役 と して受け入れる ため に沖縄（ 日本）の文化を余
繭披露、 場内はにぎやかな雰囲気で実施。

● 結果
県内参加者がおこなっ た制服フ ァ ッ シ ョ ンショ ー に特に海外参加者は異国 に はない制服に興味
津々 た っ た。
最後に この1週間楽 しむ意味合いで会場内全員でカチャ ー シー で ウ ェルカムパーティ ー は閉幕
した。

● 感想
ウ ェルカムパーテ ィ ー での三線や琉舞を見て、 刺激を とても受けて私もも っ と沖縄の文化を学
びたい と思っ た。
海外参加者 ： 女子
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ウェルカムパー

18 : 40 

18 : 40 

18 : 45 

開会

歓迎挨拶

乾杯の音頭

食事

19 : 20 余興（開始）

日 時 ： 平成28年7月 3 1 日 （ 日 ） 1 8 : 30r-...J 20 : 00 
場所 ： か り ゆ しアーバン シェルホ→ レ

司会 ： ジュ ニアスタディ ー ツ ア＿卒業生

沖縄県文化観光スポー ツ部交流推進課課長
下地 誠

沖縄カナダ協会会長
大山 盛稔

19 : 20 劇 ・ 制服 フ ァ ッ シ ョ ンシ ョ ー

県内参加者全員

19 : 25 三線 親泊 里奈

19 : 30 琉舞 末吉 り んか

19 : 35 三線 上原 充葉

19 : 40 う た ・ ダンス 向陽高校参加者 5 人

19 : 40 カチャ ー シ ー 参加者全員
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学習プログラム2目且 （スーケジュール）

■ [2 日 目 ］ 8月 1 日 （月 ）

実施内容 ： ● 表敬訪問 ● 首里城見学 ● 伝統工芸体験
• マチグワ ー散策

07 : 00 朝食

08 : 1 5  ホテル出発 ・ 概要説明 ・ 確認

08 : 30 県庁到着

08 : 45 県知事表敬式典（歓迎セ レモニ ー 、 記念撮影）

09 : 30 県庁訪問

1 0 : 00 首里城見学

1 2 : 00 昼食（沖映通 り バンボッ シュ ）

1 3 : 30 那
伝

覇

統

市

工
伝

芸
統体工験芸

（紅館
型 ・ 首里織 ・ 琉球漆器）

1 5 : 00 マチグ ワ ー 散策（ガ イ ド 卒業生ボラ ンティ ア）

1 6 : 45 散策終了

1 7 : 00 ホテル到着（洗濯 ・ フ リ ー タイム）

18 : 00 夕食参加者は部屋へ荷物を移動）

19 : 00 一 日 の振 り 返 り

19 : 30  エイサー 講習

2 1 : 00 スタ ッ フ ミ ー テ ィ ング
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し学翌
歓迎セ レモニー 8:45�10 : 00 
場所 ： 沖縄県庁

● 目 的
参加者にとっ て各国の代表という 意識を持っ ても ら い
自分の ルーツである沖縄県の行 政の中枢である県庁を
表敬する。 例年、各マ スコミから 取材があり、 県民に
広 く 本事業の開催を周知及びPRを図る。

● 結果

「この1週間で皆がかけがえのない思い出を作り 、 友だちも作り、 貴重な体験を得 ら れること
を願います。 」 （アメリ カ： ヒュー イット ・ シ ョ ーン ・ 瑛）、 「我々 が国境の壁を壊し沖縄と世
界を結ぶ架け橋になることを誓います。 」 （沖縄県： 又吉 ネリナ）と誓いました。
前田部長は「今 回のプログラムを通して、 一人ひとりが将来のウチナーネットワ ー クの担い手
として成長し、次世代を担う ウチナーンチュ同士の絆がより 一層深まることで、 大会の成功に
繋がることを、 心より 期待しており ます。 」 と激励の言葉を述べた。
式典後はテレビや新聞社から 参加者に インタビューを受けた り、 海外参加者から 前田部 長へお
土産を手渡すシーンが見 ら れた。

首里城見学 10 : 00� 12: oo 

● 目 的
琉球王国の政治、 外交、 祭祀の中心地として沖縄の歴史を知る上で欠かせない世界遺産「首里
城」 。 建築文化や美術工芸など、 歴史以外の文化遺産も学ぶことができ、 約450年にわたる琉
球王国の歴史、 琉球処分による王朝崩壊、 太平洋戦争による全焼など琉球の歴史と文化、沖縄
の近 ・ 現代史を事業の冒頭で知ることでウチナーンチュの ルーツを学ぶ。

● 実施内容

守礼門での全体写真撮影。
首里城ガ イ ド スタッ フを説明を受 けながら
首里城の歴史を学ぶ。
首里城での全体写真撮影。

ヽ● 結果
海外参加者が沖縄望応球）について深 く 学び、
さ ら に沖縄のこと 学びたいという 意欲が大
き く なっ た。

● 参加者の感想

-999999999999999 99999999999999999999999999999999999999 , 

琉球時代の衣服や戦後に復元された絵画や琉球の王様の冠な どが見れて、沖縄になる前の歴史
を学べて良かっ たです。
海外参加者： 女子
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歓迎セレモニニこ式次第

8 : 45 開会

8 : 47 参加者紹介

8 : 57 歓迎の挨拶

9 : 02 参加者代表挨拶

9 :  1 2  閉会

～中庭 に移動～

9 :  1 5  記念撮影

日 時 ： 平成28年8月 1 日 （月 ） 8 : 45�9 : 30
場所 ： 沖縄県庁 1 階 県民ホール
司会 ： 池間 久美子

司会

司会

沖縄県文化観光スポー ツ部長
前田 光幸

海外参加者代表
ワ シ ン ト ンDC沖縄会
ヒュ ー イ ッ ト ・ シ ョ ー ン ・ 瑛

県内参加者代表
沖縄カ ト リ ッ ク高校
又吉 ネ リ ナ

司会

18 



目

伝統工芸体験 13: 30r-,.J 15 : 00 
場所 ： 那覇市伝統工芸館

● 目 的
古 く から 受け継がれている沖縄の伝統工芸を実 際
に自分の手で作り、沖縄の伝統を体験する。

● 実施内容
首里織4名・琉球漆器19名・紅型21名に分かれて
作成。 作品 はお土産として持ち帰る。

● 結果
沖縄の伝統工芸品を自分だ けのオリ ジナ） 以乍品が
作ることができ、 その工芸品を自分の国 に持ち帰
るという ので、 参加者に はとても好評だっ た。

マチグワ ー散策 15 : 00� 16 : 45 
場所 ： 平和通 り等

● 目 的
ボランティアスタッ フが参加者の案内役となり、
マチグワ ー 散策し沖縄の食や生活文化をふれる。

● 実施内窒
案内役のホランティアスタッ フが参加者グ ループ
に加わり、 ボランティアスタッ フそれぞれが作成
した散策 ルートを散策した。

● 結果
実 際に那覇市平和通り や公設市場を散策し、 地元
の人たちと会話したり、 休憩をかねて商店で沖縄
の食べ物を食べ、 楽し く沖縄の生活文化にふれた。

● 参加者の感想
マチク ワ ー 散策では綺麗な場所を歩いた り 、 県内
参加者とコミュニケーシ ョ ンを取りながら 散策で
きて私にとっ て、 とてもいい経験になっ た。
海外参加者 ： 女子
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口クフム3 日 目 （スケジュ ール）

■ [3 日 目 ］ 8月 2 日 （火）

実施内容 ： ● 美ら海水族館見学
● ビ ーチアクテイ ビティ （マ リ ン体験）

08 : 00 ホテル出発

1 0 : 00 海の講習

1 0 : 30 美 ら海水族館見学

1 2 : 00 昼食（弁当 ）

1 3 : 00 イルカ シ ョ ー 見学

14 : 00 海洋博公園出発

1 5 : 00 福地川 海浜公園（ ビ ー チアクテイ ビティ ）

1 7 : 00 つつ じエコパ ー ク到着

18 : 00 夕食

1 9 : 00 一 日 の振 り 返 り

1 9 : 30 洗濯 ・ エイサー 講習

2 1 : 00 スタ ッ フ ミ ー ティ ング

20 



ーム3 目

海の講習 10 : 00"-' 10 : 30 
美ら海水族館見学 10 : 30"-' 12: 00 
イルカ シ ョ ー 13: 00"-' 14:00 

● 目 的
沖 縄の海の生物などを学んだ後に世界最大級の
アクリ ルガラ スで作 ら れた パノ ラマウィンドウ
を通して、 沖 縄の海の輝きや神秘、 その美しさ
を体感し沖 縄の海という 自然遺産の大切さを学
ぶ。

● 実施内容
①美ら 海財団職員による自然学校を実施し、 普

段一般人が入れない水族館の裏側に入り 講習
を受けた 。

②水族館に入場し、 ふれあいコーナーでサンゴ
や魚といっ た 海の生物を触る。

③ イ ルカシ ョ ーを観覧。

● 結果
滅 多に見れない魚や海の生物に参加者全 員興味深々 だ っ た 。
海の生態の知識が深まっ た 。

● 参加者の感想
水族館で海の生物の扱いについて学んだ。 初めて
見る魚もいて、 興味が湧いた 。
みんなで見た イ ルカショ ー は特に楽しかっ た 。
海外参加者 ： 女子

普段見れない美ら 海水族館の裏側は素晴 ら しいと
ころだっ た 。 飼育 員の仕事は簡単ではないと気づいた 。
県内参加者 ： 男子

21 



ログラぷ粗＿目

ビーチアクテイ ビテイ 1 5 : 00~ 1 7 : 00 
場所 ： 東村福地川海浜公園

● 目 的
自 然学習の一環 と して 、 沖縄の海で遊泳や ビ ー チバ レ ーやマ リ ンスポー ツな ど豊富なアクティ
ビティ が体験で き 、 参加者のコ ミュ ニケー シ ョ ンや絆を深める。

● 実施内容
①バナナボー ト
② ビ ー チバ レ ー

③ ビ ー チサッ カ ー

④遊泳

● 結果
マ リ ンスポー ツを通 して、 参加者さ ら に参加者
たちの一人一人が積極的 に コ ミ ュ ニケー シ ョ ン
を と る 姿が見えた。
遊泳で は参加者全員が集ま っ て楽 し く 遊んでい
た。 ビ ー チで仲がさら に深ま っ た と感 じた。

● 参加者の 感想
ビ ーチで いつも よ り も 自分がオー プン にな り 、 参加者 と思いっ き り遊んで リ ラ ッ クスで きた。
新たな友情が生まれた と思う 。
海外参加者 ： 女子

私は県内参加者だ け どあま り 話 し た こ とのない同 じ県内参加者 と会話できた。
自 分から積棒的 に話す こ とで皆 と楽 し く ビ ーチで遊べた。
ヒ ー チアクディ ビティ を通 し て 、 参加者 と とても仲良 く なれた し いい思い出 となっ た。
県内参加者 ： 女子
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学習 プログラム4 日 目 （スケジュ ール
三

■ [4日目］ 8月 3日 （水）

実施内容 ： ●川 ト レッ キング ●カ レー作 り
●キャ ンプフ ァ イヤー

08 : 00 東の沢 ト レ ッ キング

1 1 : 00 ト レ ッ キング終了～カ レー作 り ～

12 : 00 昼食（カ レ ー ）

13 : 00 BBQ ・ キ ャ ンプフ ァ イヤー 準備

1 5 : 00 エイサー 講習

17 : 30 夕食( BBQ)

18 : 00 キャ ンプフ ァ イヤ ー

20 : 30 一 日 の振 り 返 り

2 1 : 00 スタ ッ フ ミ ー ティ ング

22 : 00 就寝

23 
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ログラム

東の沢 8 : 00~ 1 1 : 00 

·、目 的
タ イ ナ ミ ッ クな景観や様々 な表情を見せ
る水中生物 ・ 亜熱帯特有の世界的 に も貴
重な動植物な どを専門ガイ ド に よる説明
と 共 に間近で観察 し、 沖縄の神秘的な大
自 然を存分に味う 。 やんばるの自然を満
喫 しながら 、 参加者同士が互いに助 け合
い、 前 に進むチーム ビルディ ング要素を
兼ね備えた体験。

● 実施内容
つつ じエコパーク敷地内でで きる 「東の沢」
リバー ト レ ッ キングをする 。
ゃんばるの山 々 がも た ら す豊かな 自 然を体験する 。

● 結果
海外参加者が県内参加者に手を差 し伸べ
て助 け合う姿も見受けられ、 と て も良い
関係を築ける体験プログラム となっ た。

カ レー作 り ・ 昼食 1 1  : 00,....,,, 1 3 : 00 

● 実施内容
リバー ト レ ッ キング後にグルー プでカ レー作 り 。

● 結果
グルー プで共同作業をおこない、 役割分担を決め
コ ミ ュ ニケー ショ ンを取 り ながら楽 し く カ レー を
作っ た 。
完成後はグルー プでカ レー を食べた り 、 他のグルー

プのカ レー を交換 し合い味の食べ比べを している
のも見受けられた 。

● 参加者の感想
カ レ ー 作 り は役割 を決め完成で き た達成感があ り 、
みんなで作 る カ レ ー は とて もおい しかっ た 。

24 



目

キャ ンプフ ァ イヤー 18 : 00"-'20 : 30 

● 目 的
ボランティアスタッ フが主体となり企画・運営
を行 いグ ループ対抗の様々 なゲームをする。
ク ラ イマック スの点火の 際には「友情の火」が
ボランティアから 参加者に受け継がれ、 参加者
全 員で火を囲み、 ダン スをし会場全体が一体と
なり 強い友情が生まれる。

● 実施内容
グ ループ対抗ゲーム： 絵の伝言ゲーム／飴玉探しゲーム／ジェスチャ ーゲーム
友情の火を点火した 後に参加者全 員でダン ス。
ダン ス：5 · 6 · 7 · 8／マカレナ／YMCA/Ai Se Eu Te Pego ! 

·結果
ク ループ対抗ゲームではかなり 盛 り 上がり、 キャンプ ファ イヤーで国境を越え、 これから も
ずっ と友達として繋がると誓っ た 。

● 参加者の感想
グ ループ対抗ゲームを通して、 グ ループ メンバーをみんなで応援して、 とても興奮した 場面が
い く つかあ っ た 。
とても楽し く て時間が止まっ てほしかっ た 。
海外参加者： 女子

キャンプ ファ イヤーでは海外の参加者だ けでな く 、 県内外の参加者と一生の友情を誓い合っ た 。
最後はダン スをして海外の参加者との絆がより 深まっ た と思います。 言葉は通 じな く てもダン
スと歌は世界共通で盛り 上がれる手段であることを学びました 。 OG • OBの先輩方にとても感

謝しています。
県内参加者： 男子
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ログラム5 日＿目 （スケジューール）
- -

■ [5 日 目 ］ 8月 4日 （木）

実施内容 ： ● 平和祈念資料館見学 ● ひめゆ り 平和祈念資料館見学
● 県立博物館見学

08 : 00 出発～途中 中城イ ンタ ー にて トイ レ休憩～

1 0 : 00 戦争記録フ ィ ルム上映

10 : 1 5  平和祈念資料館見学

1 1 : 00 平和の礎見学

1 1  : 45 昼食（優美堂）

1 2 : 30 ひめゆ り 平和祈念資料館見学

1 3 : 00 平和構築構築ワ ー クシ ョ ッ プ

1 5 : 00 ひめゆ り 平和祈念資料館出発

1 6 : 00 沖縄県立博物館見学

1 7 : 00 沖縄県立博物館出発

1 7 : 1 5  ホテル到着

18 : 30 夕食

1 9 : 30 エイサー 講習

2 1 : 00 スタ ッ フ ミ ー ティ ング

22 : 00 就寝
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- 目

平和祈念資料館見学 10 : 15~ 11: 00 

霊よる数々 の証言を中心に、 明治から 祖
国復帰までを解説パネ ル、 映像、 写真、 実物
資料などを読み取り、沖縄戦だけでな く 、 当
時の社会背景や歴史を学ぶ。

● 実施内容
資料館で沖縄の戦争の映像を観賞。 戦争に 関
する展示資料を見て読んで歴史を学ぶ。

● 結果
沖縄で ど う い っ た戦争が起きたのか知 っ た参加者たちの中 に は涙を流 し て いる姿もあ っ た。
戦争に対 し て真剣 に考え、 今後彼 ら に戦争の歴史が受 け継がれて い く 。
平和の礎は天気に恵まれず、 足を運ぶ こ とがで きなかっ た。

● 参加者の感想
沖縄の戦い、 戦争の間に起きた 本当のことを聞 く ことができた ことは、 多 く の物事のなぜ ？ を
理解させて く れた 。 同時に、 さ ら に沖縄を好きにさせ、 も っ とその歴史を知り、 学びた いと
思っ た 。
海外参加者： 女子

ひめゆ り 平和祈念資料館見学 12: 30~ 13: 00 
講師 ： 島袋椒子 ・ 古賀徳子 ・ 普天間朝佳

● 目 的
ひめゆ り 学徒隊の証言映像や手記などを通し
てひめゆ り 学徒の戦争体験を知り 、沖縄戦の
悲惨さや平和の尊さを学ぶ。

● 実施内容
DVDのアニ メ「ひめゆ り」を観賞。
看護要 員として戦場に動 員された ひめゆ り 学徒
隊の概要の展示物を見て時代の背景を感 じ取る。
ひめゆ り平和祈念資料館の館長であり 、 元ひめ
ゆ り 学徒隊だ っ た 島袋椒子さんの実 際の体験談
を直接聞き、 戦争を恐ろしさを学ぶ。
グ ループに分かれ戦争について討論しグ ルー

プ発表をする。

● 結果
参加者全 員が真剣な顔で戦争に向き合う 姿勢が見えた 。
これから平和を維持するた めにはどう するのか参加者
全 員で考えることができた 。

● 参加者の感想
沖 縄戦の原因や影響について学び、 これから 先の平和について僕はとても考えさせれました 。
現在の平和な世界を維持することと次世代に伝えることは僕 ら 若い人た ちの使命だと思います。
海外参加者： 男子

27 



学習プログラム5 且 且

沖縄県立博物館見学 16:00� 1 7 : 00 

● 目 的
沖縄の 自 然から歴史や文化を 「海洋性」 と 「島嶼性」 からわか り やす く 解説 している。 特に歴
史について は豊富な資料を展示 している、 古代から近代 （戦後復興から現在） までが

● 実施内容
博物館 に展示 してある展示物を観覧 し、
時代の背景や沖縄の歴史を読み取る。

● 結果
時間の都合上、 博物館の見学は短 く なっ たが
参加者たちは展示物を真剣 に読み取っ ている
姿があ り 歴史を学んだ 。

● 参加者の感想
沖縄の歩みを形 と して見る事がで きた。 昔からの文化が今現在で も受け継がれている こ と にス
ゴイ と感 じた。
県内参加者 ： 女子

28 



ケジュール

■ [6日目］ 8月 5 日 （金）

実施内容 ： ●移民学習（ ワ ークショ ッ フ
゜

）
●講演（世界のウチナー ンチュ大会について）

09 : 00 移民 ・ 移住学習②～ ロ イ ヤルオ リ オ ン 曙の間～

1 2 : 00 昼食

1 3 : 00 移民 ・ 移住学習 ま とめ
14 : 00 講～演講師

： 世：
界知

の念ウ英チ信ナさー

ん
ン

～
チュ大会について

16 : 30 エイサー 講習

18 : 30 夕食

19 : 30 一 日 の振 り 返 り
2 1 : 00 スタ ッ フ ミ ー ティ ング
22 : 00 就寝
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学習 プ巴グラ試甲 目

移民 ・ 移住学習② 9 : 00"-' 1 2 : 00 
講師 ： 大仲るみ子 ・ 上原真紀

● 目 的
事業初 日 に実施 した移民 ・ 移住学習を踏まえ、
翌 日 の報告会にて学習の成果を発表する ため、
よ り 踏み込んだ内容の学習を行う 。 フ ォ トラ ン
ゲー ジやム ー ビ ー ラ ンゲー ジで学んだ当 時の生
活や状況を垣間見る こ とで ウチナ ー ンチュ の生
き方を学び、 海外参加者 と の様々 な意見交換を
経て 、 お互いの気持ちを知 り 、 沖縄における多
文化共生を理解 し提言 と し て ま とめる 。

● 実施内容
グルー プに分かれ、 NGOセ ンタ ーの方か ら 出 さ
れたお題について意見を出 し合っ て、 グルー プ
のま と ま っ た答えを発表。 初 日 のワ ー クシ ョ ッ
プで 「わた し は何人 ？ 」 と い う ワ ークシー トを
改めて書いて も ら っ た。 ツ アーの中で 自分の
ルー ツ は何人なのか気づ く 。

● 結果
ツ アー初 日 のワ ー クショ ッ プ と 同 じ ワ ー クシー ト に
は全 く 違う 答えを記入する海外参加者がいた。 この
ツ アー を通 して、 沖縄の歴史を学んだ り 、 参加者 とコ ミュニケー ショ ンを図 っ て同 じ時間を共
に過ご して いる間 に 「私はウチナー ンチュ であ り 、 ルー ツが沖縄」 と気づいた海外参加者が多
数いた。

講演 ： 世界のウチナー ンチュ大会について 14: 00"-' 16 :30 
講師 ： 知念英信

● 目 的
何故ウチナー ンチュ大会が開催されるのか ？
ウチナー ンチュ大会を通 し て海外県系人 と ウチナー ンチュ の関わ り が ど う 変わっ たのか ？
今後 ど う ウチナー ンチュ 大会と関わっ て い く のか ？
参加全員がウチナー ンチュ大会を意識 し、 次回沖縄での再会を誓 う意識を高めるため。

● 実施内容
1 0月 に 開催される 「第 6 回の世界のウチナー ンチュ大会」 を見据え、 長 く 深 く 大会に貢献され
た知念英信氏 に よる講演を開 いた。
講演後に は海外参加者 2 人が三線を弾き、
参加者全員で沖縄の歌を歌っ た。

● 結果
世界のウチナー ンチュ 大会の歴史を聞 き、 イベン トに

「 ウ チナー ンチュ 」 と して参加 したい と意欲が出た と
参加者が話 した。
ウチナー ンチュ は県内だ けでな く 海外で活躍 している
人 も いる こ と に誇 り を感 じた。

30 



序子

■ [7 日目］ 8月 6 日 （土）

実施内容 ： ●報告会 ●修了式 ●さよならバーティ ー

• 一万人エイサープレイベン ト

09 : 00 出発～ゆい レールでタイムスホールヘ～

10 : 00 リ ハーサル

12 : 00 昼食

12 : 30 来賓 ・ 一般参加者受付

13 : 00 修了式及び報告会

1 5 : 00 修了式終了

1 5 : 1 0  さよな らパー テ ィ ー 準備

1 5 : 20 さよな らパー テ ィ ー 開始

1 7 : 30 さよな らパー テ ィ ー終了～パ レ ッ ト久茂地へ移動～

1 7 : 45 エイサー演舞

18 : 00 修了解散
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学習プログラム7

報告会 1 3 : 00� 14: 20 

● 目 的
1週間 にわたる ウチナー ジュニアスタディ ー に参加 して ウチナー ンチュ と してのアイデンティ
ティ や将来沖縄と どう かかわっ て い く かな ど、 参加者全員が感想を発表する こ と に よ り 、 お互
いがど う 考え、 今後 ど う 交流 し て い く かを理解する 。

● 実施内容
この 1 週間ウチナー ジュニアスタディ ー を通 しての感想を参加者全員が日本語で発表する 。

● 結果
参加者全員がツアーの感想を 日 本語で 自 分の気持ちを伝えた。 途中から感情が高ぶ り泣き出 し
て し ま う 参加者も続出 し、 言葉 と詰ま らせなかなか感想が述べれなかっ た。 しか し
他の参加者からの 「がんばれ」 と掛け声を も ら い、 会場内 は感動でい っ ぱい とな り ‘‘絆” と い う
ものが見れた。

修了式 14: 20,...,.,, 1 5 : 00 

● 目 的
修了証書 ・ ジュニア大使認定書を授与する こ と によ り 、
1 人 1 人が今後沖縄と世界を結ぶ架け橋的存在 になる 。

● 実施内容
主催者挨拶 ： 沖縄県文化スポー ツ統括監 照喜名 一

海外参加者に ジュニア大使認定書授与
県内参加者 ・ 県外参加者に修了証書授与
青年 リ ーダー に感謝状授与

● 結果
修了書を受 け取っ た参加者は笑みを浮かべ、
証書の内容を読んでいる姿が見れた。
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口ク ラム7 日 目

さよならバーティ ー 15 : 20,-...,,, 17 : 30 

● 目 的
海外参加者による余興。 各国の参加者が母国の
伝統芸能を披露した り、 母国でのエイサー演舞
を参加者 ・ 来賓の方た ちの前で披露する。

● 実施内容
海外参加者が各国の文化のダン スであ っ た り、
歌を披露した 。
最後は参加者 ・ ボランティア ・ スタッ フ全 員で
舞台上でカチャ ーシーをして締め く く っ た 。

● 結果
海外参加者はツアーの時には見せなかっ た 表情
をしてダン スなどを披露した 。 県内参加者は他
国の文化を見て、 とても興味津々 だ っ た 。

エイサー演舞 17 :45"'-' 18 : 00 
場所 ： バレッ ト久茂地前広場

● 実施内容
さよな ら パーティー 終了後、 タ イム スホー ルから パレット久茂地前広場に移動し、 1万人エイ
サーのプレ イベントで 多 く の観客の前にしてエイサーを披露した 。

●ヽ 結果
海外参加者は 「エイサーの聖地」でエイサーできることに誇りを持ち、 中には涙を流す参加者
もいた 。 ツアー中ずっ と付きっ きり でエイサーの講師の佐久田氏に対して、 リ ーダー代表が
メッセー ジを送り、 参加者全 員で 8 カ国語で 「ありがとう」を伝え、 ウチナー ジュニアスタ
ディーを締め く く っ た 。 最後に参加者全 員が涙を出しながら 強 く 抱擁を交わし、 パレット久茂
地前広場は感動の渦を巻いた 。
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さよならパーティ＝式次第

1 5 : 20 

1 5 : 22 

開会

乾杯の音頭

食事

1 5 : 50 余興（開始）

1 5 : 50 ボ リ ビアダンス

1 6 : 00 アルゼンチンダンス

1 6 :  1 0  韓国 ラ ッ プ

1 6 :  1 5  メキシコダンス

16 : 25 ブラ ジ） 凶
‘
ンス

16 : 35 ペルーダンス

16 : 45 エイサー

16 : 55 可可hA 

1 7 : 00 カ ッ プダンス

1 7 : 05 カチャ ー シ ー

日 時 ： 平成28年8月 3 1 日 （土） 1 5 : 20r-...J 1 7 :
場所 ： タイムスホール

司会 ： ジュニアスタディ ー ツア ー 卒業生

沖縄カナダ協会会長
大山 盛稔

健 ・ 文音 ・ メ リ サ（ボ リ ビ ア）

ルー カス ・ ルシア（アルゼ ンチン）

宋兄弟 （韓国 ）

ハツ ミ （メキシコ ）

ケンゾウ ・ スエコ ・ サユ リ （ ブラ ジル）

ニコル ・ アイ ミ ・ カ オ リ （ペルー ）

瑛 ・ 日 向（アメ リ カ ・ カナダ）

真理 ・ モナ（ ドイツ ・ マ レ ー シア）

アメ リ カ ・ カナダ参加者

参加者全員
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ー講ー習

● 日 時 ・ 場所
8月 1 日 19 : 00�20 : oo か り ゆ しアーバンシェルホール
8月 2 日 19 : 30�2 1 : oo つつ じエコバーク管理棟広場
8月 3 日 1 5 : 00� 1 6 : 30 つつ じエコバーク管理棟広場
8月 4 日 19 : 30�20 : 30 さいおんスクエア前広場
8月 5 日 1 6 : 30� 1 8 : 00 ロイヤルオ リ オ ン曙の間
8月 6 日 16 :45� 1 7 : 00 さよならバーティ ー

● 実施内容
沖縄ではもちろん、 県外 • 海外でも人気の高い琉球國祭り 太鼓の メンバーによるエイサー 講習
を実施。 モ ノ ではな く エイサーという沖縄の伝統芸能をお土産として持ち帰る。
最終日の学習成果発表会では全 員でエイサー を披露するという 目標を掲げ、 エイサー衣装・
パー ランクー をプレゼントした 。

● 結果
講師を務めた 琉球國祭り 太鼓所属の佐久田瞬香氏はツアー前は1週間という 短時間で2曲のエイ
サー を覚えて く れるか心配していた が参加者全 員エイサーの覚える ス ピ ードが早 く て優秀だ っ
た 。 と話していた 。
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見送り

日 時 ： 8月 7 日 （ 日 ） 7 : 00,.....,, 19 : 00 
場所 ： 那覇空港

朝早 く から見送 り する ため多 く の県内参加者の姿があっ た。
UJSのTシ ャ ツ に寄せ書きを書 く シー ンや笑顔で会話する
シー ン、 お互い涙を流 して強 く 抱擁する シ ー ンがあっ た 。
ツ アー 1 週間で強い絆にな り 、 再会を誓い合っ た彼 ら に と
っ て は人生の中で 、 と て も濃い時間 となっ た。
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日 時 ： 5月 28 日 （土） 13 : 30,....,, 1 7 : 00 
場所 ： サン ・ エージェ ンシー会議室

● 目 的
事前学習 ・ ツアーが行 う 前に過去参加者であるボランティアスタッ フミ ーティングを開き、 ボ
ランティアスタッ フがツアーの中で加わるシーンで参加者が楽しめるよう な充実した プログラ
ム作りをする。

● 実施内容
今 回ツアーに参加できる過去参加者を集めボランティアミ ーティングを開いた 。
①事前学習の計画（ダン ス ・ ゲーム ・ 景品）
②マチグワ ー 散策 ルートの作成 ・ 案内方法
③交流プログラム（ダン ス ・ ゲーム · 景品）
④キャンプ ファ イヤーのプログラム（ケーム ・ 役割）
⑤修了式（役割）
⑥ボランティア名簿作成

● 結果
彼ら は事業に参加経験もあ り 、 何度も事業のボラ ンティ アを お こ な っ て き たため、 多数の
意見が出て スム ーズに まとま っ た。
参加者が楽 しめるよう なプログラムを完成で き た 。
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界の立チナーンチェ大会（開会宣言）＿

日 時 ： 8月 19 日 （金） • 8月 25 日 （木） ．
8月 28 日 （ 日 ） • 9月 13 日 （火） 17 : 00~20 : 00 

場所 ： サン ・ エージェ ンシー会議室

● 目 的
第 6 回世界のウチナー ンチュ 大会の開会宣言
の演出 を作成する 。

● 実施内容
開会式の仕切るイ ンプ レス ト社長 と リ ーダー

6人が集ま っ て 、 開会宣言を どう進めて い く
のか計画を立て、 全て 開会宣言の内容な どは
リ ーダー 6人に作成。
海外参加者も動画を利用 し、

「世界のウチナー ンチュ 大会」 に出演させる

● 結果
リ ーダ ー たち は打合せを計5回開き、 や り 取 り
を LI N Eグルー プで活用 して着々 と 開会宣言の
内容を固めて いっ た。 またツアー に よ っ て深め
た絆に よ っ て 「言葉」 と 「時差」 と い う 壁をな
く し、 海外参加者から動画を取得で きた。

日 時 ： 9月 23 日 （金） 1 7 : 00,-...,,2 1 : 00 
場所 ： サン ・ エージェ ンシー会議室

● 目 的
世界のウチナー ンチュ大会のオー プニングで起用 される ウ ェルカムコ メ ン トの撮影。

● 実施内容
開会宣言の後に会場の大型 ビ ジ ョ ンで流れるオー プニング映像の中で各国の言葉での挨拶シ ー

ンがある ため県内参加者を集めて撮影をおこなっ た。

● 結果
県内参加者全員が集ま っ て 、 久 しぶ り に再会 し 、 ツアー 中の話や受験の話を楽 し く 会話 して い
る姿が見受けられた。
撮影も無事終了 し 、 世界のウチナー ンチュ 大会の開会式に向 け準備が整っ た。
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世界Jl)_ウチナー之壬ュ大会（開会宣言）

日 時 ： 日 時 ： 10月 27 日 （木） 1 7 : 00"-' 1 7 : 0S 
場所 ： 沖縄セルラ ースタジアム

● 開会宣言文

①いま こ こ に集まっ た私達はウチナー ンチュ 。
国境なんて関係ない。
沖縄への強い郷土愛、 沖縄の魅力を感 じ、
誇 り をもっ た私達はウチナー ンチュ 。

②来て く れてあ りがと う 。
出会つ て く れてあ りがと う 。
人と人を繋げてあ りがと う 。
そ して、 沖縄を忘れす、 愛 して く れてあ りがと ラ 。

③笑顔は世界共通 ！ 笑顔は“楽 しい’'を共有できる。
相手への愛が素直に伝わる唯一の手段だ。
こ こ沖縄を、 そ して世界を、 笑顔溢れる場所に して ほ しい。

④私達はゆいまーるの精神を持つ て いる 。
海を越えて心と心で繋がつて いる 。
沖縄で しか築けない絆を築いてい こ う 。

⑤今ある沖縄がこれからも続いて よ り 良い未来になるよラ
沖縄から世界へ、 世界から沖縄へ。
こ こ に集まっ たみんな、
そ して私達が沖縄と世界を結ぶ架け橋にな りたい ！ な り ます ！ な り ま しょ う ！

⑥ こ こ にいる皆さんはお互い、 ちょ ーで 一。 一度あっ たら皆兄弟。
この精神を忘れずにウチナー ンチュ大会を盛 り 上げていきま しょ う ！

⑦ 「ウチナーの」 「躍動」 「感動」 「世界へ響け ！ 」
「第6回」 「世界のウチナー ンチュ大会」

⑧県内参加者全員で 「開幕！ ！」
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のウ＿チ土ーンチュ本会（ウチナ-ジュニアスタてイ-フ=2

日時 ： 日 時 ： 10月 27 日 （木）～ 10月 30 日 （ 日 ）
場所 ： 沖縄セルラ ーパーク

● 目 的
世界のウチナー ンチュ 大会を開催する あた っ て、
海外か ら 多 く のウチナー ンチュが帰省する 。
その中 に は過去に ウチナー ジュニアスタディ ー

を参加 し た人たちもいる 。 海外の過去参加者を
迎える ためにセルラ ーパー ク にブースを設置する 。

● 実施内容
ジュニアスタディ ー過去参加者が集まれる よ う にブースを設置 した。
ブース に訪れた過去参加者 に は飲み物をプ レゼン ト し、 顔写真の入っ たA4用紙にコ メ ン トを書
いて も ら いブースの壁 に貼っ た。

● 結果
海外か ら 多 く のウチナー ジュ ニアスタディ ー過去参加者がブースに遊びに来て く れて県内参加
者 と何年振 り かの再会を して楽 し く 会話 していた。

「あの と き に ウチナー ジュニアスタディ ー に参加 して本当 に良かっ た」 と い う 言葉をブース内
で何回か聞 いた。

● 右の写真
世界のウチナー ンチュ 大会の最終日 に はブー

スの壁一面が過去参加者や今年の参加者はも
ちろんの こ と 、 県職員 ・ 海外の引 率 ． 通訳と
いっ た 関係者のコ メ ン トで い っ ぱい となっ た。
これほ どウチナー ジュ ニアスタディ ー と い う
事業は愛されて、 とても意味のある事業で あ
る と感 じ取れる 。
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フェスティバル20 1 6

日時 ： 1 1月 19 日 （土） 1 0 : 00,-....,, 1 7 : 00 
1 1月 20 日 （ 日 ） 10 :00,-....,, 1 6 : 00

場所 ： JICA沖縄国際セ ンター

● 展示内容
今年の参加者が制作した ウチナー ジュニアス
タディーの展示物をJICA沖縄国際センター1
階の沖縄県ブー スで展示物した 。
今年のウチナー ジュニアスタディーの思い出
の写真を貼り付けて、 とても楽し く 交流をで
きた と表現。
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平敷 雅( 14)

M iya b i  Hesh i ki 
········································································．•··············· 

金城中学校3年生

私は7月 3 1 日 から8月 6 日 の7 日 間 、 ウチナー ジュニアスタディ ー 国際交流プログラムに参加
し 、 と て も充実 した素晴ら し い体験させて いただ き ま した。 私達 と同世代の海外のウチナー ン
チュ の二世、 三世、 四世達 と寝食を共 に し、 沖縄の 自 然、 歴史、 文化 について学び、 ウチナー

ンチュ と してのアイデンテイ ティ ー を再確認する こ とができ ま した。
海外参加者の国の県人会の話を聞 き、 どの国の県人会も沖縄の事を忘れないよ う 、 伝統芸能

であるエイサーや三線、 琉舞の継承、 沖縄の行事や祭 り を行っ て いる と い う と こ ろ に郷土愛の
大 き さを感 じ ま した。

コ ミュ ニケー シ ョ ンを と っ てい く う ちに海外参加者の国で何を しているのか知 り たい と思う
よ う にな り ま した。 また、 相手 と 自分の共通点探 しを し ま した。
日 を重ねる に つれ、 みんな との仲が深まっ ていき、 冗談を言い合っ て笑い転げる 日 々 を過ご し
ま した。 互 い に親 し く なれば親 し く なる ほ ど、 一 日 一 日 がとても濃 く 、 とても短い と感 じ ま し
た。

プログラムの中で沖縄の戦争に ついて学ぶ機会があ り ま した。 『平和祈念資料館』 ・ 『ひめ
ゆ り 平和祈念資料館』 を見学 に行き改めて戦争の悲惨さ と恐ろ し さ知 り ま した。 ワ ー クショ ッ
プで はアメ リ カ と 日本で は戦争の捉え方や歴史での教え方が違っ て いて興味深かっ たです。 国
際交流を通 して国ごとの考えの違いや、 た く さんの意見等にふれる こ と に よ り 、 今までの自 分
の考え に新 し い考えが付け加えられた り 、 時に は、 固定概念を崩 される よ うな考えが出て く る
かも しれない と思いま した。 私がプログラムを通 して身をも っ て感 じた こ とです。

首里城で は、 ウチナー ンチュ と してのアイデンテイ ティ ーの原点を身近に感 じた り 、 首里城
正殿は、 中 国 と 日本 と沖縄の三つの文化を合わせ持っ た 『ちゃ んぷる 一文化』 の象徴である と
い う 事を初めて知 り ま した。 私は、 『ちゃ んぷる 一文化』 は、 海外参加者 と私達そのものであ
る こ と に気づき ま した。 沖縄と外国の文化が出会い、 そ こからコ ミュニケー シ ョ ンや友情が生
まれ新 し い文化が創 られて い く のだ と実感 しま した。

プログラムで多 く の素晴 ら し い体験を通 し、 今まで知 らなかっ た沖縄を見て 、 私の世界に対
しての視野を広げて く れま した。 海外参加者 ・ 県外参加者 と は、 世界各地へ離ればなれになっ
て し ま い ま したが、 『いちゃ り ばち ょ ーで 一 』 の精神でつながっ ています。 みんな と 出会えた
こ と に感謝 し 、 今回のプログラムで覚えた言葉で締め く く り たい と思います。
『 い っ ペー にふぇ ー で 一びる 』
『あ り が と う ございま した』
『Tha nk-you very much』

『 M utio obrigada 』

『 M uchas g racias』

『Teri ma k ash i』
『カムサハムニダ』
『Vielen dank』
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城間 魁生( 1 3)
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Ka ito Sh i roma 
...................................．●••●．•..•••・••.·・・●．・．..•..•・..….•.....•・●・…...．．●.'

寄宮中学校2年生

UJSに参加した 一週間 は僕にとっ てかけがえのないものになり ました 。 毎日が初めての体験
でとても充実していました 。 学ぶこと・遊ぶことを全力でやり 通せた と思います。 学んだ り、
遊んだ りしてい く う ちに、 僕の知ら ない沖縄が見 ら れた 事に驚き、 それと同時に海外 メンバー

が知っ てて自分が知ら ない情報な どもた く さんあり、 ウチナーンチュなのに知ら なかっ た こと
の 多 く に恥ずかし く なり ました 。 また 、 この事業を通して「ウチナーンチュは沖縄県民だけ
じ ゃ ないんだ」という 事にも気づかされました 。

僕自身UJSに参加して変わっ た 事が2 つあり ます。 1 つ目 は、 人見知りをしな く なっ た 事で
す。 今 まで初対面の人と仲良 く なるのに時間がかなりかかっ た 僕がこ う して 今 、 誰にでも積極
的に話しかけ ら れるよう になっ た のは、 UJS16期 メンバーとOBOGのおかげだと思います。 僕
はいつもガキみた いに騒いでいた のを呆れずに接して く れた メンバーと僕の事をよく イジっ て
く れた OBOGにはとても感謝しています。 そして メンバーみんなの母国の言葉で、 チューター

さんを通さずに 今 回の感謝や、 もっ とみんなと1対1で話せるよう に スペイン語やポルトガル語、
韓国語、 英語などを勉強してみんなの国や住んでいるところに遊びに行 く と決めました 。

2 つ目 は、沖縄について 今 まで以上に興味が湧いてきて、 この体験を通して感 じ ら れた沖縄
の素晴 ら しさや、沖縄の世界に誇れるもの、沖縄の全てを内地や海外、沖縄の人にも伝えてい
きた いなと思いました 。 そのた めにも苦手な勉強をもっ と頑張り ます。

最後に僕がこのツアーを最初から 最後まで楽し く 過ごせた のも メンバー全 員が優し く 接して
く れて、 こんな俺を受け入れて く れた から だと思っ てます。 みんなと出会えた 事に感謝し、 こ
れから を過ごしていきた いと思います。 僕達時代の事業はこれで 今 年で終わり ですが、 僕達は
“ イチャ リ バチ ョ ーデー ’'で心の中でしっ かり 繋がっ ているので僕達の絆や団結は永久に不滅で
す。

スタッ フ、 ボランティアのみなさん、 事業に 関わっ て く れた 全ての方のお陰で少しばかりで
すが、 成長する事が出来ました 。 本当にありがとう ございました 。
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市場 優香( 14)

Yu ka Ich i ba 
普天間 中学校3年生

私は両親が沖縄出身で はないため、 沖縄の文化な どについて学ぶ機会が少な く 、 以前から、
も っ と沖縄について学びたい と思っ て いま した。 このウチナー ジュニアスタディ ー のこ とを
知 っ た と き 、 沖縄について学べる良いチャ ンスだ と思い応募 しま した。 参加で きる こ とが決
ま っ た と き 、 「楽 しみ」 と い う 気持ちでい っ ぱいで したが、 いざ当 日 になる と、 少 し人見知 り
の性格からか、 事前学習で皆 とあま り 打ち解けられず、 本番の一週間 「私はち ゃ ん とやっ て い
けるかな ？ 」 と不安があ り ま した。 しか し、 参加者は私を仲間 に入れて く れて、 海外から来た
人も言葉が通 じな く て も何 とかコ ミ ュ ニケー シ ョ ンを取ろ う と一生懸命話 しかけて く れて嬉 し
かっ たです。 初めは不安だ っ た一週間 も過ぎて し まえば、 あ っ と い う 間で 、 楽 し く 充実 した一

週間で した。
この一週間で 、 改めて沖縄の文化、 伝統、 歴史に触れ、 私の住んで いる沖縄を も っ と好き に

な り ま した 。 初めて行っ た首里城で琉球の歴史について学んだ り 、 私の知 らない那覇の街を散
策 した り 、 東村で沖縄の自 然に触れた り 、 平和祈念公園やひめゆ り 平和祈念資料館で沖縄戦に
ついて学んだ り 、 移民 ・ 移住について学んだ り と沖縄の色 々 な こ とを学ぶ こ とがで き ま した。

また、 この一週間皆 と過ご して積極的 に行動する姿勢や異なる 国籍 ・ 言語の人達 とのコ ミ ュ
ニケー シ ョ ンの取 り 方も学ぶ こ とがで き ま した。 今回 は、 初対面の人にあま り 話 しかけられま
せんで したが、 今後はいろんな人 に積極的 に話 しかけ、 どん どん知 り 合いを増や していきたい
で す。

最後に 、 一生の思い出 となる 一週間を過ごす こ とがで きて楽 しかっ たです。 このよ う な場を
提供 し て く だ さっ たスタ ッ フの皆 さん、 ボラ ンティ アの皆さん、 そ して、 この一週間行動を共
に した43名の皆さん、 本当 に あ り が と う ございま した。
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島尻 和慶( 1 3)
.............................................................................................................................. 

Kazuyosh i Sh i maj i ri 
石垣第二中学校2年生

僕はこのウチナー ジュニアスタディー事業に参加してより沖縄について知ることができ、 世
界のウチナーンチュと繋がることができ、 さ ら に 多 く の友人を作ることができました 。 この経
験は僕の宝物です。

このプログラムに参加して様々 なことを経験し学ぶことができました 。 川でのトレッキング
やキャンプ ファ イヤー、 みんなで踊 っ た り、 海外の人とおし ゃ べりをした りした ことです。 ま
た 、 世界にウチナーンチュが 多 く いること、沖縄戦や沖縄の歴史について、 世界ウチナーン
チュ大会について学びました 。 普段の生活の中では、体験できないよう なことを体験できた り
して、 人生で初めての経験することが 多かっ た です。

ひめゆ り の塔に行 き戦争について学んだあとにグ ループで話をする場があり ました 。 その時
に‘‘アメリ カと日本の教育の違い”に気づいた りして、 いろいろな国の人た ちの考えを知ること
ができました 。 例えば戦争についての教え方が真逆であることや日本人は、 アメリ カ人は怖い
人が 多いと思っ ている人が少なから ずいる けれ どアメリ カ人はその逆だという ことを聞いてと
ても驚きました 。 このよう な様々 な考え方を知ることができて良かっ た です。

このプログラムに参加しよう と思っ た きっかけは将来留学に行 きた いと思い、 そのた めには
自 分が住んでいる沖縄について知るべきだと思っ た から です。 その目標を一つクリ アすること
ができました 。 また 、 この短い期間でみんなと仲良 く なることができてとても嬉しいです。 こ
こで学んだことや友達を忘れずにしていきた いです。 このプログラムは終わっ てしまっ た けれ
ど S N S やラ インなど利用し繋がり 続け連絡を取り合っ ていきた いです。 将来は沖縄に貢献で
きる人になっ て再びこのツアーに参加した いです。

45 



r,-··一•:•_．........．．．．．．．．．．．．．．．．．．．7···· ·············

むi\ 

璽
冒
＇

金城 未来( 1 6)

M i ki Ki njo 
開邦高等学校2年生

私は、 ウチナー ジュニアスタディ ー に参加する こ とがで き非常 に良かっ た と心から思います。
かけがえのない素晴ら し い仲間達 と 出会う こ とがで きたのも、 この事業のおかげで す。 ウチ
ナー ジュニアスタディ ーの一週間で 、 私は一生の宝物 となる思い出を た く さんつ く る こ とがで
き ま した。 マチグ ワ ー散策で は、 沖縄の台所 と も言える平和通 り を海外参加者 と歩 く こ とで 、
新 し い発見がた く さんあ り ま した。 首里城見学で は、 実際にガイ ドさんの話を聞 く こ とで初め
て知 る こ と も多 く 、 改めて 自 分がウチナー ンチュ である こ とを実感する こ とがで き ま した。 そ
し て 、 自 然を通 した海や川 でのアクテイ ビティ や美 ら海水族館見学。 沖縄の誇 り である美 し い
海で は、 仲間 と と も にバナナボー トやバ レ ーボールな どを楽 しむこ とがで きま した。 川 歩きで
は、 言語の壁を越え、 海外参加者 と も に協力 しながら 、 川 を泳いだ り する こ と で、 絆を深める
こ とがで き 、 本当 に良かっ たです。 この一週間、 本当 に様々 な経験を し ま したが、 その中で も
1番印象に残っ ている こ とがあ り ま す。 それは、 平和学習です。 実際に戦争体験者の話を聞 く
こ とで 、 戦争の恐ろ し さや平和の大切 さを身を持っ て感 じ る こ とがで き ま した。 また、 グルー

プ学習で は、 日本と外国の違いを実感する場面があ り ま した。 それは、 原爆の話 になっ た と き 。
日 本 と アメ リ カの原爆に対する考え方も、 平和教育の仕方も違う こ と に 、 驚き、 国が違えば考
え方も違う こ とを実感させ られま した。 私は、 この一週間で 自 分 自 身を大 き く 成長 させる事が
で き た反面、 沖縄に対する思いが海外参加者の方が大き い こ とを知 り 、 自 身が情けな く 感 じ ま
し た 。 沖縄について よ り 学び、 その魅力 を世界に発信 して い く こ とが沖縄に住んで いる ウチ
ナー ンチュ と しての役目である と思います。 言語の壁を越えて、 交流 した仲間 との繋が り を大
切 に し て い き 、 今回学んだ経験は、 今後の生活 に活か していきたい と思います。
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赤嶺 未夢( 1 7)

M iyu Aka m i ne 
......................................... ................................................................................... .. 

豊見城南高等学校3年生

私は、 今 回ウチナー ジュニアスタディー事業に参加する 際に学校から の参加者は私だ けで、
事前学習では知り合いがいない中、 友達ができるか馴染めていけるかすご く 不安で行 きた く な
かっ た のを覚えています。 ですが、 事前学習をしているう ちに県内参加者は全 員が個性溢れる
メンバーで海外・県外参加者を迎えるのがすご く 楽しみでした 。 ウチナー ジュニアスタディー

が始まり、 初日にリ ーダーに任命されこの一週間で私自身の考えなどが変わり ました 。 みんな
国籍も言語も違う なかで、 必死に自分なり の考えや意見を伝えた り 私の指示をまっ て聞いて く
れた り など、 私が任された 仕事の責任感の重さや、 他人の意見をまとめる力の大切さを感 じ ま
した 。

また プログラムは、 共に沖 縄の自然や伝統・移民の歴史と 多 く のことを体験をし、 今 まで以
上に、 より ウチナーンチュとしての意識を深めることができました 。 海外参加者の方は、 私よ
り沖 縄のことを理解し、 伝統芸能であるエイサーや三線などに親しんでいました 。 同 じ伝統芸
能をやっ ている身として、 海を越えて沖 縄の文化がある。 そして、 その文化を継承している若
い世代が海外にもいると身近に感 じることができました 。 また 、 一週間生活を共にすることで
異文化を理解し英語とコミュニケーシ ョ ンを取ることの大切さ、 言葉の壁はあれ ど音楽が流れ
れば踊 り だした り、 笑顔の大切さを知ることができました 。 ジュニアの メンバーと過ごした こ
の7日間は、 私の一生の思い出であ り 宝物です。 このよう な事業を企画して く れた 沖 縄県に感
謝し、 ここで得た た く さんの知識は 今 後の私を成長させていきます。 1人のウチナーンチュ、
ウチナ ー ジュニアスタディー参加者としての誇りを忘れません。
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波平 みな こ ( 1 7)

M i na ko Na m i h i ra 
向陽高等学校3年生

この事業に参加 し、 ウチナー ンチュ の地元を愛する心や繋が り の強さを実感する こ とがで き
ま した。

参加者同士の仲が良いのはもちろ んのこ と、 OG • OBの先輩や事業に携わっ た大人の方々 と
も交流が深ま り ま した。 ウチナー ンチュ は横に も縦にも広い繋が り を作る こ とがで き、 これガ

「 いち ゃ り ばち ょ ー で 一 」 、 ウチナー ンチュのアイデンテイ ティ なのだ と感 じ ま した。 言葉の
壁があ っ ても、 歌 と踊 り と笑いがあれば仲良 く なれる と い う のがウチナー ンチュの良さだ と思
います。 世代や国を越えて まで沖縄を愛する心は、 とて も素晴ら しいものだ と感 じ ま した。

また、 エイサーや三線、 舞踊な どがこんな に も広まっ ている と は思っ て も いなかっ たので、
と て も驚き ま した。 沖縄の伝統芸能は世界に誇れる ものだ と思います。

さ ら に、 1 週間様々 な場所で過ご し 、 自 然や街、 伝統、 歴史な どを学び、 自分がまだまだ沖
縄の事を知 ら なかっ た こ と に気づき、 も っ と沖縄の良さを見つけて地元の人たちや県外、 海外
の人たち に発信 していきたい と思いま した。 他国の話を 聞 く こ とで 日 本や沖縄の課題も発見で
きたので 、 今後どのよ う に していけばいいのか考えていきたいです。

この事業を通 して最も感 じたのは、 出会いの素晴 ら し さです。 海外、 県外、 県内でた く さん
のネッ ト ワ ー クが出来ま した。 様々 な国の文化や価値観な どを知る こ とで良い刺激にな り 、 視
野が広がっ た と思います。

この事業での出会いを大切 に し、 私も将来は沖縄と他国を繋 ぐ よ う な世界のウチナー ンチュ
になる こ とを 目指 し ます。
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安次嶺 佳澄( 1 7)

Kasu m i  Ash i m i ne 
向陽高等学校3年生

大き く なるにつれて“沖縄’について考えさせ ら れた り、 聞かれた り することが 多 く なっ てき
た 。 「沖縄をもっ と知ら なきゃい けない。 」そう 思っ た のがキッカケで、 この事業に参加した
いと思いました 。 ウチナー ジュニアスタディー に参加して 一番衝撃を受けた のが、 県内参加者
より も海外参加者の方が“沖縄への愛が強い”という ことだ っ た 。 海外の人がエイサーを教えて
いた り、 方言を堂 々 と使っ ていた り、 海外の国で沖縄の祭り をしていると知っ た 。 特に印象に
残 っ た のは平和学習だ っ た 。 県内参加者よりも真剣に沖縄の未来、 世界の未来を考え、 自分の
意見をし っ かり持っ ていた 。 それには衝撃しかなかっ た 。 海外参加者は自分の国と同 じ く ら い

沖縄を愛して誇り を持っ て いる感 じがしました 。 誇りを持つこと っ て大事だと思い、 自分もウ
チナー ジュニアスタディーに参加して誇りを持てました 。 移民という ことをちゃ んと知ら な
かっ た た め、 「沖縄」で繋がっ ていると知っ て 今 まで 関係ないと思っ ていた 国が一気に近 く
なっ た 気がした 。 正直、 ボリ ビアとか全 く わから ない国もあ っ た 。 しかしウチナー ジュニアス
タディー参加してから 一番行 きた い国に変わっ た 。 また 皆がどんな風に沖縄の祭り とかイベン
トとかしているのか、 実際に見に行 きた いと思い、 スペイン語と英語頑張りた いと思いました 。
学校の友達にも「世界に実は兄弟がいる ！」と教えてあげた い。 もっ と移民のことや沢山の人
に知っ ても ら えれば、 外国人ではな く 「ウチナーンチュ」としてもっ と絆深まるだろ う し、 海
外でも沖縄が愛されていると知ればウチナーンチュも誇りをさ ら に持つだろ う っ て思いました 。
ウチナー ジュニアスタディーが一週間のプログラムではな く 、 学校でもウチナ ー ジュニアスタ
ディーのよう なプログラムを実施ほしいと思いました 。 もっ と沖縄のことを私た ちウチナーン
チュが知るべきだと思いました 。

プログラム終わっ て海外参加者や県外参加者の見送り の時に空港の売 り 物のオリ オンビー ル
の雑貨や海人Tシャツ見て、 かわいいと思いました 。 もしかした ら ウチナー ジュニアスタ
ディーを通して沖縄のことがさ ら に好きになっ た のかもしれません。 こう いっ た 部分が「一番
大きな私の中での変化かな」と感 じました 。

最後にもっ と沖縄のことを知っ て、 いつかは世界と沖縄を繋げる架け橋になり た い。
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網敷 美南海( 1 7)
·················································································································•································ 

M i na m i  Am ish i ki 
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向陽高等学校3年生

ウチナー ジュニアスタディ ー に参加 した 1週間 は今までの人生で過ご して きた どの1週間 よ り
も濃 く て 忘れられないものにな り ま した。 1 日 目 に行われた各国の 自 国紹介で は 海外に た く さ
んの県人会が存在 し、 沖縄の伝統を守る ため、 精力 的 に活動 して いる こ とを知 り ま した。 また、
沖縄に来てから も県内参加者から積極的 に 日本語を学んだ り 、 外国人 と は思えないほど上手に
エイサー を踊 っ て いる姿を見る と 、 世界中 に沖縄がある よ う な嬉 しい気持ち になっ た反面、 沖
縄に住んで いながら沖縄につ いてあま り に も無知で、 沖縄の文化を学び、 受け継 ぐ こ と に貪欲
だ っ た 自 分がウチナー ンチュ と名乗っ ている こ とが とて も恥ずか し く な り ま した。 海外参加者
はみんなウチナー ンチュ と しての誇 り をも っ て いて 自分の中 に強い 「沖縄」 を持っ て いる感 じ
が し ま した。

平和記念公園で沖縄戦について学んだ時、 た く さんの資料を見ながら涙を流 した海外参加者
の友達がいま した。 その時、 沖縄戦について学ぶこ と に慣れて し ま っ て いた 自 分に驚き、 また
自 分の故郷のこ と と して真剣 に考え、 悲 しんで いた この友人 に対 して とても温かい気持ちにな
り ま した。

沖縄戦について 「 自 分の国で教えられたの と少 し違う 。 」 と言っ たアメ リ カ人の友人の言葉
か ら 、 なんで も 日 本の視点から見て学んだつも り になっ て はいけない。 他国で は どのよ う に考
え られて教育されて いるのか知るべき だ と気づかされま した。 外国での考え方や教育に始めて
興味をもち、 学んでみたい と思いま した。

やは り 最初 は言葉の壁が と て も大 きかっ た け ど、 一緒に生活 して い く 中で、 ダンスと笑顔は
世界中の人がみんな一 瞬で楽 し い気持ち になれる手段だ と い う こ と に も気づかされま し た。
この1週間で得た こ とがた く さんあ り ます。 私は私のウチナー ンチュ と してのアイデンティ
ティ を確固たるもの に で き ま した。

これから、 ジュニアスタディ ー で得たウチナー ンチュ と してのアイデンテイ ティ と 海外に住
むた く さんの家族たちを 自 分の中の強い軸 と して、 将来の夢を叶えます。 将来は 発展途上国で
働 く 看護師にな り たいです。

so 
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知念 小南美( 1 7)
······ ··························•······•·····································································•·································· 

Kona m i  Ch i nen 
向陽高等学校3年生

私がこの一週間のウチナー ジュニアスタディーで学んだことは二つあり ます。
まず一つ目 は、 英語が話せな く ても海外の人とコミュニケーシ ョ ンを取ることができるとい

う 事です。 ウチナー ジュニアスタディーでも一日目の最初はみんなぎこちな く 海外参加者とも
なかなか話せない感 じでした 。 しかしワ ー クシ ョ ップやグ ループ活動してい く う ちにだんだん
と話せるよう になっ ていました 。 英語がち ゃ んと話せな く ても単語を言っ てみた り 、 ジェス
チャ ーを交えてみた り すると、 相手も理解しよう として く れた のでなんとか意思の疎通ができ
ました 。 私は 今 まで英語ができなければ海外の人と話すことができないと思い込んでいました 。
しかしこのプログラムを通して英語が話せな く てもコミュニケーシ ョ ンは取れるんだという こ
とを学びました 。

二つ目 はウチナーンチュみんなでつながることができるという ことです。 沖縄の歴史や文化、
自然について一緒に学び、 考え、 共有し合う ことができて沖縄 ルーツに持つという だけで話す
言語や国籍が異なるのにこんなにも仲良 く なれるという ことに私はとても感動しました 。

このウチナー ジュニアスタディーで学んだ事を 今 後 どのよう に活かしてい く かは正直わかり
ません。 これから 活かせる道を模索しつつ、 このプログラムでのつながり を大切にしていきた
いです。
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伊集 ま り な( 1 7)

Ma ri na Ij u 
向陽高等学校3年生

UJS事業は 「沖縄」 を強 く 感 じた一週間で した。 海外、 県外参加者は沖縄本土に住んで いる
私たちよ り も ウチナー ンチュ で 、 エイサーや伝統舞踊が当た り 前のよ う に踊れる こ と に驚きま
し た 。 「沖縄のこ とが好き 」 と強 く 伝わっ て き ま した。 海外の人達と コ ミ ュニケー ショ ンを と
る こ と に始めは期待よ り も不安の方が大きかっ たです。 言葉が通 じなかっ た り 、 笑いの焦点が
合わなかっ た り 、 何か共通する趣味を見つけよ う と思っ てもなかなかみつ けられなかっ た り 、
1番最初のグルー プワ ー ク は と ても気まずい雰囲気で した。 で すが、 一緒 に過ごすう ち に それ
ぞれで共通する趣味を見つける こ とができ ま した。 私が思う に 、 1番みんなに共通 してたもの
は音楽で した。 移動中のバスの中で合唱 した記憶はいい思い出です。 邦楽 ・ 洋楽 ・ K-POP
ラ ッ プ と い っ たジャ ンルは違え ど、 国 は違え ど、 や は り 「同年代であるので楽 しめる ものは同
じなんだな」 と面白 く 思い ま した。 UJS事業を通 してボラ ンティ アのみなさんやスタ ッ フのみ
な さんな ど とかけがえのない人脈を広げる こ とがで き、 何よ り 世界中 に友達がいるんだ と い う
自慢がで き る よ う にな り ま した。

この事業のおかげで 「沖縄」 を も っ と感 じたい と思っ たので、 今は琉球大学国際学部琉球ア
ジア文化専攻に進学する こ とを 目 指 して勉強に励んでいます。 また、 高校卒業後は事業で関
わっ た全ての国を訪ねる と い う 目標もで き ま した。 今後もボラ ンティ ア等を通 して UJS事業に
関わっ て いきたいです。
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石川 勇人( 1 7)
.............................................................................................................................. .. 

Yuto Ish i kawa 
......................................,........................................................................................, 

那覇国際高等学校3年生

私はこの一週間、 1つのことについて考えていました 。 それは言葉の壁を どう や っ て乗り越
えるかっ てことです。 住む環境も違えば国によっ て価値観の捉え方が違う …10カ国から く る同
世代の仲間達と私はどう 過ごすのだろ う と思っ ていました 。

私は素晴 ら しい仲間達と出会う 前から 1つだけ決めていた ことがあり ます。 それはウチナー

ジュニアスタディーで学んだことを海外参加者に“形”で伝えた いという ことです。 様々 な思い
で沖縄に来る参加者達に、 ここで学んだた く さんのことを母国に持ち帰って、 自分の言葉で沖
縄の素晴 ら しさを伝えて欲しいという 願いがあり ました 。 世界には自分た ちがまだ出会っ てい
ない日系移民の人た ちがた く さんいるという こと… その人達に本当の故郷「沖縄」という 地の
人の温かさを忘れないで欲しい。 その一心で国内参加者みんなで力を合わせて頑張り ました 。

事業中は本当にあっ という 間で、 自分の思っ た 以上に沖縄に 関心を抱 く 海外参加者に圧倒さ
れた ことが一番の印象です。 7日間過ごす中で、 やはり 彼 ら の本当の故郷は沖縄なんだと実感
させ ら れました 。 初め私が気にしていた言葉の壁は研修が終わる頃にはプラ スの イ メー ジを持
つよう になっ ていて、 今 では言葉の壁があ っ た から こそ仲間と絆ができ、 7日間という 短い間
でお互いを心友と思える仲間に出会えた こと、 イチャリバチ ョ ーデー精神を持てた 大きなきっ
かけです。

世界の どこにいよう がウチナーンチュとしての心は一緒。 自分もウチナーンチュの心を大切
にして再会を願っ て頑張り ます。 この機会を く れた 多 く の方々 に感謝します。
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外間 奈々 子( 1 6)

Na na ko Hoka ma 
那覇国際高等学校2年生

私は、 ウチナー ジュニアスタディ ー と い う事業に参加 に してた く さんの思い出が作れま した
1 0 カ 国から沖縄にルー ツを持つ参加者たち と 一緒に、 海や山 に行っ て レジャ ー を楽 しんだ り 、
キャ ンプフ ァ イヤーやBBQを した り 、 パーティ ー を した りバイキングで満腹になる まで食べま
く っ た り して充実感た っ ぷ り の1週間で した。 移民や沖縄戦について学ぶためにディ スカ ッ
シ ョ ンや講義を受けた り して学校で習 う こ と と はまた別で大切なこ とをた く さん勉強 しま した c

毎 日 練習 したエイサー を、 最終日 にパ レ ッ ト久茂地前で披露 し、 感動のフ ィ ナ ー レで した。 私
の中で 一生の思い出 とな り ま した。

海外参加者たちは、 みんな各国の県人会に所属 していて 、 三線やエイサーな どができた り 、
方言も少 し話せる子もいた り して 、 みんな根はウチナー ンチュ であ り 、 アイデンテ イ ティ も
し っ か り 確立 していて驚きま した。 またウチナー ンチュ と して 自分が少 し恥ずか し く 思いま し
た。 日 系の人たちはスペイ ン語やポル トガル語を話すので、 理解が難 しかっ たのですが、 表情
やジェスチャ ー で コ ミュニケー シ ョ ンを取る こ とがで き ま した。

県内のジュ ニアのメ ンバー は10月 26 日 から30 日 まで、 第6回世界のウチナー ンチュ大会に参
加 し ま し た。 またみんなが集ま っ て会える こ とが嬉 しかっ た。

開会式も上手 く でき、 素晴ら し い大会とな り ま した。 今回 ウチナー ジュニアスタディ ー に参
加 し た海外参加者にも再会で きて良かっ た。

また、 事業に 関わっ たスタ ッ フの方や支えて く れた周 り の方々 に恩返 しがで き る よ う に頑張
り ま す。
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大嶺 華蓮( 1 7)
............................................................................................................................. 

Ka ren Om i ne 
............................................................................................................................. 

沖縄工業高等学校3年生

私は夏休み期間中の1週間、 ウチナー ジュニアスタディーに参加して本当に良かっ た です。
色 々 な国から 参加してて、 国によっ て人柄も、 文化も何もかも異なっ ており、 とても新鮮でし
た 。 話す言語が英語だ けでな く 、 韓国語やポルトガル語、 スペイン語などがあ り 、 英語もまと
もに話せない私は、 とても大変でした 。 ですが、 「楽しい」 や、 「嬉しい」などの感情表現は皆同
じで、 「言語が通 じな く ても、 心は繋がれるんだ」という のを一番感 じた 1 週間でした 。

私は生まれた 頃から沖縄に住んでいます。 母も父も祖母も祖父も、 そしてそのまた 曾祖父、
曾祖母も。 沖縄で生まれで沖縄で育ちです。 私の家族はみんなウチナーンチュです。 今 回の参
加者はみんな沖縄に ルーツを持っ ており、 とても親近感が湧きました 。

プログラムでは沖縄について知るという ことを目的にし、 た く さんの沖縄について学習しま
した 。 私が知ら ないこともた く さんあ り、 まだまだ沖縄について語るのは何年後になると感 じ
ました 。

この事業に参加して人と繋がる楽しさと自分の ルーツについて知ることの重要さなどを感 じ、
私が必要としているものを知ることが出来ました 。 今 後に生かして、 私も将来にむけて頑張り
た いです。
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宮里 百花 ( 1 5)

Momoka M iyazato 
首里高等学校1年生

私は、 このプログラムに 自 分の価値観を変えたい、 沖縄に対する考えをよ り深めた い と い う
思いを持っ て参加 した。 その中で大切な仲間 と 出会う こ とがで き、 貴重で濃い 1週間を過ごす
事がで きた と思う 。

私は、 プログラムの中で海外参加者に沖縄の魅力 を伝えたいのに、 その事を上手 く 伝える事
が出来ない場面を体験 した。 上手 く 伝える事が出来なかっ たのは、 自 分が沖縄のこ とを説明で
き る程詳 し く 知 らなかっ たからだ。 これを き っ かけに、 も っ と沖縄の こ と について学び、 伝え
る 事が出来る よ う にな り たい と思い、 そのため に は実際 に 自 分の足で歩いて感 じてみた り 、 詳
し く 調べた り するな どの行動 に移す事が大切だ と学んだ。

ワ ー ク シ ョ ッ プや平和学習で は、 自分と は異なる様々 な意見があっ て価値観は一人一人異
なっ て いる と改めて気付 く こ とがで き 、 新鮮に感 じた。 また、 参加者全員が沖縄 と い う 同 じ
ルー ツを持っ て いて、 お互い に ウチナー ンチュ と してのアイデンテイ ティ を高める こ とがで き
た と思う 。

沖縄に はた く さんの魅力 がある 。 その魅力を伝えて い く のはこれからの沖縄の未来を担う私
達だ と思っ て い る 。

これか ら も ウチナー ジュニアスタディ ー に関わ り 、 私も 1人のウチナー ンチュ と してのアイ
デンテイ ティ を持ち、 沖縄の魅力を伝えてい く 、 そんな素晴 ら しいウチナー ンチュ にな り たい。
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中村 優太( 1 8)

Yuta Na ka m u ra 
··········•········································•···································································· ········ 

沖縄尚学高等学校3年生

今 回のウチナー ジュニアスタディー事業を行 う 前の目標として掲げていた のは、 県外や海外
のさまざまな意見を吸収し、 それにより アプローチの仕方を学び、 沖縄の良い面、 悪い面を知
り沖縄のことを本質的に理解した ウチナーンチュとなり た いという ことでした 。

そして、 今 回のウチナー ジュニアスタディーで私はリ ーダーとして参加できた ことを誇り に
思っ ています。 なぜな ら 、 参加者だ けではな く 、 スタッ フ、 ボランティアなどのこのプログラ
ムに 関わっ た 全ての人に出会えて、 沖縄は世界で見るとほんとに小さな島だが、 沖縄のことを
思っ ている人は世界中にいて、 沖縄のパワ ーや沖縄の偉大さに気付けるキッカケとなっ た から
です。

そのキッカケの 1 つとして 、 平和学習でのディ スカッショ ンです。 海外と 日 本だ けではな く 、
同 じ国同士でも価値観違いに大き く 差があると感 じました 。 それぞれ意見 は違う が、 ルーツが

沖縄という のは一緒であり 、 沖縄がこのよう な人々 や様々 な意見を生んだと考えました 。
この沖縄の魅力を殺してはいけない。 そのた めには、 私が目標に掲げていた沖縄の良い面、

悪い面を知り沖縄のことを本質的に理解した ウチナ ーンチュになる必要があると考えました 。
そのた めには、 これから も沖縄に必要なプログラムであるウチナー ジュニアスタディーと 関わ
るとともに、 より 良 く してい く ことが必要だと感 じます。 それは、 私だけではな く これから の
沖縄を担う 人財にとっ てかけがえのない時間となるでし ょ う 。
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上原 充葉( 1 6)

M itsu ba Ueha ra 
·································································································••·····•········••·········· 

沖縄尚学高等学校2年生

わた し はウチナー ジュニアスタディ ー に参加 して た く さんのこ とを学びま した。
その中 で 一番に学んだ こ と は、 何事もチャ レンジする こ とが大事だ と改めて実感 し ま した。
わた し は少 し人見知 り で 、 一 回喋れば仲良 く なれるので すが、 喋る まで に 時間がかかっ て し
ま っ たので 、 研修中の 1 週間 とい う短い時間で は、 仲良 く なる までの時間が長い こ と はとてモ
勿体無い事で した。 も っ と色んな人 と喋 り たかっ た し、 色 々 な話を したかっ たな と少 し後海 し
て います。

そ して 、 わた し は英語が苦手なのですが、 英語が話せな く ても 、 相手の心に訴えかける よ ラ
に 、 目 を見て 、 ジェスチャ ー を使い、 複雑な文法がわかんな く て複雑な文章が伝え られな く て
も 、 自 分がわかる単語、 簡単な文法を使えば伝わるんだな と気づきま した。

わた し は、 今回の研修で勉強 と いう括 り で英語を学ぶ と い う 気持ちが、 みんな と 一緒 に楽 し
く 笑っ て会話 したい と い う理由で 、 英語を始め と して、 ジュニアの仲間達の母国語である、 ヌ
ペイ ン語、 ポル トガル語、 韓国語、 ドイツ語を学ぼう と い う 気持ちに変わ り ま した。

そ して 、 「 日 本人 と違う な」 と感 じた と ころ は、 みんな自分に 自信があっ て 、 とても輝いて
いま した。 日本人の謙虚さは日 本人の良い と こ ろである と思いますが、 「 自分を卑下 しすぎて
いる と こ ろがあるな」 と感 じたので 、 海外参加者の仲間を見習 い、 大好き になれる 自 分に近＝
ける よ う に色 々 な経験を積んで 、 自信を持て る よ う にな り たい と思いま し た。

研修の 1 週間 は本当 に本当 にかけがえのない思い出 とな り ま した。 言葉で は表せれない、 人
に伝えた く て も伝わらない感情で いっ ぱい にな り ま した。 わた しの人生の中で 一番刺激を受 け
た 1 週間で、 みんな と は第 2 の家族になす こ とがで き ま した。 距離は離れていても、 いつか会
える っ て確信 して います。 私は大好きな仲間達 との再会の為 に 、 この研修での学んだ事を生力
して沖縄と世界を繋 ぐ人にな り たいです。
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末吉 り んか( 1 6)

Ri n ka Sueyosh i  
.............................................................................................................................. 

沖縄尚学高等学校2年生

ウチナー ジュニアスタディーサポートに参加して学んだことがた く さんあり ました。 一番学
んだことはコミュニケーシ ョ ンをとることです。 最初、 なかなか自分から 話しかけることがで
きなかっ た私に海外参加者は積極的に話しかけてきて く れて、 とても嬉しかっ たし、 す ぐに友
達になることができました。 言葉がし っ かり伝わ ら な く ても、 みんなハキハキと喋るのを見て
かっ こいいなと思いました。 最初 は全然何を伝えたいのかわから なかっ た けれ ど、 時間が経つ
につれて、 大体相手がなにを伝えたいのかがわかるよう になっ ていて、 同 じことで笑っ た り 、
ダンスをした り 歌っ た りして本当に楽しかっ たです。

戦争についての教え方が国によっ て違う という ことも勉強になり ました。 沖縄の目線から し
か考えたことがなかっ たけれ ど、 色 々 な見方があることを知っ て、 もっ と興味を持っ て沖縄戦
について学びたいと思いました。

そして、沖縄に住んでいる私達より 海外参加者の方が首里城について知っ ていた り、 県人会
で三線やエイサーを習っ ていることに驚きました。 また、沖縄に関心を持 っ ていっ て く れるこ
とがとても嬉しかっ たです。 最後にみんなで踊 っ たエイサーも大成功で一生の思い出になり ま
した。

この研修の一週間はこれまでにない く ら い本当に楽し く て、 ためになっ た一週間でした。 み
んな元気い っ ぱいで、 と っ ても優し く かっ た。 私は「家に帰り た く ない」と言う く ら い楽し
かっ た。 今 回 出会っ た メンバーとの繋がりをこれから もずっ と大事にして、 またいつか全 員で
集まり たいです。 このプログラムに参加出来て本当によかっ たです。
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又吉 ネ リ ナ( 1 7)

Neri na Matayosh i  
沖縄カ ト リ ッ ク高等学校3年生

昨年の海外参加者ホームステイ受け入れを し た私は、 参加者から ウ チナー ジュニアスタ
ディ ーがとても素敵なツアー で参加 した方が良い と勧め られま した。 今回 は県内参加者 と して 、
参加する事が出来て とて も嬉 し く 思います。 この事業は、 一生忘れられない貴重な体験にな り
ま した。

見ず知 ら ずの国も言語も違う44名が一 同 に集ま り 、 1週間生活を供に するのが楽 しみで した
が、 正直不安の方が大 きかっ たです。 私の心配はよそに 、 出合っ て ま だ初 日 だ と う いのにも 関
わ ら ず、 お互い話 し合っ た り ふざけあ っ た り と 、 まるで昔からずっ と知 っ て いたかのよ う に仲
良 く 打ち解け合いま した。

このツアー で 1番考えさせられた こ と は、 私のルー ツ についてです。 私の両親は日 系アルゼ
ンチン人で、 海外参加者のよ う に海外移民子孫の1人です。 事前研修の課題で、 私の家系図を
作 り 、 なぜ移民 したのか調べま した。 事前研修で学んだ よ う に、 私の祖先達も よ り 良い生活を
求める為 に 、 新 し い国へ希望を抱いて行っ たが、 沢山の苦労を し、 よ うや く 今の生活を手に い
れた よ う です。 今の私がいるのも、 沢山の苦労を した祖先のお陰です。 私にアルゼンチン と い
う も う 1つの居場所 とスペイ ン語を話せる環境を作っ て下さっ た事に感謝 しています。

一度 に沢山集ま っ た海外参加者 と交流 した こ とで、 こんな に も沢山の国 に沢山の方が、 沖縄
にルー ツを持っ て いる事に驚 き ま した。 皆、 遠 く に住んでいるが、 不思議 と海外が近い存在 に
感 じ られま した。

海外参加者は県内参加者よ り も沖縄愛が強い印象があ り ます。 多 く の方が、 エイサーや三線
が好きで習 っ て いた り 、 海外でも沖縄関連の行事を盛んにやっ ています。 そこで、 私も地元沖
縄の伝統芸能を身につけた り して 、 も っ と沖縄を愛 したい気持ちが強 く な り ま した。

長い と思っ て いた 1週間のツアー は本当 にあ っ と い う 間 に終わ り 、 別れの際は本当 に寂 し く 、
皆家族みたい に大切な存在 にな り ま した。

この事業で学んだ多 く の事を役立てていきたいです。 また、 将来は沖縄と世界を結ぶ架け橋
に な り たい気持ちが一層深ま り ま した。

素敵な出逢い、 貴重な体験、 沢山の事を学び、 私を成長させて下さっ たウチナー ジュニアス
タディ ーが大好きです。 あ り がと う ございま した。
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親泊 里奈( 1 7)

Ri na Oyadoma ri 
.................................................................................................... .. 

宮古高等学校2年生

ウチナー ジュニアスタディー 2016で過ごした 1 週間は私にと っ て一生の思い出となり まし
た。 自分の持っ ている英語力を許すだ けな く 、 他国の文化や伝統、言語な ど 多 く の学びがあ っ
たこと 1 週間という 短い中で築き上げ ら れた絆は本当にかけがえのないものです。 事前研修、
プログラム中に得た移民についての知識、 全然知ら なかっ たことがた く さんあり ました。 その
得た知識を忘れることな く 、 これから に活かすことが大事だなと思いました。

また、 美 ら 海水族館、 首里城、 ひめゆ り の塔、 改めて行 けて良かっ たです。 いろ んな国から
の視点で意見を聞 く ことができ、 今 まで固まっ ていた一つの考えを色 々 な角度で考え ら れまし
た。 そんな充実した中で、 バ スの移動時間、 夜の皆とのおし ゃ べり、 美味しいご飯、 ひとつひ
とつが楽し く て素敵な事ばかり でした。 た く さんの言語での挨拶、 私の新たな学びへの第一歩
となり ました。

このプログラムに出会えたこと、 このウチナー ジュニアスタディー 2016の メンバー に出会
えたこと、 この最高のチャン スをつかむことができた私は、 とても幸せ者です。 これから も、
多 く の出逢いと学びを大切にし頑張っ ていきます。

本当にありがとう ございました。
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下崎 葵( 1 7)

Ao i Sh i moza ki 
大阪府立泉尾高等学校3年生

ウチナー ジュニアスタディ ーの始めはすご く 不安 と緊張で いっ ぱいで した。 しか しウチナー

ジュニアスタディ ー 受かっ たから に は、 頑張らない と い けな い と思いま した。
私は、 人見知 り やから 「仲良 く なれる とか楽 し く でき る んかな」 とか思っ た り も したけど参

加者全員 フ レ ン ド リ ー で い っ ぱい喋 り かけて く れた り し て よかっ たです。
移民 ・ 移住学習で は、 海外のこ となど沖縄のこ とをいっ ぱい学びま した。 文化学習で は、 首

里城 ・ 沖縄県立博物館な ど見学 した り 、 大阪では味わえない琉球漆器の体験すご く 難 しかっ た
です。 社会学習で は、 グルー プの仲がよ り 一層深ま っ た気が し ま した。 自然学習 で は、 美ら海
水族館の中 を見学 した り イルカシ ョ ー を見た り となかなか体験で きない こ とがで き ま した。 ま
た東村で は朝から ト レ ッ キング し ま した。 皆で助 け合いながら頑張 り 、 ゴール し た と き は達成
感があ り ま し た。 昼は、 グルー プの皆でカ レー作 り を して 目が痛 く な り ながら も協力 して美味
し いカ レ ーが作れま した。 交流プログラムで は、 いろんなゲーム した り キャ ンプフ ァ イヤー を
した り ダンスを しま した。 一番盛 り 上がっ た気が し ます。 すご く 楽 しかっ たです。 平和学習で
は、 平和祈念資料館にいき戦争のこ とを学びま した。 見るたびすご く 悲 しかっ たです。 エイ
サー は、 すご く 難 し く て覚えるのに必死で した。 なん とか本番は、 い けたかな っ て感 じで した
で も皆 と 一生懸命練習 したかいがあ り ま した。

ウチナー ジュニアスタディ ー に参加で きた こ と 、 このUJS16期生の皆に 出会えた こ と に感謝
です。 夏休みのいい思い出がで き ま した。

本当 にあ り がと う ございま した。
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大 田 由依奈( 1 7)

Yu i na Ota 
兵庫県立尼崎高等学校3年生

私は、 おばあちゃ んがウチナーンチュで小さい頃から いろいろな話を聞かされていた ものの、
特に沖縄の文化そのものに触れる機会は無 く 、 関西に住んでることもあっ て沖縄は 「遠い自分
とは 関係ない場所」という イ メー ジがあ り ました 。

今 回、 ウチナー ジュニアスタディーに参加できることになっ て、 「全 く 何も知ら ない自分が
行 っ て大丈夫かな ？」と思っ てた け ど、 おばあちゃ んがよく 話して く れた 、沖縄に行 けること
に素直に嬉しさでいっ ぱいでした 。 本当に何もかも初めてで、 方言とか、 海外の子の言語とか
に壁は感 じた け ど、 そう いう のを吹き飛ばす参加者の明るさで楽しい 1 週間を過ごせました 。

「一番印象に残ってることは ？」と聞かれると答えることは難しいです。 パーティー、 海、
川 下り、 BBQ、 街散策、 歴史学習、 エイサー、 全部が心に残っているし、 楽しかっ た 。 た まに
疲れた りと大変なときもあり ました が全てが良い思い出です。

1日1日がぎ ゅ っ と詰まっ た スケジュー ルで、 一日の終わり 頃、 寝る前にみんなとその日の出
来事を思い出しながら 話してる時間が一番楽しかっ た かなっ て思います。 みんな同世代でも、
住んでる場所、 話す言語が違っ て普段地球の裏側に住んでるよう な子た ちと沖縄を通 じて出
会っ て一緒に笑っ てることが感動でした 。

今 はもう それぞれの国に戻 っ て生活してるけ ど、沖縄で出来た 参加者との繋がりを絶対絶や
した く ないし、 いつかまた みんなで会いた いっ て思います。

参加するまでは沖縄のことを全 く 知ら なかっ た け ど、 今 回のウチナー ジュニアスタディーを
通して色んな人た ちと一緒に沖縄について学べて、 自分が沖縄に 関わりを持っ ていて良かっ
た っ て心から 思いました 。 また 絶対沖縄に行 きた いです。
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ヒュ ー イ ッ ト シ ョ ー ン 瑛( 1 8)
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Sea n Aki ra Hewitt 
アメ リカ合衆国
ワ シ ン ト ン DC沖縄会

初 日 にホテルの会場に来た時、 も う 人がた く さん集ま っ て いるのを見て、 少 した じ ろ いだ。
50人程が集ま っ て いる部屋の中で、 私が顔を知 っ ていたのは2人だ けだ っ た し、 その2人も別
の場所に座っ て し ま っ て いた。 助 けて く れ と 目 で懇願 しても伝わ らず、 笑顔で手を振られただ
けだ っ た。 荷物を置いて適当な席を見つけ、 日本語で座っ て も よいかと尋ねる と、 前に座っ て
いた人が振 り 返 り 、 日 本語が喋れるのかと 聞いてきた。 私が 「 日本語 ぐ ら い喋れる 」 と返す と
一瞬気まずい空気が間 に流れ、 「そ う ですか」 と返 したその人は前に向いた。 その30分ほ ど後
に 、 彼女が私のグルー プの リ ーダー だ と分かっ て 、 このツアーで う ま く やっ て い けるか と不安
になっ た。 結局、 その不安 と部屋を満た していた緊張は杞憂 に終わっ た。 最初の数時間 こ そ は
ぎこちなかっ たものの、 それ以降は全員が古い知 り 合いの よ う に互い と打ち解ける こ とがで き
て いた。

ウチナー ジュニアスタディ ーの特徴は、 世界中の沖縄 と い うルー ツを持つ子供たちが島の文
化 と歴史を学べる事だ けで はな く 、 沖縄のウチナー ンチュ と海外のウチナー ンチュ が共 に過ご
す と い う点 に ある と思う 。 県内の学生は自分が知 らなかっ た世界に触れる こ とで見聞を深め ら
れ、 海外の参加者は自 分のルー ツを再確認する こ とで、 自 己認識の強化 と沖縄の文化への更な
る 貢献が見込め られる 。 それ以外にも、 同年代の友達がで き るのは双方に と っ て も いい影響だ
と思う 。 このプログラムを見返 して、 一番伝えたい言葉が感謝だ と思う 。 今年度のツアー を企
画 して く れた礼己や勝連さん と池間 さん、 いつもチュ ータ ー と して私達がコ ミュニケー シ ョ ン
を と るのを手伝っ て く れたアル、 さ き さん とパクさん。 先輩 と して リ ー ド して く れたボラ ン
ティ アの皆さん、 参加者の親族や県人会の方々 、 そ して名前は覚えて いない け ど私達を楽 し ま
せて く れた首里城や水族館、 ビ ーチ とエコパー クのスタ ッ フ方、 伝統技術を教えて く れた方々 、
そ して元気に毎 日 全力 で過ご した他の参加者達みんなに よ っ て、 今年のウチナー ジュニアスタ
ディ ー は出来ている。 全員がいて く れて 、 とて も感謝 しています。 何故か顔が怖いっ て よ く 言
われた け ど、 このツアーで 、 いろんな人 と知 り 合えて、 笑顔の大切 さを知 り ま した。 これから
はもっ と に こやかに し よ う と思います。
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ロペズ 知絵里 糸村( 1 5)
Sh ierry Lopez Itom u ra 
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コ ロ ラ ド州沖縄県人会

ウチナー ジュニアスタディ ーでの経験を一言でいう な ら 、 「人生で最高の一週間」でした。
色んな事を学び、体験し、 40人以上の人と新し く 知り合う ことができました。 このツアーで出
来た友達に教わっ て、 8 つの言語で「愛してる」と言えるよう になり ました。 その何人かとは
とても仲良 く なり、 今 でも連絡を取り合う 親友です。 世界中から 集まっ た共通の文化を持つ人
たちと会えたのはとてもいい機会だっ たと思います。

ウチナー ジュニアスタディ ーツアーを通して私は大き く 変わり ました。 前はウチナーンチュ
のハー フである自分が周 りと どう 向き合う のか分から なかっ た け ど、 ジュニアのみんなと会っ
たとき、 す ぐに 打ち解 けてとても自然に感 じて、 よく みんなに「知絵里は話し方とかで簡単に
心はウチナーンチュっ てわかるさー」っ て言われて、 凄 く 嬉しかっ たです。 自分のアイデン
テイティに自信が持てました。

私の ルーツである沖縄で各国から のウチナーンチュと沖縄に住んでいるウチナーンチュと交
流できて本当に良かっ たです。
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エイ プ リ ル ウヅキ ニモ ( 1 6)
Apri l Uzu ki N i m mo 
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アメ リカ合衆国
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北米沖縄県人会

ウチナ ー ジュニアスタディ ー ツアー を通 して、 参加者 と このよ う な絆が築ける と は思っ て い
ませんで した。 私は 「文化を理解できないだろ う 」 「上手に コ ミュ ニケー シ ョ ンを取れないだ
ろ う 」 と始めは非常に不安で した。 しか し、 みんな仲良 く なろ う と熱心だ っ たので、 言葉や文
化の違いは全 く バ リ アにな ら ず、 このツアーで 出会っ た友達 と、 私が想像 して いた以上 に沖縄
の文化を学ぶこ とがで き ま した。

このツ アー に は私が知 ら なかっ た沖縄の姿がた く さん含まれてお り 、 このツアーのおかげで
自 分の文化 との繋が り をよ り 感 じ る こ とができ ま した。 私はこれまで那覇市 しか行っ た こ とが
なかっ たので、 沖縄の全体 （沖縄の本当の姿） が見 られて良かっ たです。 このツアー は私の沖
縄の見方を変え、 そ して忘れない思い出 にな り ま した。 またジュ ニアの参加者に会いたいです
本当 に あ り がと う ございま した。

66 



敬吾 ロ ビ ン ソ ン ( 16)
Keigo Rob i nson  
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ア ト ラ ンタ沖縄県人会

今 年の夏、 生まれて初めて沖縄に行きました 。 沖縄は本当に素敵な所で、 私は1分1秒を楽し
く 過ごしました 。 全て、 ウチナー ジュニアスタディーツアーを支えて く れた スタッ フのおかげ
です。 彼 ら の努力無しでは、 私は何も経験することができなかっ た と思いますし、 本当に感謝
しています。

私にとっ て思い出深い出来事の2つあり ます。 1つ目がた く さんの参加者が集まっ て、沖縄の
素晴 ら しい文化を皆で共有・体験できた ことです。 沖縄の文化そのものを学べた だ けでな く 、
自分た ちの文化も共有できました 。 団体行動が苦手で恥ずかしがり屋な私にとっ て、 自分の人
生で 今 こそ、 このツアーに参加することが必要でした 。 私がまだ知ら ない文化を持つさまざま
な国の人と出会い友達になることが、 このツアーに参加する上での私の目標でした 。 最終的に
は、 この目標を達成することができた ので嬉し く 思います。 2つ目が沖縄の文化についてた ＜
さんの知識を得 ら れた ことです。 このツアーに参加する前は、沖縄についてほんの少ししか知
ら ないた め、 このツアーに参加した いと思っ た 理由でもあり ます。 ツアー期間中は毎日、 ス
タッ フがさまざまな場所に案内して く れ沖縄の歴史の豊かさを教えて く れました 。 例えば平和
記念資料館に行っ た 日、 アメリ カと日本（沖縄）が対戦中だっ た 頃の沖縄戦について学びました 。
資料館を見学中、 私はすご く 複雑な気持ちになり ました 。 アメリ カと沖縄のハー フである私に
と っ て、 その時の状況を把握することは難しかっ た です。 資料館を出た 後、 私は、 アメリカに
帰 っ た ら沖縄での経験を友達に話し、 そして当時のことをより 詳し く 学ぶた め近いう ちにまた

沖縄を訪れるという 目標を立てました 。 そう 思っ た のは、沖縄戦の影響について理解するた め
だ けでな く 、沖縄の人々 のた めでもあ り ます。 この2つがツアーを通して私が最も印象に残っ
ている思い出です。

このツアーの好きな部分は、 参加者同士の仲の良さです。 訪れた 場所、 滞在した 場所全てで
私た ちはグ ループに分かれ部屋を分けて過ごしました 。 これがこのツアーが成功した 要素の 1
つだと思います。 参加者同士が交流できた だけでな く 、 自分の文化を共有し、 国同士の良い 関
係が築けました 。 私は 今 まで、 南米やヨ ーロッパ、 カナダ、 メキシコの人達、 日本の人達とあ
まり交流した ことがあ り ませんでした 。 しかし、 ツアーが終わり 皆それぞれの家に帰っ た 頃に
は、 お互いの文化について理解し合い、 自身の一部として受け入れることが出来た と思います。
それは素晴 ら しいことであ り、 このツアー に参加しないと絶対に得 ら れない経験だ っ た と思い
ます。

このツアー は私の人生において他の物とは代えがた い経験となり ました 。 参加者と築いた 絆
と共に過ごした 思い出 は一生の宝物であり 絶対に忘れません。 私は心から沖縄が大好きで、 素
晴 ら しい経験をさせて く れた このツアーの スタッ フにもう 一度感謝いた します。 あ り がとう ご
ざいました 。
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金城 ケイ ド ン ( 14)
Kaydon Adam Ka nash i ro 

······································· · ··························································•··········································································· 

カナダ
トロ ン ト球陽会

ツアー初 日 、 ホテルにて全参加者やスタ ッ フ 、 ボラ ンティ アメ ンバー と顔合わせを しま した
私が初めて 出会っ たのは、 アメ リ カ 出身のエイ プ リ ルと知絵里で した。 私たち は全員 自 己紹介
を し 、 スタ ッ フがツアーの内容を説明 しま した。 毎 日 、 沖縄のさまざまなこ と について異なる
ト ピ ッ ク （例えば、 文化、 歴史、 社会、 自然、 平和） で学習 する 、 と言いま した。 加えて、 2
曲のエイサーの振 り 付けを覚え、 た く さんの人の前で披露 しなければならない、 と言いま した
全て説明 し終えた後、 私たちは自分たちの部屋へ行き、 そ こで私は、 シ ョ ー ン、 キソン、 ゆ う
た と友達に な り ま した。 その後ウ ェルカムパー ティ ーの会場に向かい、 県内参加者による 日本
の文化や学校についてのシ ョ ー を見ま した。 このツアー に参加 した 日 々 を振 り 返る と 、 私達は
ほ とん どの観光地、 ラ ン ドマー ク 、 博物館に行っ た と思います。 このツアーの中で鮮明 に覚え
て いる こ との 1 つ は、 美ら海水族館のバッ クヤ ー ド に入 り 飼育員さんが生き物を管理 している
様子を見学 したこ とです。 他 に は、 つつ じエコパー クで皆 とバンガ ロ ー に宿泊 したこ とです。
バンガ ロ ー に宿泊 した こ と 自体が新鮮で景色が とても きれいで した。 また、 森 （川 ） の中を散
策 し多様な植物の生態も見 られま した。 最終日 のさよならパーティ ー で は海外参加者が何かパ
フ ォ ー マンスをする必要があ り 、 私はカナダ ・ アメ リ カの参加者でチームを組み、 カ ッ プソ ン
グを披露 し ま した。 そ して最後は参加者全員でエイサー を踊 り ま した。 その後、 別れのあい さ
つを交わ し ま した。

このツアー を振 り 返る と 、 私 に はた く さんの友達がで き、 私がどんな性格なのか皆に知 っ て
も らえた と思います。 それは多分、 私は機会さえあればいつでも踊っ ていたからだ と思います

私のグルー プは、 沖縄の基本的なこ とを教えて く れただ けでな く 、 友情や家族についてもた
く さん教えて く れま した。 私が出会っ た人全員が、 外国人である 自分に と て も優 しかっ たです
私はこのツアー で得た経験をずっ と忘れません。
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朝 田 陽向 ホー プ (14)
..................................................................................................•.................................................................................. 

H i nata Asada Hope 
カナダ················ ·················································································································· ······· ···· ······································•· ········· ······· ················· ··················································································-

バンク ーバー沖縄県友愛会

1週間のツアーを終えて、 私は数 多 く のことを学び、 忘れ ら れない思い出や友達ができまし
た。 私が過ごした素晴 ら しい 1 週間は、 永遠に私の人生の大切な宝物となるでしょ う 。

ツアー期間中、 私は平和の大切さや世界中の人々 との繋がりを学びました。 ひめゆ り の塔 ・
平和祈念資料館に行 っ た時、 戦争によっ てどれだけの人が影響を受け傷ついたのか思い知ら さ
れました。 私たち若者は、 平和が当た り 前なことだと思い込んでいると感 じました。 他には、
参加者それぞれが持つ沖縄との強い繋がり が、 私たちに強力な絆を結んで く れる ことを学びま
した。 私と同 じ言語を話さず異なる環境から 参加した皆と、 こんなにも簡単にコミュニケー

ショ ンが取れ、 心を開 く ことができた ことに驚きました。 ツアーの仲間の優しさに、 私は暖か
い気持ちになり ました。

私にとっ てこのツアー は知識を増やし沖縄を大好きにさせて く れただけでな く 、 積極的に人
と話す自信をつけて く れた素晴 ら しい経験となり ました。 このツアー はチャン スを掴むことと、
私の視野を広げる新しいチ ャレンジを与えて く れました。 将来、 青年リ ーダーとして再びこの
ツアーに戻 っ てきたいです。
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井上 文音 ( 18)
..........................................................................................................．．．...... 

Aya ne Inoue 
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ボ リ ビア多民族国................ ............................................................................................................................................ ............................................................................................................................................... 

ボ リ ビア沖縄県人会

ウチナー ジュ ニアスタディ ーの一週間 は忘れられない特別 なもので 、 異なる 国からのた く さ
んの友達 と 出会えた場 に もな り ま した。 同様に 、 UJSで行われた様々 なプログラムで多 く のこ
とを学び、 得たものも多 く あ り ま した。 そのう ちの一つ は、 戦争や平和 についてのテー マで し
た。 私たちは平和祈念公園やひめゆ り の塔を訪れま した。 このプログラムで学んだ こ とを、 私
たちは子孫に伝えていかな ければな り ません。 それは私たちの義務だからです。

自 然 と触れあ う プログラムで は、 ト レ ッ キングや、 ビ ーチでの遊びを通 して参加者たち と よ
り 仲良 く なる こ とがで き ま した。 一番素晴ら しかっ たのはキャ ンプフ ァ イヤーでのこ とで した
ボラ ンティ アの方々 のおかげで様々 なゲームで楽 しみ、 新た に友達と してボラ ンティ アの人た
ち に も知 り 合う こ とができ ま した。 その後、 参加者全員 とボラ ンティ アの方々 、 た く さんの
UJSの人たち と 円 になっ て踊 り 、 素晴ら し く て忘れられない瞬間 にな り ま した。 またUJSで は、
お互いを知 り 合い、 UJSに参加 した国々 の言葉や文化、 考えやアイデンテイ ティ の交換交流を
行なっ たグルー プワ ー ク シ ョ ッ プを し ま した。 そ こで私たちは自分自 身を見つめ直 してみま し
たが、 これは とて も大事な こ とであ り 、 異なる 国 々 のこ とを知るため、 個人や国でさらなる 関
係を築 く ために大きな手助 け となる もので した。

エイサー は、 5年ほ ど踊 っ て いなかっ た私に と っ て 、 プログラムの中で も難 し いもので した
が、 エイサー講師が優 し く 忍耐を持っ て私たち に教えて く れたおかげで、 上手に踊 る こ とがで
き 、 ボ リ ビアで 「エイサー の練習 を したい」 と い うやる気を与えて く れま した。

UJSのおかげで私がよ り 好き になっ たものは、 エイサーや三線、 沖縄の舞踊な どその他の沖
縄の文化です。 また、 この素敵なプログラムに参加する こ とがで き、 とて も親切で楽 し い人た
ち に 出会えた こ とで、 ウチナー ンチュ の子孫である こ とへの誇 り も感 じ ま した。

UJSで得た経験すべて 、 私に と っ て特別で素晴 ら しいもの とな り ま した。 友達のおかげで美
し く て素敵な思い出がで き ま した。 このUJSで私たちが一つの家族のよう になれて 、 と て も う
れ し く 思います。 この私の家族への願いは、 それぞれが前へ進み続け、 UJSの時 と 同 じ よ う に
常 に 明 る ＜ 優 し く 、 楽 しい人であ っ て ほ し いで す。 そ して UJSのこ とをずっ と忘れないでいて
ほ し いです。

私はUJS の こ とを忘れない と約束 します。 UJSの参加者 と も っ と友情を育んだ り 、 沖縄とボ
リ ビ ア、 また他国 との関係を失わないための手助 けを した り する人になるために、 将来に向け
て 日 本語 と英語をもっ と上達させたいです。

最後に 、 この素晴 ら し い機会を与えて く れた沖縄県人会、 私たちを支え、 このプログラム に
選んで く れたボ リ ビア県人会へ大変感謝いた し ます。 またスタ ッ フ 、 ボラ ンティ ア、 そ して
UJSのプログラムで私たちを支えて く れたすべての人に感謝 します。 すべての方々 のおかげで
私を含めUJSの参加者たちは、 素晴ら し く 忘れられない体験をする こ とができ、 また参加 した
国 々 の文化や言葉に触れながら 、 私たちの未来につながる友情の絆を築 く こ とがで きま した。
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上地 メ リ サ( 18)
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Mel i ssa Uech i 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

ボ リ ビア多民族国
ボ リ ビア沖縄県人会

始めに 「あなた がどこから 来て、 どこの人であるのかを決して忘れないで。 」これは私の心
の中にずっ と残る フレーズの一つとなり ました 。 このツアーで経験した 素晴 ら しい出来事のお
かげです。

沖縄へ行 く 前は、 「なぜ大人た ちはわざわざ古い文化や習慣についておし ゃ べり するのだろ
う か？ なぜ彼 ら にとっ てそんなにも重要なのか？」と思っ ていました 。 そして私は心の中で

「意味のないことだ」とつぶやいていました 。
しかし成長してい く につれ、 私の見方は変わっ ていきました 。 目の前にウチナー ジュニアス

タディーという チャンスが現れた 時、 私の出身地でもあり 本当の故郷でもあるところを、 私自
身の目で見てみた いと思い、 すご く 興味が湧きました 。 私はこのチャンスに挑戦し、 今 では与
え ら れた この機会に感謝しても足りないほ どの代えがた いものとなり ました 。 以前は全 く 知ろ
う ともしなかっ た 場所である沖縄がきっかけとなっ て始まり ました 。 沖縄がこんなに美しい場
所だとは思いませんでした 。 プログラムに先立ち、沖縄で過ごした 一週間のおかげで、 自分の
足で那覇の街中を歩 く ことができました 。 本当に信 じ ら れないほ ど人々 はとても親切で明る
かっ た です。

ウチナー ジュニアスタデイツアーが始まっ た 時、 きっ とみんなも同 じよう なことを感 じた か
もしれませんが、 私はとても緊張して不安でした 。 でも初日から 、 年齢や国籍、言葉さえも 関
係なかっ た ことをよく 覚えています。 た だ単に私た ちは同 じアイデンテイティを持っ て集まっ
た 若者という ことだけでした 。

日々 が過ぎてい く う ちに、 私た ちは忘れ ら れないことや沖縄の子孫であるな ら ば知る必要が
あることを学んでいきました 。 例えば 「 どのよう に外国へ移民した のか」 「 どのよう にゼ□か
ら その生活を始めた のか」「文化や習慣を維持するた めにそれぞれの国で何に取り 組んでいる
のか」などです。

また 自然の中での楽しみ方であっ た り、 みんなでカレー作っ た り、 みんなで協力をしながら
グ ループワ ー クを行 なっ た り などのシンプ ルなことをしながら 同時に参加者一人一人異なる視
野を持ち、 参加者と どのよう に一緒に過ごしてい く かという 、 将来私た ちの助 けになることを
教えて く れました 。 ツアーの経験を通して、 他人への思いやり や他の人の意見を聞 く ことを学
ぶことができ、 当た り 前な団体行 動に見えますが、 わた しにと っ てはとても価値のあるもので
した 。

ツアーの中で最も衝撃的で忘れがた いのは戦争と平和についてでした 。 とても重いテー マで
した が重要なものでした 。 こう して私た ちの祖先が、 私た ちが手にしている 今 日の平和のた め
に何をし、 どのよう に闘っ てきた のかを知ることができました 。 痛みや苦しみ、 そして勇気と
ともに祖先た ちは戦っ た のです。 ツアーで戦争や平和を学ぶた めに行 なっ た 2つの見学は、 私
の心の中にずっ と残るでし ょ う 。

最後に、 一番大切なことは、 家族と呼べるよう な素晴 ら し く て素敵な人々 に出会えた ことで
す。 国境を越えてもっ と遠い所にいる人た ちですが、 常に私た ちの心の中に居続けるでし ょ う 。
こんなにも少ない日々 で、 こんなにも美し く 忘れ ら れないものを築き上げることができた なん
て、 誰が想像できるでし ょ う か。 最高の思い出とは実 際に体験した ことであり、 写真には残す
必要のないものばかり でした 。

そして最後に、 このツアーでの体験を形にし、 忘れ ら れないものにして く れた 方々 へ感謝を
申し上げます。
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ボ リ ビア沖縄県人会

僕はウチナー ジュニアスタデイ ー に参加 して本当 に良かっ た と思います。 皆 と仲良 く 過ご し
い っ ぱい思い出を作る こ とが出来ま し た。

1週間 目 は名護市に住んでる親戚の家でホームステイを させて頂き親戚の皆さん と過ごすこ
とがとても良かっ たです。 祖父の家族はとても大きいので全員 に会う こ と は出来なかっ た け ど
忙 し い中僕を一生懸命歓迎 して く れて とて も感謝 して ます。

その一週間の間 に は買い物 に行っ た り 、 沖縄の綺麗な海や景色を見た り 、 美味 し い大好きな
和食を食べた り そ してバスに乗っ て友達に会い に い っ た り してあっ と い う 間 に 時間が過ぎま し
た。

2週間 目が始ま り 朝早 く 起きて那覇まで行っ て ウチナー ジュニアスタデイ ーの開会式が行わ
れま した。 参加者達はいろ んな と こ ろ から来ま した。 ブラジル、 アルゼンチン、 ペルー 、 メキ
シコ 、 韓国そ して ドイツか ら も来ま し た。 ウチナー ンチュ は世界 ど こ に も いるんだ ー と思いま
した。 最初 はすごい緊張 してたけどグルー プに分け合っ た後に僕のグルー プの リ ーダーが皆を
受 け入れて く れたお陰で緊張感がな く な り ま した。

その一週間 は僕に と っ て人生一 回 しか楽 しめる特別な週で した。 皆で海に入 っ て 、 博物館に
行っ た り 沖縄の歴史を学びま した。 戦争の話はよ く 祖父や祖母から聞いてたけど沖縄県で学ぶ
事はボ リ ビアで 聞 く よ り も心が痛かっ たです。

僕に と っ て 一番楽 し い時間 はスタ ッ フの し ゅ んかさん とエイサー を練習 する時で した。 僕は
エイサーが大好き、 皆 と踊るのが と て も楽 しいです。

ビ ー チでのバーベキュ ー も楽 し く て肉が最高 に美味 しかっ たです。 ミニゲームも遊びま した。
ものまね、 腕相撲、 炭酸ジュ ースの一気飲み、 僕のチームは3位で した。 一緒に笑っ た り 、 い
たずらを した り 、 話 し合う こ とが出来て最高の一 日 で した。

最後に 閉会式で一分間お別れのス ピ ーチを し ま した。 皆悲 し い顔で泣いてま した。 ス ピ ー チ
を最後まで言えない人もいて僕も涙を流 し ま した。

その後、 エイサー を祭 り 太鼓のメ ンバー達と踊 り ま した。 お客さんが盛 り 上がっ て く れて気
持ちが良かっ たです。 その時は祖母の同級生の皆さんが見に来て く れて感動 し ま した。

僕は来年から大学に進学 し4年間の間 はエイサー も練習 する事が出来な く な り ますが又チャ
ンスがあれば沖縄に行っ て皆さん に会いたいです。 ウチナー ジュニアースタデイ ー に参加する
事が出来て本当 に幸せです。 これから も後輩の皆さんに も参加 しても ら っ て沖縄の素晴 ら し さ
を体験 して ほ しいです。
沖縄の皆さんあ り がと う ございま した。
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Kaori Aza ma Ta i ra 
ペルー共和国
ペルー沖縄県人会

ウチナー ジュニアスタディー2016に参加するチャ ン スを頂きました 。 まずプログラムに先
立って、 私の沖縄の家族に会い、 一緒に過ごすことができました 。 彼 ら と一緒に、 私の祖父母
や沖縄の伝統、 価値観をた く さん学びました 。 私の祖先との繋がりをより 身近に感 じることが
でき、 また プログラム期間中は勉強だ けでな く 、 沖縄の人の生活 スタ イ ルや価値観を学ぶこと
ができました 。

毎日様々 な活動を行 いました が、 どれも楽し く 、 充実した ものでした 。 例えばエイサー練習
や歴史ある場所への見学、 散策をしながら 自然と触れ合えるアクテイビティな ど、 その他た ＜
さんのことに取り 組みました 。 これ ら の活動での一つ一つを思い出す度に、 強い感情が溢れて
きます。 例えば平和祈念資料館へ行 き、 荒れすさんだ結果を招いた 、 度を超えた 非人間的な出
来事を目の当た り にした 日を思い出すと、 その強い感情が溢れて く るのです。 しかし、 平和に
ついて改めて意識し、 世界が望んでいる平和を どんな規模の場でも伝えてい く た めには、 資料
館を通して取り組まれている方法も大切だと思いました 。 このよう に悲しい思い出もあ り ます
が、 一方でエイサーやトレッキング、 カレ ー作りでの思い出を振り 返ると、 自分の居場所を感
じた り 、 友情や幸せ、 協力し合う 気持ちが湧いてきます。 みんなで助 け合っ た り 気を配っ た り
しながら 、 いつもみんなが居心地よく 、 気楽に居 ら れるよう に心がけていました 。

このツアーで取り組んだ中で本当に特 別だっ た ことは、 活動の一つ一つを“ウチナー ンチュ”

であるという 同 じ気持ちで結びついた 若者た ちと共に行 なっ た ことです。 多 く の人た ちと一つ
のグ ループとしてアクテイビティを行 なう ことで異なる視点を学ぶことができ、 また 私た ちそ
れぞれが持つ環境や価値観を共有することができました 。 最初 はお互い知ら ない者同士から 始
まり ました が共に日々 を過ごしてい く う ちに、 少しずつ大きな繋がりを築き、 そして私た ち は
一つの家族へと変わり ました 。 皆との活動は、 起きて朝食をとっ た り 、 散策をした り 、 服を
洗 っ た りといっ た 、 とても新鮮なものでした 。 それが忘れ ら れない思い出に変わっ た のは、 そ
れぞれの活動を皆で一緒に行 なっ た から です。 過ごした 時間以上のものによっ て、 すべての感
情や体験はずっと私の中にあり 続けると思います。 そしてまた いつか私た ちの再会できる日を
ずっ と心待ちにしています。
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ペルー沖縄県人会

私に と っ てウチナー ジュニアスタディ ー は再会の旅で した。 ツアー の一週間 は沖縄を通 して、
過去からのウチナー ンチュ の繋が り を振 り 返 り 、 現在のウチナー ンチュ 同士の繋が り を よ り 強
いものにする と い う 目 的を持っ た場です。

「201 6ジュニアヘの参加 に選ばれま した。 あなた に と っ て とても幸せな こ とで し ょ う 。 こ
れから 一 日 中 、 も し く は一週間、 あなたの周 り で はその知 ら せをめ ぐっ て盛 り 上がる こ とで
し ょ う 。 」 と言われた 日 があ り ま した。 しか し 、 誰もがこれから ど う なるのだ ろ う と い う不安
を抱いて いる ものです。 日 々 が過ぎていき、 私は不安を感 じていきま した。 「何を言われる
か」 「私は どんなふう に思われるのか」 「アクテイ ビティ は どのよ う なものになるのか」 な ど
考えま した。 「過去の参加者が私に言っ ていた こ と と 同 じ よ う な こ とを感 じ られるのだろ う か、
そ して も し そ う でなかっ た ら ど う なるのだろ う 」 と不安を感 じていま した。

空港でペルー の友達 と合流 し、 メキシコ に着いて 1分足らずでメキシコ の参加者の友達がで
き、 1 5時間後 に は成田へ着いてから次はアルゼンチンの参加者に出会い、 5分足 らずでまるで
兄弟のよ う にな り ま した。 沖縄に着 く まで に不安 は小さ く な り ま した。

ツアーが始まる前、 心臓が口から飛び出 しそ うなほど緊張 していて 、 ま さ に人生の中で最高
な一週間が始まろ う と していま した。 友達 と再会 し 、 また偶然に も 1月 のニセタツアーで知 り
合っ たボ リ ビアの男の子に も再会 し 「 も しか した ら この 1週間 はそんな に悪 く はならないか
も 」 と思いま した。 数時間のゲームやダンスの後はすで に参加者全員 と仲良 く な り 、 よ り 良 い
1週間のひ とつになる と確信を持ちま した。

ツアー で は様々 なアクテイ ビティ が家族や歴史を敬う 心に気付かせて く れ、 少 しずつ私の視
野も広げて く れま した。 これまでみんなが話 し て いた私のルー ツが見つか り 、 また多 く の人が
生 まれ、 育ち、 平和や戦争で死んでい く のを見てきた太平洋の一部である沖縄と私 との繋が り
を感 じ ま した。 必要な こ と は、 文化を通 して生きた歴史を維持する こ とや、 失わないために努
力 しな ければならない と い う こ と に気づき ま した。 た く さんの観光地や、 これまで忘れていた
歴史ある場所 に行っ て私は全て に感動 しま した。

また過去の中でも よ り 暗い時代を過ご した戦争体験者の証言を 聞 き 、 私たち はそれについて
深 く 考えさせ られ“平和 ’'や“人 との共感”や“人 との団結の大切 さ” に気づかされま した。 私たち
の世代から実行する と した ら 、 そ して私たちの子孫も続けて く れた ら 、 わた したちが今いる場
所、 持っ て いる ものすべて 、 私たちが私たちである こ とのために 、 祖先が大きな犠牲を払っ て
く れた こ と 、 また彼らのおかげで今がある と い う 認識に繋がるで し ょ う 。

私が生きて き た 1 7年 間 は祖先の過ご してきたものに比べる と まだ未熟で、 学ぶべき こ とがま
だ まだた く さんある と いう こ と に気づきま した。 この一週間 は始ま り のき っ かけであ り 、 また
同時に、 ウチナー ンチュ になるための学びのプロセスや教えを引 き継いで い く のを任されたの
だ と思います。 私のため に あ らゆる こ とを行なっ て く れた人たち、 また私と 一緒に過ご した参
加者たち、 沖縄の新 し い家族へ感謝を表すための言葉が見つか り ません。 ただひとつだけ、 何
回でも言える こ と 。 「 どう もあ り がと うござい ま した。 」
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ペルー沖縄県人会

私は 今 まで海外へ行 っ た ことがな く 、 もちろ ん沖縄へ行 く のも初めてのことでした 。 ペルー

から の友達2人と一緒にウチナー ジュニアスタディー 2016への参加者として選ばれ、 その目的
は沖縄やその文化、 人々 に知り合う た め、 また 私た ちの国で周 囲の人々 に沖縄で学んだことを
伝えるた めという ものでした 。

ツアー には 多 く の国 々 から の参加者がいて、 彼 ら とともに学んだ り 、 多 く の場所を訪れた り
するのと同様に、 た く さんの友達をつ く ることもできました 。 ほとん どの外国人が英語を話し
ていた ので、 彼 ら とは気楽に会話をすることができました が、 コミュニケーシ ョ ンを取るう え
で言葉の壁はそれほど感 じませんでした 。 英語や日本語が苦手な人もいました が、 それでも常
に何 ら かの方法でお互いにコミュニケーシ ョ ンを取っ ていました 。 スケジュー ルもまた かなり
決め ら れた ものだ っ た ので、 色 々 な場所を巡るた めに早 く 出発できるよう 、 早起きをしなけれ
ばな ら なかっ た し、 遅 く に戻 っ てきて疲れていた としても、 最終日の発表のた めにエイサー練
習もや ら なければなり ませんでした 。 エイサー 講師の瞬香さんは私た ちに2曲の踊り を教えて
く れて、 そのう ちの1つである“いちゃ り ば結’'は 今 でもお気に入り のエイサーとなっ ています。

私の心に残る思い出 はエコパー クで過ごした 日々 です。 なぜな ら 川を歩いた り遊んだ り した
だけでな く 、 そのあとみんなで一緒にカレーを作っ た り、 バーベキューをした りした から です。
夜は、 私た ちがとても疲れていた にも 関わ ら ず、 参加者同士でおし ゃ べりした りふざけ合っ た
りしながら みんなで一緒に過ごすことができる時間でした 。 空は 今 までに見た ことない ほ どに
澄み、 輝いていて、 最後の夜に友達と見ることができた 流れ星もまた 初めてのものでした 。 そ
れは短 く て、 あ っ とい う 間のことでした が全てが美しい瞬間だ っ た ので、 わた しにと っ てだ け
でな く 他の人た ちにとっ ても特 別な瞬間でした 。

ウチナー ジュニアスタディー は参加者全 員それぞれの一部でもあるけれ ど、 みんなで共有し
た ものでもあり ます。 私は、 いつの日かまた みんなに会えると分かっ ています。 なぜな ら ウチ
ナー ジュニアスタディー はそれぞれが国に帰っ た 時に終わるものではな く 、 再会の瞬間への願
いのもとに訪れる はずだから です。
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始めに 、 私に与えられた この機会に感謝 したいです。 そのおかげで私の家族に会う こ とがで
き、 また私の祖父母が生まれた地を知る こ とがで き ま した。

ウチナー ジュニアスタディ ーの一週間を迎え、 幸せや不安な ど本当 にた く さんの感情があ り
ま した。 私たちへの歓迎パー ティ ーが行われるホテルヘ着き、 ツ アー前に友達になっ たペルー

の参加者 と 一緒に会場へ向かう と 、 そ こで名札が配 られま した。 会場内 に はアルゼンチ ン とペ
ルーの子たち しか知 り 合いがいなかっ たので とても不安で したが、 アル ト ウ ー ロ さんの 自 己紹
介後から私たちはす ぐ に仲良 く な り ま した。 私たち に 一週間のアクテイ ビティ の説明を始め、
その後私たちも 自 己紹介を し 、 踊 っ た りゲームを した り し ま した。 その時から 「私たち は良い
家族になる だろ う 」 と気付き始めて いま した。

私たちは首里城を訪れ、 歴史や以前使用 されていた衣服、 戦後復元 された絵画、 冠や王の印
鑑な ど に驚かされま した。 その時代のままの形で見れた こ と は信 じ られない こ とで した。

一週間エイサー の練習を し ま した。 私はメキシコ 支部祭 り 太鼓の一員なので 、 エイサーが生
まれた地である沖縄を知る こ と は私に と っ て とても重要な こ とで した。 沖縄の祭 り 太鼓のメ ン
バーである 瞬香さんから、 ある舞台で 「一緒に踊る こ とがで きるかも しれない」 と 聞 き ま した
私の夢の一つ は、 沖縄の支部 と 一緒に踊る こ と 、 またエイサー を創立 した人と知 り 合う こ と
だ っ たので 、 彼女から それを聞 いた時私の目 は涙でいっ ぱい にな り ま した。

彼 ら と踊る時は信 じ られないほ どのエネルギー を感 じ ま した。 ずっ と踊 っ て いた く なる ほ ど
で した。 踊 り 終えた時、 祭 り 太鼓を創立 した人が私に近づき、 「メキシコ ！ すばら しい、 とて
も上手に踊 り ますね」 と言いま した。 私に と っ てその言葉は とても嬉 し く 、 彼からの言葉だか
ら こ そ とても心に響き ま した。

また私の好きな思い出 は川 の ト レッ キングです。 とても楽 し く て、 川から出た く あ り ません
で した。 自 然を満喫する こ とので きたキャ ンプ場も とて も良かっ たです。 キャ ンプ場を離れ、
次 は平和祈念公園へ行きま した。 到着 して最初 に、 そ こ にあ っ た爆弾痕が目 に留ま り 、 とても
悲 し い気持ち にな り ま した。 通訳音声ガ イ ドが配られた後、 資料館内を見学 し始めま した。 資
料館内 にある ものを見て まわる と 、 切 り 裂かれた り 血で汚れた服に衝撃を受け、 泣き出 して し
ま い ま した。 また戦争の ビデオや、 生き抜いた方々 が戦争で どのよ う に生きて いたのかを綴ら
れたものがあ り 、 何人かは自分の親の死も見て いたそ う です。 続いてひめゆ り の塔へ行きま し
た。 ひめゆ り の歴史を聞 き、 私はさら に泣きま した。 私 と 同世代の女の子たちが病人を看病 し
な ければな ら なかっ た し、 中 に は絶望 に よ っ て 自殺 した人も いたからです。 引 き起こ された出
来事は と て も醜いもので した。 その後資料館に入る時、 今から話を して く れる 人は戦争の生存
者の一人である と アル ト ウ ー ロ さんから 聞 き ま した。 す ぐ に私たちはあた り を見渡 し、 笑顔と
共 に生命力 に溢れた女性を見つけま した。 私は彼女のも とへ駆け寄 り 、 抱き しめま した。

この旅はずっ と私の記憶に残っ て います。 私の沖縄の家族 に会えた し、 また祖父母が生まれ
た地へ訪れる こ とがで きたからです。 初めての一人旅だ っ たので、 最初 は私に と っ て これは挑
戦で した。 でも私の家族が、 「沖縄に行 く こ と は後海は しないだろ う 」 と言っ て く れたので 、
過ぎて い く 日 々 の中で、 私の祖先への誇 り と幸せを感 じ ま した。 ウチナー ジュ ニアスタディ ー

で行なっ たアクテイ ビティ は と て も楽 し く 、 私たちを家族のよう に繋げて く れま した。 言葉の
壁 は関係な く 、 一緒 に生活を し、 歌い、 踊 り 、 楽 し く 遊びま した。 一 日 一 日 、 共 に有意義 に過
ご し ま した。 他の国 々 の若者たち と 一緒に生活する こ と は大 きな経験 とな り ま した 。 帰る こ ろ
の私の表情 に は、 私の家族やルー ツ に対する大きな誇 り で溢れていま した。 沖縄で過ご した素
晴 ら し い時間を、 みなさんあ り が と う ございま した。
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ずっ と前から 自分の ルーツである沖縄について知ることが夢でした 。 なぜな ら 、 私た ちの先
祖が沖縄を離れ、 新しい スタ ートを目指した 理由を知り た かっ た から です。

私は 今 まで沖縄を訪れた ことはなかっ た けれ ど、 祖父母の話を聞 く だけで沖縄のことを懐か
し く 感 じていました 。

ウチナー ジュニアスタディーのおかげで、 私た ちの先祖が幸せな日々 を送っ た 場所、 嬉しい
ことや悲しいことを過ごした 場所、 戦争を体験して新しい スタートのた めに力になっ た 場所に
ついて知ることができました 。

戦争に 関する資料館や沖縄の人々 の生活、 自然の美しさ、 首里城などた く さんの場所を見学
し、沖縄の様々 な面について学びました 。 また 、 自身でもいろ んな体験ができました 。 例えば、
沖縄での生活、 日本語、 う ちな一 ぐち、 歴史や人々 などです。

ツアー最終日に、 私た ちが一週間で学んだことを、 これから の一週間、 一ヶ月にどう 活用す
るか目標を立てるワ ー クシ ョ ップがあ り ました 。 私にとっ てこの一週間で学んだことは一 ヶ月、
二ヶ月後だ けではな く 、 これから の人生でずっ と活用してい ける思います。

また 、 ツアーの一週間で友情の大切さを学びました 。 私た ちの絆には、 どんなに距離があ っ
ても乗り越え ら れる強さがあると思いました 。 沖縄に行 く 前から 「いちゃ り ばち ょ ーで一」の
意味を知っ ていました が、 ブラジ ルに帰っ てから は、 その言葉が持つ意味だけではな く 自身の
経験として実感するよう になり ました 。

最初 はこんな短い一週間で何ができるかと思いました が、 毎日新しい体験ができ驚きました 。
距離と月日のせいで疎遠になっ ていた 親戚とも絆を感 じ、 自分がこれまで抱いていた 「親戚」
の イ メー ジも変わり ました 。 親戚という のは、 た だ同 じ家族 関係にある人た ちを指すのではな
く 、 遠 く 離れていても見た 目が似ていた り 、 同 じ考え方を持っ ていた り、 確かに私た ちは同 じ
親族だと気づきました 。

ブラジ ルでいつも練習しているエイサーと舞踊が誕生した沖縄を知ることで、 自分の ルーツ
を再認識することもできました 。 武道場に行 っ た とき、 偉い先生方から 「琉球舞踊を広めるた
めに海を渡り ブラジ ルまで来た」と聞き、 とても感動しました 。 また 、 琉球國祭太鼓の先輩達
と一緒に国際通り でエイサーを披露することができ、 本当に最高でした 。 感情が溢れました 。

そして、沖縄を ルーツに持つ世界中の様々 の人た ちと一緒に生活した ことは貴重な体験でし
た 。 皆それぞれ国の文化が違いますが、沖縄がルーツという 共通点があ り ました 。 た っ た 一週
間でした が、 素晴 ら しい経験がた く さんでき、 とても印象に残り ました 。

ブラジ ルヘ帰国して、 友達や知り合いの皆にも「私と同 じ体験をしてほしい」と思う よう に
なり ました 。 彼 ら に沖縄を訪れることを勧めました 。 将来、 私はまた沖縄へ戻り、 今 回 出会っ
た 皆と再会した いです。 また 、沖縄の親戚と一緒に沖縄料理を食べた り、 お じ ーのお姉さんに
ハグをした いです。 お じ ーのお姉さんは年寄り で物忘れが 多いですが、 とても元気な方です。
私は3回自己紹介をしました が、 おばさんはいつも私のことを忘れていました 。 でも、 いつも
暖かいハグをして く れ、 「遠いブラジ ルから 親戚が来た から 嬉しい」と言っ て く れました 。 沖
縄の人の温かさにとても感動しました 。 世界中にいる若いウチナーンチュの私た ちに、 このよ
う な機会を与えて く れた沖縄県に心から 感謝します。

こんな素晴 ら しい沖縄を知ることができ、 私はとても恵まれた 運のいい人だと思います。
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初 日 は、 参加者の私たち は国ご とのテー ブルに分かれ、 自 己紹介や他の参加者 と交流 しなが
ら ブラジルにおける沖縄文化 についてプ レゼンテー シ ョ ンを行いま した。 アルゼンチン ・ ボ リ
ビ ア ・ ペルー の友達と久 しぶ り に再会 した り 、 また新 し い友達が作れた り 、 とても最高な 日 で
した。 宿泊 はグルー プこ とで部屋 に分かれていて、 最初 は少 し不安で した。 なぜなら、 グルー

プ全員は初めて会っ た人だ っ たからです。 しか し、 彼女たちはとても フ レン ド リ ー で、 私は日
本語で コ ミュニケー シ ョ ンができ ませんが、 とても楽 し く 過ご し ま した。 その 日 の夜はウ ェル
カムパーティ ー で、 4 年間ぶ り に会っ た沖縄 ・ ボ リ ビア ・ ペルー の友達と再会で きて、 とても
感動 し ま した。 私の親戚も開会式に参加 して、 私に と っ て さ ら に特別 なイベン ト とな り ま した。

2 日 目 は沖縄県庁へ行き、 歓迎セ レモニ ーを行いま した。 次 に首里城へ行きま した。 写真で
は見た こ とがあっ たが、 実際に首里城へ行っ てみる と想像以上に大き く 綺麗だ っ たのが印象強
かっ たです。 首里城までの移動 は と て も暑かっ たが、 スタ ッ フが毎回水やお茶を配布 していた
ので助か り ま した。 その後、 沖縄の伝統工芸を体験 し、 私は紅型を選びま した。 ワ ーク シ ョ ッ
プがと て も楽 し く で きて大満足です。 ホテルヘ戻 り 、 瞬香先生がエイサー について説明 しエイ
サー練習が始ま り ま した。 パウ ラ さん と私に と っ て 、 特別な機会 とな り ま した。 なぜな ら 、
数ヶ月 間前に瞬香先生はエイサー を教えるためにブラジルヘ行き、 私たち と友達になっ ていま
した。 私たちはUJSに参加する こ とが決ま っ た と き に 、 瞬香先生はエイサーの練習で私たちの
協力 を依頼 したので、 と て も ワク ワクで した。 ツアーで は毎 日 エイサーの練習があ り 、 他の参
加者 にエイサー を教える こ とがで きて、 ブラジルで学んだエイサー を沖縄で伝える こ と は幸せ
で した。 エイサーの聖地である沖縄でエイサー を演舞する こ とが私の夢で した。

3 日 目 は美 ら海水族館へ行き、 大きな水槽やイルカシ ョ ー な ど今まで記憶に残っ て います。
水族館の後、 ビ ー チヘ行っ て参加者全員でマ リ ンスポー ツや遊泳を楽 しみま した。 北部のホテ
ルに泊 ま り 、 そ こで は南部のホテルと違っ て 自然に囲まれて 、 とても好き にな り ま した 。 ボラ
ンティ アも来て く れて 、 参加者全員でグルー プ対抗ゲームやキャ ンプフ ァ イヤーやダンスを し
た り して人生の楽 し い思い出の一つ とな り ま した。

4 日 目 は資料館へ行き 、 私に と っ て 一番大事な一 日 とな り ま した。 私は他の参加者よ り 年上
なので 、 考え方は違う と思います。 人 に よ っ て それぞれ物事の興味がある と思いますが、 参加
者の中で ビ ーチや遊ぶ 日 は一番大事だ と思っ て いた人が多い気が し ま した。 私に と っ て 、 資料
館の見学を通 してお じ ー 、 おばーやご先祖様のこ とを学ぶ 日 で 、 一番大事だ と思います。 その
日 は天気が悪 く 、 平和の礎で親戚の名前を見に行 く こ とがで きず、 とても残念で した。 ご先祖
様が苦労 した こ とを知る機会で、 ご先祖様への感謝の気持ちが強 く なる と思います。 なぜな ら 、
彼 らのおかげで私は今こ こ に いるからです。 ご先祖様が沖縄で苦労 した こ と 、 戦前、 戦争後で
体験 したこ とやまた 日 本や海外で感 じた差別があ り ま した。 しか し、 それを乗 り越え、 海外で
成功 して沖縄の文化を継続 しているご先祖様の こ とを知 る こ とで、 苦労 したこ とよ り 彼らの沖
縄に対する 愛情が強 く 感 じ ます。 沖縄戦の話を知る こ とで、 お じ ーやおば一のこ とを誇 り に
思っ て 、 ウチナー ンチュ と してのアイデンテイ ティ ー を さ ら に誇 り に思う よ う にな り ま した。

閉会式は私たち海外参加者も 日本語でス ピ ー チを しま した。 さよならパーティ ー で はブラジ
ルのダンスを披露 し ま した。 最後に参加者全員で ミルクムナ リ と いちゃ り ば一結を演舞 し ま し
た。 その後、 琉球國祭 り 太鼓のメ ンバー たち （ブラ ジルの屋良パウ ラ 、 ボ リ ビ アの健、 アルゼ
ンチンのル リ 、 メキシコ のハツ ミ） はパ レ ッ ト久茂地前広場へ走っ て向かいま した。 琉球國祭
り 太鼓の演舞に参加する こ とがで き ま した。 一 曲 目 は踊 る こ とがで き ませんで したが、 その後
無事演舞に参加で きま した。 最後に ウチナー ジュニアスタディ ー の参加者全員で一緒に ミル
ク ・ ムナ リ と いち ゃ り ば結を演舞 し ま した。 今回、 公開演舞で知 らない人の前でエイサー を踊
り ま した。 思っ た よ り 感動 して 、 いちゃ り ば結を踊 り ながら 、 涙を流 して しまいま した。 その
日 は私の人生に刻 まれ、 沖縄での旅はパー フ ェ ク トな終わ り 方 とな り ま した。
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アルツ ール ケンゾウ ヨ ナミネ カ イハラ ( 1 6)
Arth u r  Kenzo Yona m i ne Ka i ha ra 
ブラジル連邦共和国
カ ンポグラ ンデ沖縄県人会

沖縄の街並み非常にきれいで、 自然の美しさとあいまっ て、 まるで天国のよう でした 。 ブラ
ジ ルとは全 く 違い、 道を歩いた だ けでも安全を感 じました 。 どこへ行 っ ても、 お店に入ると、
あいさつや気遣いの声がかけ ら れました 。 それは沖縄の人々 の優しさと良いしつけの影響だと
思います。

時差や食文化になれるまで二日 ぐ ら いかかり ました が、 その後楽しいことがた く さんあり ま
した 。 沖縄料理はとても美味し く て、 ブラジ ル料理と比べると薄味です。 また 、 あまり 慣れて
いなかっ た 苦い食べ物（ゴー ヤーと緑茶）もとても美味し く 食べることができました 。

ツアー は人生で最高なものだ っ た と言えます。 私た ち はほぼ那覇市に泊まり ました が、 他の
市町村にも行 きました 。 沖縄戦で壊滅され再建された 首里城を見学しました 。 それから沖縄県
庁へ行 き、 那覇市伝統工芸館で工芸体験をしました 。 国際通りやその周辺も散策しました 。 美
ら 海水族館へ行 っ た 際はバックヤ ードも見学することができ、 水族館にいる魚た ちの飼育の様
子を見ることができました 。 そして、 水の中でアクロバットに泳 ぐ イ ルカシ ョ ーも見ました 。
ビーチヘ行 っ てバナナボートにも乗り ました 。 川でトレッキングをして、 皆でカレ ーも作り ま
した 。 食べた 物の中で一番美味しかっ た です。 平和祈念資料館やひめゆ り 資料館へ行 っ て、沖
縄戦の悲しい話も聞きました 。

ツアー始めは友達はあまり できないと思っ ていました 。 なぜな ら 、 私は日本語があまり 話せ
ないし、 異文化の壁が問題になると感 じていました 。 でも結局そんなことは無 く 、 た だの偏見
だ っ た と気づきました 。 言語が違っ ても、 皆自分なり にコミュニケーシ ョ ンが取れました 。 ツ
アー初日、 グ ループに分かれ様々 なアクテイビティをしました が、 その日の夕方には私た ちは
長年の友達のよう でした 。 た っ た 一週間で絆が深まり、 一緒に笑 っ た り 悩んだり、 お互いに助
け合っ た り しました 。 ウチナー ジュニアスタディーの最後の日、 皆は兄弟のよう でした 。 別れ
はとても辛 く 、 海外の メンバー は帰国した く なかっ た だ ろ う し、 県内の メンバーも私た ちに
帰 っ て欲し く なかっ た だ ろ う と思います。

た とえ どんなに距離があ っ て離れていても、沖縄でできた 友達との絆を大切にしていきた い
と思います。 2016年ウチナー ジュニアスタディーのスタッ フの皆さん、 カンポ・グランデ沖
縄県人会の皆さんに心から 感謝しています。 この事業を通して幸せい っ ぱいの時も悲しい時も
あ り ました 。 とても充実していた この一週間 は、 まるで皆さんから いた だいた プレゼントだと
思います。

79 



安里 ルー カス( 14)
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Lucas Javier Asato 

アルゼンチン共和国
在亜沖縄県人連合会

参加 したウチナー ジュニアスタディ ーでの一週間 は、 今までの人生の中で も とても良い一週
間 とな り ま した。 た く さんの経験や様々 な感情で い っ ぱいで した。 今はその一週間を とても懐
か しみながら思い出 し ます。

まず始め に リ ーダーやスタ ッ フ の方たちの紹介を受け、 その後にわた したち参加者の 自 己紹
介を行いま した。 次にお互いを知 る ために様々 なアクティ ビティ を しま した。 踊っ た り 、 お
し ゃ べ り を した り 、 また6~7人のグルー プに分かれて 、 とても面白 く て楽 しいゲームを した り
し ま した。 その後昼食をみんなで 一緒 に食べま した。

自 国の紹介は恥ずか し さがあ っ た し、 少 しも失敗 した く なかっ たので、 とて も緊張 していた
のを覚えて います。 で も最後まで全て上手 く いき ま した。

ツ アーの参加者たちは、 みんな とても良 く して く れま した。 彼ら は温かい人たちで、 今まで
の人生の中で外国人 と話 した こ とのない私は彼らのあ り 方に驚き ま した。 いつもみんなのこ と
を気にかけ、 常 に私たちに何か足 り ないものがないか、 全て順調かど う か尋ねていま した。 今
は彼 ら全員を、 誇 り を持っ て 「友達」 と呼べます。 た とえ私たちがものすご く 遠 く にいて 、 も
う会う こ と はない と しても、 連絡を取っ て言葉を交わ し合っ て い く と思います。 私たちはプロ
グラムのコ ンセプ トである 、 世界中のウチナー ンチュの子孫のネッ ト ワ ー クを築き 、 コ ンタク
トを取 り 続けてい く と い う こ とを理解 し、 具体化する こ とができた と思います。

また一方で、 ものすご く た く さんの経験を持ち帰 り 、 歴史 と同 じ よ う に文化 について もた ＜
さんの こ とを学ぶこ とがで き、 また 自 分の日本語の練習 もで き ま した。 日 本語を完璧 にすれば、
あ そ こ で 出会っ た人たちや 自 分の家族 と よ り 流暢に会話をする こ とができ る よ う になる と思い
ます。

美 ら海や首里城、 博物館や海へ行 く な ど、 様々 な場所を訪れ、 知る こ とができ、 ど こ も とて
も良い所で した。 そ して私の国アルゼンチンにある もの と は全 く 違う もので した。 また戦争に
ついても多 く を学びま した。 それは強 く 興味を引 かれたテー マであ り 、 特にその起こっ た出来
事の重大さや、 どのよ う に乗 り 越えていっ たのか と い う 点について と て も気にな り ま した。 そ
の他に私の関心を惹いたのは文化で した。 アルゼンチンのもの と は全 く 異な り 、 沖縄で は目上
の方々 を敬う気持ちを と て も持っ て いて、 それが特に好きで した。 またみんな挨拶を し 、 とて
も丁重で 、 すべてが公正で秩序ある もので した。 エイサー も習いま した。 アルゼンチンで は取
り 組む機会のなかっ た こ とのうちの一つで した。 参加者 とエイサーを した こ と は とても嬉 し
かっ たです。 最初 は と ても苦労 し ま したが、 段々 みんな と合わせてい く こ とがで き ま した。 大
通 り での練習 はとても楽 し く 、 人 々 が近づいて きて見入 っ た り 、 写真を撮っ た り していたので
ま るで私たちがプロ になっ た気分で した。 また最後の 日 に 、 舞台の上で家族にエイサー を披露
し た り 、 他のエイサーや踊 り のグルー プの前でエイサー を し ま した。 嬉 し い こ と に私たちが演
奏 した2曲 とも上手 く い き ま した。 観客が大きな拍手 した瞬間 はとても幸せに感 じ ま した。

全部ま とめる と 、 ウチナー ジュニアスタディ ー に参加 した7 日 間 は非常 に すばら し いもので
した。 今振 り返る と 、 すご く 懐か しむ気持ちで い っ ぱいです。 世界中の友達 と参加 した ウチ
ナー ジュニアスタディ ー に戻るためなら どんなものでも差 し出す と思います。 沖縄県の文化や
伝統を継いで いける よ う に う ちな一 ぐちや三線やエイサー を学びたいな と思っ て います。 もち
ろ ん 日 本語の練習を続けて い ます。

これを具体化するのにで き る 限 り の こ とを して く れた皆さんに今感謝 し たいです。 人生の中
で特別 な機会とな り ま した。 いつかも う 一度戻 り 、 私に して く れた こ と全て、 あ る いはそれ以
上をお返 し したいです。 皆 さんにもアルゼンチンのブエノ ス ・ アイ レスに来て ほ し いです。 と
て も きれいな場所で、 観光地でもあるのでみんなも いつか訪れる だろ う と思います。 本当 に感
謝 して いるので、 も し何かあればいつでも遠慮な く 言っ て （頼っ て） ほ し いです。 本当 にあ り
が と う ございま した。
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仲宗根 ルシア( 1 7)
Nakasone Lus ia  M icae la  
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在亜沖縄県人連合会

ウチナー ジュニアスタディー はとても大きな経験となり ました 。 この交流は、沖縄へ初めて
訪れる機会が与え ら れた だ けでな く 、 異なる国々 の人た ちと知り合い、 彼 ら との友情の絆をつ
く り あげ、 様々 な文化を学ぶことができました 。

沖縄での滞在期間中に色々 なアクテイビティを行 いました が、 中には沖縄の代表的なものも
あ り ました 。 例えば私た ちに教えて く れた エイサー は、沖縄特有の踊り の一つで、 アルゼンチ
ンでのウチナーンチュのグ ループ活動の中でもより 盛んなアクテイビティの一つでもあり ます。
練習した エイサーの成果を、 発祥地である沖縄で披露することを通しての学びもあり ました が、
それだ けでな く エイサー自体をとても楽しむことができた 素晴 ら しい体験となり ました 。 エイ
サー練習はこの交流の参加者全 員で共有した 数 多 く の時間の一つであり 、 それだけでな く ウチ
ナーンチュとしての同 じ気持ちを共有することができました 。

ツアー期間の日々 の中で、 島を散策しながら 魅力的な観光地の数々 をめ ぐり、 その一つであ
る首里城にも訪れ、沖縄の歴史についてより 一層学ぶことができました 。 また 、平和祈念資料
館やひめゆり の塔の資料館へ行 き、 戦争時代に人々 がどう 生きていた のか、 犠牲者た ちがそれ
ぞれの命だけでな く 他の人の命をも助 けるた めに動かなければな ら なかっ た ことについて深 く
知ることができました 。 さ ら に、 平和の意味や私た ちが平和を伝えるた めに取り組むべきこと
について改めて考える時間を設けました 。 これは世界中に 関わり のあるテー マであり、 また 国
家間の調和を促すた めに権力を放棄することでこの国が行なっている努力を目の当た り にする
ことができた ので、 この活動を通して大きな学びを得ることができました 。 これは資料館で得
た 最も価値あるものの一つです。

また ツアーでは、 他にも美ら 海水族館へ訪れて魚やサ メやクジラな どの 多 く の種類を見た り 、
イ ルカシ ョ ーを観ることもできました 。 イ ルカた ちに水をた く さんかけ ら れい っ ぱい濡れまし
た が、 とても楽しいショ ーでした 。 でも間違いな く 私の大好きなアクテイビティの一つは、
ビーチヘ行 っ た ことです。 そこではみんな一緒にバナナボートやバレ ーで遊びながら 海を満喫
し、 楽しむことができました 。 また 思い出に残 っ ているキャンプ ファ イヤーの夜は、 参加者、
スタッ フ、 ボランティアの人た ち全 員で過ごした 時間だ っ た のでとても特 別なものに感 じまし

た 。 た く さんのゲームを行 なっ た り 踊 っ た り する中で「私た ちはもう すでに一つの家族なん
だ」と気付きました。

こう してこの一週間で、 私は教えや価値観、 学びや友達だ けでな く 、 一つの家族を得ること
ができた のです。 このツアーを通して、 友情の絆をつ く り あげるのに障害となるものは何も存
在しないと気づきました 。 そして 多 く の参加者とは同 じ言葉を使っ て話してはいませんでした
が、 互いを知ることができた だけでな く 多 く の楽しい時間を過ごし、 一秒た りとも無駄にせず
この経験を有意義にすることができました 。 みんな同 じ国に住んでいるわけではあり ませんが、
沖縄という 私た ちの起源である島への想いが、 常に私た ちを繋げて く れるでし ょ う 。

ウチナー ジュニアスタディーのおかげで、沖縄やその文化について学び続けていきた いとい
う 意欲がわいてきた だけでな く 、 この1週間で学んだことすべてを伝えることができた ら なと
思う よう になり ました 。 また 日系の若者がこの交流に参加し、 彼 ら の根源を学びた いと思える
よう 促すことができた ら いいなと思いました 。

最後に、 私に沖縄へ訪れる機会を与え、 この素晴 ら しい交流に参加させて く れた沖縄県県庁
に感謝した いです。 また 、 このウチナー ジュニアスタディー 2016を実現させるた めに出来る
限り のことを行 なっ て く れた すべての スタッ フに感謝を捧げた いです。
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劉 萌奈( 1 6)
Low Mo Na 
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マ レ
ー
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マ レ ー シア沖縄会

1 週間 と い う短い期 間 に私は、 人生で最高の思い出 と友達がで き ま した。 このウチナ ー ジュ
ニアスタディ ー ツ アー は、 チームワ ー クの大切 さや自 らの文化を よ り 理解する こ と 、 そ して、
ウチナー ンチュ と してのアイデンテイ ティ に感謝する こ とを教えて く れま した。 さ ら に このツ
アー は、 た とえツアーが終わっ た後で も沖縄について も っ と学びたい と い う 私の意欲を高めて
く れま した。 このツアー に は“私のウチナ ー ンチュ のアイデンテイ ティ ’' と い う テー マがあ り ま
した。 正直、 参加する まで ほ とん ど知 り ませんで した。 しか し、 充実 した 1 週間を通 して、 私
は伝統芸能である紅型やエイサー と い っ た一つ一つの経験から沖縄の文化を感 じる こ とがで き
ま した。

このツアー を通 して、 異なる視点や意見を持つ世界中の人達 と友達にな り 、 私は新 し い考え
方に気がつき ま した。 私たち は、 みんな違う 国の出身だ けれど似た よ う な沖縄のアイデンティ
ティ を半分持っ て いる こ とから、 す ぐ に意気投合で き ま した。 それは とても素晴ら し い こ とだ
と思いま した。

最後に 、 このツアー のおかげで沖縄との新たな深いつなが り を築 く こ とがで き、 また沖縄に
帰 っ て く る こ とが前よ り もずっ と楽 しみにな り ま した。 このツ アーを成功 に導いて く れた関係
者の皆さん に本当 に感謝 し ま す。 私が経験 したよ う に、 沖縄のアイデンテイ ティ に気づかせて
く れる このよ う なツアーが今後も続いて い く こ とを期待 し ます。 このよ う な機会をいただけた
こ と 、 本当 にあ り がと う ございま した。
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宋 起成 ( 14)
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Song Ki Su ng 
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大韓民国
韓国沖縄県人会

········••·············································································································································-

ウチナー ジュニアスタディーでのプログラムはすべてが記憶に残るものでした 。 なぜな ら 、
それは参加者全 員で一つの事をした から です。 皆で一つの事をするという のは大きな力がある
と僕は思います。 言語の違う 国の人でも何かをしてい く う ちに共通点を見つけた り、 笑いのツ
ボが同 じだ っ た り して、 す ぐに仲良 く なれるから です。 海でバナナボートに乗 っ た のもキャン
プ ファ イヤーもカレーを木を燃やしてから 作っ た のも、 一人でやっ ても楽し く ないけど皆で
やっ た ら 、 とても楽 し く 感 じてもっ とやりた いと思いました 。 川を歩 く のは正直、 濡れるし嫌
でした 。 でも、 仲間で助 け合っ て、 手を取り合っ て最後までた どり着いた 時は、 物凄い達成感
があり ました 。 仲良 く なっ た 皆とプログラム以外にも、 東村で夜に星を見ました 。 流れ星を見
た のもそれが初めてで、 皆と同時に見れた 喜びを分かち合えて、 良かっ た し、 僕にと っ てあの
記憶は一生の宝物です。

平和学習は、 自分が生まれて、 自分の故郷であると思っ ている沖縄と向き合う 事が出来まし
た 。 大好きな沖縄に戦争が起きないよう に、 そして、 自国である韓国も戦争が起きないよう に
とそう 考える大切な時間でした 。

僕は未だにう ちな一 ぐちである、 「にふぇ ーで一びる」と「ハ イサ イ」を覚えています。 韓
国 に はまだ沖縄の事を知ら ない人や、 昔から 日本であっ た と思っ ている人が 多 く います。 もっ
と沖縄のことを知っ てほしいです。

また ウチナー ジュニアスタディーできるとした ら 、 参加者全 員で花火もした いです。 そして、
沖縄に来た ら 海にもう 一度行 きた いです。 バ スの中から 見える海は美しかっ た です。

良い思い出を沢山残して く れてあり がとう ございました 。 韓国と日本の繋がり にも興味が湧
いてきた のでこれから もっ と勉強した いです。
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名嘉真 英亮 (2 1 )

H idea ki Na ka ma 
沖縄国 際大学 1年生

私は、 以前 に も このツアー に参加 し様々 な事を学びま したが、 今回青年 リ ーダー と して参加
し た こ とで、 新た に多 く の事を学ぶこ とが出来ま した。 それは、 リ ーダー と して ど う あるべき
かです。 例えば、 2 日 目 の県庁訪問の時、 他の場 に は無い緊張感のある所だ っ たので参加者に
自 国の代表である意識を持っ ても らえる様に リ ーダー と して 引 っ 張っ ていかねばな らない と言
う こ とです。 この後から様々 な場面 に よっ てみんな と遊ぶ と き は遊んで、 真面 目な場面で はき
ちん と ま とめる と言 う メ リ ハ リ を付ける事が出来る様にな り ま した。

また、 リ ーダー と して学べた事だけで はな く 、 伝統工芸体験やまち ぐゎ ー散策、 ト レ ッ キン
グ等、 楽 し い思い出がた く さん増えま した。 その中でも、 や は り 一番楽 しめたのは、 キャ ンプ
フ ァ イアー です。 飴取 り の時の ドイツからの参加者で私 と 同 じ青年 リ ーダーの真理の探 しかた
や声真似での珍解答でみんなで大笑い した こ とがとても印象的で した。 そ して 、 この 日 を境に
今まで よ り もみんな との絆がさ ら に深まっ た と思います。 この様な思い出が増えた事で このツ
アー の楽 し さを改めて感 じ る こ とが出来ま した。

このツアー を通 して初めは不安もあ り ま したが、 最終日 のみんなの笑顔や涙を見て改めて
リ ーダー をやっ て良かっ たな と感 じ、 リ ーダー と してみんなの役に立てたのかな と思う事が出
来ま した。 こ う思えたのも 、 勝連さんを始め と するスタ ッ フの皆 さんの支え合っ てのこ となの
で と て も感謝 して います。 今後は、 ボラ ンティ アと して このツアー に関わっ て行っ て今ある世
界 との繋が り をも っ と広げて いけた ら と思います。
最後に 「みんな ！ あ り がと う ！ 」
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— 内 間 真理(22)
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Ma ri Uch i ma 
ドイツ連邦共和国··································•···························································································· ·············································································· ···························································································· 

ドイ ツ沖縄県人会

ウチナー ジュニアー スタディーツアーを思う といつも幸せな気分になり ます。 ウチナー ジュ
ニアー スタディーツアー は私にとっ て人生で最高の出来事でした 。 御参加させていた だいて心
より 感謝申し上げます。

私は2012年に初めてウチナー ジュニアー スタディーツアーに参加しました 。 そして 今 年は
青年 リ ーダーとしてウチナ ー ジュニアー スタディーツアーに参加しました 。 最も素敵だ っ た の
は世界から の色んな沖縄に縁のある若い人と仲良 く なることでした 。 最初 はみんな知ら ない人
ばかり だ っ た のに、 最後の日は 別れた く なかっ た ので皆で泣きました 。 ウチナー ジュニアー ス
タディーツアーのお蔭で本当に素敵な友達ができました 。 今 でも2012年の参加者と連絡を
取 っ た り、沖縄で会っ て一緒に遊びに行 っ た り、 パーティーをした り しています。 今 年の参加
者ともまだ連絡をとっ てます。 二つ目に素敵だ っ た のは沖縄のことをもっ とよく 知るよう に
なっ て、沖縄との絆を深め ら れた ことです。 首里城や博物館を尋ねて、 琉球王国や世界第二次
対戦に 関する沖縄の役割を学ぶことが出来ました 。 エイサーも学びました 。 平和祈念公園の博
物館の展覧会はとても印象的でした 。 死んだ子供や軍人の写真を見た り、 子供が書いた 目撃証
言を読んだ ら 、 本当に「戦争は恐ろしいものだ。 平和を広げるべきだ。 」と思いました 。 今 年
ウチナー ジュニアー スタディーツアーでの目撃者の講師の話を聞 く のも印象的でした 。 まだ子
供だ っ た のに、 洞窟の中に隠されていた 病院で薬も足りなかっ た のに傷のついた 軍人や民間人
の世話をしなければな ら な く 、 多 く の学生が亡 く なっ てしまっ た のを聞いた ら 、 本当に平和の
時代に生きていて良かっ た と思いました 。 今 は日本も沖縄も平和ですが、 特に沖縄にまだ米国
の基地があり ます。 大学で東アジア研究学（政治学、 東アジア学、 日本語）を勉強しています
が、 特に日米同盟、 安全保障、 そして普天間移設問題に興味を持 っ てます。 これから も沖縄・
日本の問題についてもっ と勉強をした いと思います。
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三
ニュースリ』 ース

日 時 ： 8月 1 日 （月 ） 1 1 : 56 ～放送
チャ ンネル ： 琉球朝 曰放送
http : //www. qa� �j_J2/news/20 1 6080 182257 . htm l  

日 時 ： 10月 27 日 （木） 18: 1 5rv18:54 
番組 ： 琉球放送 RBCザ ・ ニュ ース

▼海外参加者のス ピ ーチの様子

日 時 ： 10月 27 日 （木） 17 : 53rv18:58 
番組 ： 沖縄テ レ ビ おき コ ア
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ンターネ立ートTV(YouTube

●修了式
https ://youtu . be/OweIAQbZ3nw 

You (D
JP 

ウチナージュニアスタディー

次の饂

Ill 

童.
第6回世界 のウチナーンチュ大会 第一部ウチナージュ
ニアスタディ ーツア ー修了式

十 追加 ＾ 共有 • • • その倦

視聴回数 1 ,029 回

’● 4 9’ °  

Q 

冒璽畠

ア ッブロード

自動再生 0 0置3
第鋲訊せ界のウ チナ ーンチュ大会、
Eisa EXPO 2016 鼓衆若太陽・ 琉
由ikusan0205
視聴回汝 1,239回

第近狙せ界のウ チナ ー‘ノチュ大
会 前夜祭バレード
幼画チャンネル 第碑ウチナ-ンチュ大会
携聴回致 9,842回

第虹狙世界のウ チナ ーンチ工大
会 前夜祭バレート 1匡踪通り）
K· DAN 
視聴回致 2,558 回

一万人のエイサ ー踊り隊前夜祭
でうチナーンチュ大会PR エイ
動画チャンネル 第廻ウチナ-ンチュ大会
揖鼈回致 401 回

第姫泄界りウ チナチぷ会
テーマソング 「結～心届く～」
olcin11w11BBtv 
! 

• エイサー演舞 ＆エイサー講師への感謝の挨拶
https://youtu . be/bq l WkrahDkg 

JP 
ウチナージュニアスタディー ア ッブロ ー ド

■ 

Q 

；効饂

置置

胃
一万人のエイサ ー踊り隊前夜祭でウチナーンチュ大会
PR エイサ ー演舞

視聴回 数 569 回

十 追加 ＾ 共有 • • • その他 1、 4 9’ °  デ

自 動再生 O O置3
世界の ウチナ ーンチュの 日告庭宣
言
幼画チャン ネル 第逗ウ チナーンチュ大会
揖聴回致 693回

第団謂世界のウ チ ナーンチュ大
会 第二部一万人のエイサ ー踊り
幼画チャンネル 第6llilウチナ-‘.Iチュ大会
視聰回数 945回

第近亜せ界のウ チナ ーンチュ大
会 前夜祭バレード
幼画チャンネル 第廻ウチナーンチュ大会
視鼈回改 9,842 回

第丙謂世界のウ チ ナーンチュ大
会 第一部ウチナージュニアスタ
軌画チャンネル 第 臨 ウ チナーンチュ大会
視聴回数 995回

国吉メリッサ 世界の ウ チ ナーン
チュ大会2016 メリッサ クニヨシ
shInji 1chInose 

視聴回致 5,318 回
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新聞（琉球新報）
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た「

窄
頃
奴

溶
子
弟
ら
エ
イ
サ
ー

共
演

海
外
や
県
外
移
住
者
の
子
弟
参
加
者
“
人
は
ウ
チ
ナ
ー

ン
ヂ

と 、
県
内
の
中
高
生
が 、
1

週
間
ュ
の
絆
を
確
認
し 、
今
後
の
交

に
わ
たっ
て
交
流し
な
が
ら
沖
流
を
約
束
し
た 。
海
外
参
加
者

ぷ
硝＇承ュ
附
お1
咽

ら
に
よ
る
各
国
の
踊
り
や
歌

外

と 、
全
員
で
1

週
間
練
習
し
て

き
た
エ
イ
サ
ー

を
披
露
し 、
笑

渾るす

門
J

涙
で
締
め
く
く
ら
れ
た 。

ペ
ル
ー

か
ら
参
加
し
た
オ
オ

シ
ロ・
ミ
ネ
イ・
ニ
コ
ル
さ
ん

一[サ疇

C)
は
「
戦
争
体
験
者
の
話
を

H

聞
い
た
平
和学曲只
竺
番
印
象

イ
那

に
残
っ
た」
と
ス
ピ
ー

チ
し

で
已

-
6
 

ィ＝
た 。
「
ジュ
ニ
ア
ス
タ
デ
ィ

ー」
は 、
U月
に
開
か
れ
る
第

テ
●

バ
●

6
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー

ン
チュ

大
会
の
プ
レ
イベ
ン
ト 。
第
3

らのな

内
さと
回
大
会
の
際
に
初
め
て
実
施
さ

よ囀
れ 、
今
年
で
旧
回
目 。

�
＇

 

ルー ツ触れ 魂 H 覚め
し 1

E
 塁Z

Ir-

-
』

再
会 、
笑
顔
で
約
束
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縄タイ土送）

8月 2 日 （火） 8月 7 日 （ 日 ）

--'lff 
り上げ
ェ
11

写
真 。

蛯式
前
の
畷
告
会
で
は
全

員
が
1

分
間
ス
ピ
ー

チ 。
ア
ト

ラ
ン
タ
沖
縄
県
人
会
の
ロ
ピ
ン

ソ
ン
敬
吾
さん（
廷）
は
「
文
化

県
系
子
弟
ら
20
人

が
浸
歴
代
ゑ
各
ら
れ

ジ
ュ

ニ
ア
大
使
に

ぷっ
た 。

吏’
ず
ぐ
に
会
い

ま
し
ょ
う」
と
涙
を
こ
ら
え
な

が
ゑ血っ
た 。
大
阪
か
ら
参
加

ス
タ
デ
ィ
ー

事
業
修
了

寒
品
将
界
の
ウ
チ
ナ
ー

ン

し
た
よ
堕
空
デ～（
17）
は
「
み

チ
ュ
大
会
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
ん
な
と
仲
良
く
な
れ 、
すJ
V

「
ウ
チ
ナ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
デ
楽
し
かっ
た 。
連
絡
を
取
り
合

ィ
↓
霊U
Q
蓋
g ‘―
い
た
い」
と
話
ヒに 。

那
覇
市
久
茂
地
の
タ
イ
ム
ス
ホ

初
E
か
ら
1

週
間 、
エ
イ
サ

ー
ル
工暉
か
れ 、
海
外u
29
ー

を
継
芦
と’
益
加
者
は 、
前

の
男
示
今
H
Rら
ゆ
人
に
ジ
ュ

夜
祭
で
「
ミ
ル
ク
ム
ナ
リ」
な

ニ
ア
大
使
E
定
証
が
贈
ら
れ
ど
2
曲
を
演
霞 。
迫
力
い
っ
ほ

た
事
鑽
に
参
加
し
た
“
人
は
い
の
酬
り
で
盛
り
占
ビ←

3

最

「一
万
人
のエ
イ
サ
ー

踊
2
巴

後
笹ゃ
ん
な
で
印
き台
い 、
再

前に，

、
会
場
を
盛
会
を
誓
っ
た c

し
て
の
自
賞
を
深
め 、
沖
縄
と
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
を
つ

世
産
ぶ
懸
け
円
と
笞
こ
く
り 、
貴
重
を
は
雰
樽
た
い」

と
孟
烹¥
ま
す」
と
ス
ペ
イ
ン
と
期
待
と
畑
負
を
述
べ
た 。

詞
を
交
を
決
憲
孟g
つ
トP

参
加
者
ら
は
7
日
ま
で
濡

県
系
子
弟

移
民
史
学
ぶ

団
眉
甘

J

ワ
シ
ン

在 。
ウ
チ
ナ
ー

ン
チュ
大

を

ト
ン
R
と
溢
答
の
ヒュ
ー

イ
つ
い
玉
塁
茅
受
け
る
ほ
か 、

ッ
ト・
シ
ョ
ー

ン
・

瑛
さ
ん
平
和
笠
芦
レ
た
り 、
移
民
Q
止

(
18)
は
「
県
人
会
箪
し
て
沖
史
に
つ
い
て
学
び
歪
茫
名 。

「
ジ
ュ
ゴ
ア
ス
タ
テ
ィd

叡
迎
式

l

県
内
若
者
と
交
流
へ

房人
＇

麿

をg1p

繋
咋叫叫

ー
チ
ナ
ー

ン

チ
ュ
大
会
の
プ
レ
イ
ペ
ン
ト 、

「
ウ
チ
ナ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
デ

ィ
ー

事
業l
の
歓
迎
弓か
よ
只

県
庁
で
開
か
れ
た 。
沖
縄
の
歴

斐
化

喜 、

欝
代
の
若

一

青
丘
穿
強
め
よ
う
と
密
れ
3

-

．
 

一

息

足沖
し
た
県
系
人
子

F
 

弟
ら
U
人
と 、
県
内
U
人 、
東

京
と
盃

2
会か
ら
2
人

し

g5“T̂
：

茄 。
県
守化
緬

ー

光
ス
ポ
ー

ツ
部
の
前
田
光幸
部
，

5

｝
2

r
ウ
チ
ナ
ー

ジ
ュニ
ア
ス
タ
デ

畏
は
「ウ
チ
ナ
ー

ン
チュ
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
担
い
手
と
し
て 、

イ
ー」

に
gr
る
メン
バ
ー

閤
堕
雀
完
た
友
情
を
結ん
で

!
よ
r
塁＂

9月 7 日 （水）

沖縄体験 「友を得た」
ケ イ ゴ ・ ロ ビ ン ソ ン さ ん

一
万人工イサーの攣●を●え 、

鳳守った
日
を
買を見
苫

名ゴ・
ロピンソンさんー慮讀

m
 

ー

しなが
ウ
えなで
作っ
たカレ

ー
と綱
自

甜がい
3い出

に
なっ
たP
を

さ

晨

た」
と
言
爵 ．

躙
在中は
m
醤
佑
あ
召
m(

!H
ホ
ムステ

ィJ
i
i

た ょ
壁
喪テス
ポ
↓白躙駁 、
沖

縄の
拿べ
吻
に
豆
琵
冷
らなが

ら充
冥
k‘r
贔
間
を｝
した

ケイゴ
さ
位
U
車口の
会
担J

少
謳っ
た
が 、
日
玉
緊
砿

ジ
ュ

ニ
ア
事
業
に
参
加

蟹で
毘

慕
旦
？

々
か
ら
鸞
憤
を
たっ
ぶ
り
頂
い

溢
匹
面
し
ツ
ア
ー

に
●
ん
LP
存

兒沢ス
Z
閃
℃．

だ 、
ゆ
嶋では“
良につい
て
た
疇
りは
遍い
彎
間
だっ
た
け

e
-―――-•
••1-•

 
芦

i
iぃぃ
眉

ア
ト
ラ
ン
タ

【ルイス

i'
を
江
覺雫 ．
1
P
ほ
き
と
E泣 ．「
沖
躙
の人
々
は

aア
ト？る夕
は
冨人
会（金
土
昂かエイ
サ
人
＃
藷
にバー
轄
ヨ
蘊
Cく
零
霰
t
辛．
将

虞
且
空

g

iケイ
ランク
L
五
も 、
園
塁
ぢで
来 、
臼
塁
もっ
と
鯨”y
知

ゴ・
ロ
ビンソン
さん
e3
が‘
”かれた
云
泣四一
万人のエ
瓢
と
堕
H“
んに
纏にも
生かし

ヽl
i
i
で
沖
イサー
鵡り
に
に
出
綱 》「ミ
たい
j

と
蔓
西っ
た

墨「ウチナージュ
ニ
ア
ルクム
tツ
J「
イ
チャ
リバ
ゆ

母
昂
直
大
会“
含Kの
かを

E
スタディ
士
彙
l

に
嘉
柊
い
j

器
鱒
↑
ムスチ
i
2
社「ケイゴ
位ig

団
苫 、
嘱
内の
主
需
お
ぢと
寧
唇鴨虞 、
弓
り合い 、
斬し

贔
りた
い
量っ
て
ぃ ．
H

（
 

菜 、
棗 、
5
Z
をから
い

i！ �
罠
’矢
g
奮
笥
品
をれ

l
a
I
念
拐ツアー
で多
5
雀
ん
て
感
檸
と
卓
今
和

§

日（ 一

が
自をは
麟しなが
々
互い
だケイゴ
さ
紅
云
薔
品
り
な
ど
ヱ
届と
摂
旦
沿
を
要

2

,i杉義
ゃェn
g

§ 、

§
り
あっ
てい
る
ぶ
屋
あない

えっ
卜、

Z
ほ
臼
だ
堕

危
た
体
順がで
更‘ヽ

塁迂e
濤

E/

g-
g
g
g
器
文
キャンプファイ
ご
面
吝
ゲ
外
2
B
9
なっ
芝
れ
ゑ

8
化

姜

員
§

§
ーム 、

フォーク
ダン

ゑ

姜
温

誡§
そ
袷

�
 

-3.:.:m.i←— 
i

 

＇ 、
大
壬
直

＂‘
[

胴
彎」―

-
l

-
i

i

習一
君[[

四事冥はこ
9
ア

日17カ疇
―-

g

ル
ー

ツ
「

将
来
に
生
か

す」

i!

ぶ
；ー

りぃ．
厨
I

益
ヮ"f
i

lも
こ
沢た
．
2
旦
ズ

i

委

了
？
塁
を

うぃ

itt
曇ぅ ．

‘,ノ

6

傘かd
含

吾ュ
ーイッ

8

1
盈

a

n"

＿
ぷ
る縄文
化
し
れ、
多
g年は

！

大禽のプ

ト・
シ日1ン・

環t"

n
メ
リ`
ラ

屈り
は 、
＂

ん

ふ
函彙い
宕
直
言
て

墨a
I
を

Ui『
往

で
い
る'
rルー
2
翠
した

姜
’｛
ダ
ブル）」

は
そ
注
門
目の
岱

iaE'チオー
さ

ジュ
ニアスタディー
事鶴に

iI
BfS
騎

環

g

i `Ha
ふ

ト

ちu
 

ィ

＂
虹
巽
註
ッ

iつr
-

t

ー
昂
父

ん＂
 

ー、ユ
ー

イブ

ユ

K."年 、

●岳っ

ヒ

・ン

な^
クティー・
・

§

．
 

& `IC石“
憤人か」

加

夕
i
シテ
W、イ
↓ル

参

シ

H

ii

社
社

砂

研

党I
2
箪
え ｀

芯ぃ

g
,
i

g

i

彦
＜
屯

iえけ
た
ン
撰§ .
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インタ-ネ外を利用 した次世代ネットワ ークの構築

1;．；： ニュースフィ ー ト

メッセージ

ショ ー トカッ トe UJS2016 

匹

布 イベン ト

Facebookページ

〇 グ）レーブ

友リス ト

0 Poke 

• もつ と見る．．．

作慮

広告 ページ ・ グループ イベン
卜

、
、

投る 麗i 写頁 ·

何か舌 く

ヽ`

ア汐ー ト 園 その愚

〇 山S2016 -

e
 

J お知らせ

のアクテイ ビティ

”月5日 Q•

皆さん、 おはよ うございます。

説明を追加
このグループの内容を紹介できます．

タク タグを追加
グループに関するキーワー ドを追加できます．

● Facebook 
Facebookを利用 し、 事業実施前から参加者 と コ ンタク トを取る こ とがで きた。 また事業実施
後も毎 日 のよ う に思い出の写真な どを投稿されて、 参加者全員が思い出を共有できた。
UJS20 16参加者44名 に対 し、 現在はスタ ッ フ ・ ボラ ンティ ア ・ 過去参加者を含め、 66名が参
加 して いるグルー プとなっ た。
世界のウチナー ンチュ 大会の開会宣言の応援コ メ ン トが海外参加者から投稿された り や開会宣
言の写真が投稿された。
これからもUJS関係の情報が入る たびに投稿されて い く 。

● LIN E  
さ ら に LINEで もグルー プを立ち上げ、 県内参加者 と海外参加者は 日 々 連絡を取 り合い、 今年の
参加者が誕生 日 を迎える と 、 参加者全員から 「誕生 日 おめで と う／HAPPY BIRTH DAY」 とお祝
い コ メ ン ト し合っ ている。
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‘‘ ロコ マー＇ク

● 制作意図
世界中から 来沖した若者たちと 沖 縄の若者たちが出会い交流を 深めてい く 様を、

「Uch ina Jun ior Study」 のそれぞれの頭文字を擬人化して表現しています。 いろいろな方向
を向 く それぞれの瞳は好奇心溢れる参加者のわ く わ く する気持ちと、 さまざまな文化や歴史を
学び吸収する 真剣な眼差しをそれぞれ表現しています。

• カ ラ ー リ ング構成
ブルー で友好のチムグクルを
グ リ ー ンで協調性を
レ ッ ドで ウチナー ンチュ の情熱を
ィエロ ー であ く なき探究心を
スカイ ブルー で沖縄の美 し い 自然を
それぞれ表現 して います。

I「‘ ・9| 

• ロ ゴマーク （横タイプ）
ウェルカムボード、 ネ ーム フォ ルダの 際に使用。

彎� oo 

杓

• ロ ゴマーク （ボッ クスタイプ）
Tシャツのバックに使用。
かわい ら しいデザ インで
大き く プリントしたため インパクトは
とても強かっ た。

鴫 ，

ー

嗅
L


五
c

*

。”V

)

f
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制作物

● Tシャ ツデザイン
ウチナー ジュニアスタディ ー オ リ ジナル T シャ ツを参加者 ・ 県職員 ・ 運営スタ ッ フ ・ ボラ ン
テ ィ ア ・ 青年 リ ーダー の全員 に配布 し、 県庁表敬 ・ さよならパーティ ー の際に着用。 全体の一

体感を醸成 し、 規律ある 団体行動を促 した。
また、 最後に は寄せ書きをみんなで書き合う こ と に よ り 思い出の品 と して持ち帰っ た。
配布する T シャ ツ は、 参加者用 （ 白 ） と県職員 ・ 運営スタ ッ フ ・ ボラ ンティ ア ・ 青年 リ ーダー用
（黒）の 2 種類作成。

Sfvi 

パック

● 横断幕
サイス250 c m x 45 c m  
ウ ェルカムパーティ ー での舞台の垂れ幕に使用。
表敬訪問 ・ 首里城での写真撮影に使用 。

201 6 ウチナージュニアスタティー

Uchina Junior Study 2016 
第6回 世界のウチナーンチ ュ大会 201 6.1 0.26（ 水 ）～ 30 （ 日 ） 開催

• ウ ェルカムボー ド
空港でのお迎えの際に使用
沖縄方言
日 本語 ・
英語 ・

韓国語 ・

スペイ ン語 ・

ポル トガル語 ・

ドイツ語 ・

フ ラ ンス語
方言 と 7カ 国で 「 よ う こそ ！ 」 と 記載。

よ う こ そ ！

Welco m e ! 叫但J.il 2 ! B ienvenidos !  

Bern vindos ! Wi l lkommen ! 
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制作物

● ネームフォルダ
名前（ロー マ字含む） ・ 出身国 ・ 年齢・血液型・性 別 ・ 緊急連絡先を記載

日本語圏： 黄色
英語圏： 赤
スペイン語圏： 青

ポルトガル語圏： 緑
韓国語： オレンジ
ドイツ語： 紫
スタッ フ ・ ボランティア： 黒

因?•3會 ”••S r
Uclinlr Jllior Study 2016 
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STAFF 

土●置 ●イツ
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15 よ土己 'l.9 
,. •· 0 

鸞•••覺 r“ 09199••9971
”..文皇●吏ス・ーツ●2這●亀● 二

● フ ェイスシール
最終日の修了式 ・ さよな ら パーティー ・ 一万人エイサープレ イベントの 際、 県内 ・ 県外参
加者 ・ 県内参加者は右頬には県旗の フェイ スシー ル、 左頬には日の丸の フェイ スシー ルを貼
り、 海外参加者 ・ 海外青年リ ーダー は右頬には県旗の フェイ スシー ル、 左頬には自国の フェ
イ スシー ルを貼り、 「私た ちは皆ウチナーンチュ」と表現をした 。
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● トラ ンス レーショ ンシー ト
県内参加者が作成した 海外参加者一人一人への メッセー ジや沖縄の文化を日本語と英語と
スペイン語で紹介が記載されているシート。 最終日のさよな ら パーティーのときに県内参

加者から 海外参加者ヘ一人ずつに配布した 。 渡した 際に強 く 抱擁を交わした 。
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● ツアーのスケジュール
ツ アーが始まる前に 1 週間ホス ト フ ァ ミ リ ーの も と でホームステイ する。

そ こで、 1 週間の間でプログラムに含まれる観光スポッ ト に は行けないので参加者も退屈 し、
ホス ト フ ァ ミ リ ー も 困 っ た と い う 意見を頂いた。
ホー ムステイ→ツアー→ホームステイ と して事業をおこなう ほうが効率的 に良い と考えた。

ツ アー最終日 の翌 日 す ぐ に離島参加者 ・ 海外参加者は帰省する こ と になっ て いて、 ホス ト
フ ァ ミ リ ーから は 「名護から遠いのに朝早い し、 参加者も疲れている し 、 ホス ト フ ァ ミ リ ー

と して も う 少 し 一緒にいたい と い う 気持ちがある」 と意見を頂いた。

● 心得の 持ち物
海外参加者が準備する ものを持っ てきていない 「 聞 いて いない」 い う こ と も発生 した。 な

ので今後そ う い う事がないよう に事前に海外に郵送する心得に は絵の描いた分か り やすい表
示をする 。 確認 と して心得を読んだ参加者に は 「読んだ」 とい うのをメ ールな どSNSで送っ
て も ら う 。

また、 県内参加者の事前学習で行程表 と心得を読み合わせするシー ンの と き に 、 海外参加
者のホス ト フ ァ ミ リ ー も来て も ら い一緒に読み合わせをおこな う 。

● イ ンカムの件
翻訳中 にポル トガル語のイ ンカムに英語の翻訳が途切れ途切れ入 っ て く る と い う不具合が

起きて し ま っ た。 原因はイ ンカム同士が近すぎた り 、 同時 に通訳が翻訳する と き に電波の関
係で このよ う なこ とが起きた。

● 見学場所に事前に連絡
見学の場所 に前 日 に 1度連絡を取っ て予約を確認する 。 県立博物館 ・ 平和祈念資料館がス

タ ッ フ とのや り と り がで きてな く て時間がかかっ て見学の時間が削 られた。 プログラムに支
障が出た。

● 洗濯（ラン ド リ ー）の件
毎 日夜になる と参加者は洗濯をする。 そのたびに ラ ン ド リ ー代と して要求され、 お金を渡

して いた。 1 つの洗濯機 ・ コ イ ン ラ ン ド リ ー で大量の洗濯物をまわすため、 乾きが悪 く な り
何度も利用 して し ま う 。 洗濯物を少量に分けて まわす と時間がかか り 参加者の睡眠時間が
減っ て し ま う 。

● 表彰式
賞状授与の際に海外参加者があま り に も緊張感がなかっ たため、 次年度から し っ か り 表彰

の動作のメ リ ハ リ をつける 。 また統括監を リ ハー サルから表彰者を参加 させる 。
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受入実．一

( 1)海外参加者 ・ 引 率者 ・ 青年 リ ーダー 内訳 ＊ はウチナーンチュ大会開催年
0国別内訳 （ ） 内は、 平成23年度までは引率者の人数、 平成24年度からは胃年リ ーダーの人数

こ
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0世代別内訳 ※引率者、 青年 リ ーダー は含まない
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0海外参加者

の男名：］悶〗
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(2)県内 ・ 県外参加者内訳
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二三ぃ(3)参加者合計 （海外、 県内 ・ 県外）
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